


















































バーガント反英雄譚１




騎士の国の最弱英雄








八街 歩





富士見ファンタジア文庫









本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
















口絵・本文イラスト　珈琲猫







　目次









序章　とある指導室の中で




第一章　騎き士しと王女と退学

第二章　剣けん聖せいと家族と秘密

第三章　妹と王女と迫せまる危機

第四章　車と魔ま獣じゆうと《滅神咒具エスカトロイ》

第五章　竜りゆうと勝利と黄金騎き士し




終章　終末姉し妹まいと他人のボク







　あとがき












序章　とある指導室の中で









「このままだとあなた、退学ね」

「えっと……先生。すいません、よく聞こえなかったんで、もう一度お願いします」

「このままだとあなたは退学。端たん的てきに言えばクビ。そういうことよ」

　二人の人物の声が、狭せまい室内で響ひびいた。一方は、当とう惑わくしたような少年の声。もう一方は、対照的に落ち着き払はらった大人の女性の声である。

「……すいません、よく聞こえなかったんですが……」

「ショックなのはわかるけど、このままだとクビなの、ク・ビ。わかった？　いい加減現実を見つめなさい、ハーベスト君」

「えっと……先生がこのままだと学園をクビになる？」

「なんでそうなるのよ！　退学になるのはあなたに決まってるじゃない！　なんで教師であるわたしがクビになるのよ！」

「未熟な生徒の指導も満足にできず、退学に追い込んでしまう担任教師ならクビになってもしかたないのかな、って思いまし……」

　シュッ

　少年の目の前に剣けんの切っ先があった。女性が腰こしにさしていた剣を抜ぬいたのだ。恐おそろしいことに、少年には女性がいつ剣を抜いたのかどころか、いつ剣の柄つかに手をかけたのかすらわからなかった。気づいたときには自分の鼻先スレスレに剣の切っ先があったのである。まさに神速の居合いであった。

「次、減らず口たたいたら寸止めじゃすまないわよ」

「はい、ごめんなさいです、ミュスカ先生……」

　少年は冷ひや汗あせを流しながら情けない声でそう答えるしかなかった。

　さて、この腰に剣をさしている女性。真しん剣けんで武装しているとは物ぶつ騒そうだが、それは彼女の職業を考えればおかしくはなかった。彼女は騎き士しなのだ。

　ここは騎士学園──その名の通り、騎士を育成するための教育機関。目の前の彼女は正規の騎士であり、同時に学園の教師であった。そして少年は、学園の生徒である。

　少年の名はシュン。黒くろ髪かみ黒目の少年だ。

　そして女性騎士の名はミュスカ。フルネームはミュスカ・ニャン・フロンティ。栗くり色いろの髪かみをひっつめにまとめ、涼すずやかな瞳ひとみを持つ美女だ。成熟した肉体を騎士の制服に包んでいる。年ねん齢れいは二十代半ばと若手で、黙だまっていれば間ま違ちがいなく美人なのだが、その顔はなぜか疲つかれ気味で、いささか生気に欠けているようだった。

「先生、なんでボクが退学なんですか？」

「……あなた、本気で言ってるの？」

「理由くらい教えてくれてもいいんじゃないですか？」

　物もの怖おじせずにいうシュンを目まの当たりにして、ミュスカは苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような顔になった。と、そこで彼女は苦しげに胸を押さえると、制服のポケットから小さなビンを取り出した。ビンのフタをあけ、中の錠じよう剤ざいを手の平に出すと、そのまま口の中に放ほうり込む。

「先生、また胃い炎えんですか？」

「えぇ、そうよ。問題児の世話をしているおかげで、頭と胃が痛むのよ」

　ミュスカが胃炎持ちであることは、生徒の間でも有名だった。

「ちゃんと薬飲んでるんですか、先生？　全然治りませんね」

「飲んでるわよ。毎日一ビン」

「それは飲みすぎなんじゃ……」

「最近じゃ、薬を飲み過ぎて胃が荒あれるからそれをおさえる薬も飲んでるわ」

「どう考えても負の連れん鎖さですね」

「一番の元げん凶きようが白々しい……」

　ミュスカは整った顔をゆがめてシュンを睨にらみつけた。

「まぁいいわ。ともかく、ハーベスト君。あなたの成績で進級できると考えるほうがムリがあるとわたしには思えるのだけど？」

「けど、今年までは進級して無事三回生になることができたわけですし……」

「進級は簡単なの。入学さえしてしまえば三回生にはなれるわ……けどね、騎士になるには最後の卒業試験に合格しないといけないの。そしてあなたの今の成績は、卒業試験を受ける資格すらもらえないレベルなのよ」

「ボクだってがんばってるんですけどね……」

「ならこの成績はなに！」

　ダン、ミュスカは机を叩たたいた。机の上には資料の紙の束が並べられており、それはシュンの学園内での成績だった。

「学科教科──言語学、数学、歴史学、政治学、魔導工学、軍事学、教養にいたるまで、全教科で学園最下位。この成績をあなたはどう思うの？」

「ちょっと、頭を使うことが苦手でして……」

「実技教科──剣けん術じゆつ、格かく闘とう術、戦技、基き礎そ体力、これまた全ぜん項こう目もくでぶっちぎりの最下位。これはどうなの？」
















「……ちょっと、体を動かすことが苦手でして……」

「得意なものがなにもないじゃない！」

　ミュスカの漏もらした声は半ば悲鳴に近かった。彼女は豊かにふくらんだ自分の胸を片手で押さえながら、反対の手で頭を抱かかえ込んだ。

「はっきり言って、この成績はありえないわ。あなたの成績を通信簿に書いていたら、割と本気で泣きたくなってきたわ」

「むしろ笑っちゃいますよね、はははは」

「ねぇ、面おも白しろい？　本当に面白い？　あなたの成績のせいで胃が痛むくらい悩なやんでいるわたしの姿はそんなに滑こつ稽けい？　笑っちゃうほどおかしい？」

「ごめんなさい、ミュスカ先生」

　やばい。追い詰つめられているのか、ミュスカが半分キレていた。さすがのシュンも、愛あい想そ笑い程度ではごまかせないと気づいた。

　しかし、ミュスカにここまで言われるとは、自分の立場もいよいよ本気でマズイらしいとシュンは遅おそまきながら自覚した。騎士学園に入学さえすれば騎士になれるかと思っていたけど、現実はそう甘くないようだ。

「いい、ハーベスト君？　もう一回言うわよ。今のあなたの成績じゃ、あなたは卒業試験を受けられず、遠くないうちに退学になるわ」

「なんとかならないんですか？　ボク、死んだ父母に絶対騎士になるって誓ちかったんですよ。このまま退学になったら、天国の父母に顔向けできません」

「自じ業ごう自得……と言いたいけど、わたしだってね、なにもあなたを絶対に退学させたいわけじゃないのよ。むしろ、卒業試験くらい受けさせてあげたいと思っているわ」

　担任であるミュスカの言葉に、シュンは食いついた。

「それじゃぁ……」

「あなたに最後のチャンスをあげるわ」

　ミュスカが、少し疲れた顔で息を漏らした。

「昨日、わたしが各教科の担当教師全員に頭下げて、下げて下げて下げて下げて下げまくってお願いして、来週、あなたのために特別追試をしてもらえることになったわ」

　どうやら彼女は、その準備をしていたせいで疲れているらしい。

「それで、あなたが追試で合格点をとれば」

「騎士になれるんですね！」

「それはムリ」

「えー。なんでですか？」

「人の話を聞きなさい。追試に合格できたら、卒業試験を受けさせてもらえるってだけよ。騎士になるには、さらにその卒業試験に合格しないといけないわ」

　それでも、試験すら受けさせてもらえずに退学になるよりはマシだろう。シュンも、そう納なつ得とくすることにした。

「言っておくけど、これが最後のチャンスなんだから、追試までマジメに勉強するのよ」

「いや、ボクだって、テストでふざけてるわけじゃないんですよ？　だけど試験中、頭の中で変な声が聞こえて、なんだか意識が遠のいてしまって……」

「寝ね不ぶ足そくで意識を失うとか正直笑えないから、試験前日はムリせず早く寝ねるのよ」

「はい、わかってます。ありがとうございます、ミュスカ先生」

　返事だけはいいんだから、とミュスカは額に手を当ててぼやいた。

「わかったら、もう行っていいわよ」

「いいんですか？」

「ここで延々お説教してもいいけど、そんなことしてる時間があったら勉強して追試に備えなさい。これで追試でもさんざんな成績だったら、本気でゆるさないわよ」

「はい、ありがとうございます、先生」

　シュンは頭を下げ、指導室から出ようとした。と、そのシュンの背中にミュスカが声をかけた。

「あと言うまでもないことだけど、あなたの今の立場はかなり微び妙みようよ。勉強するのはもちろんだけど、なにか問題起こしたりしたら、追試を受ける前に退学よ」

「はい、わかってます」








第一章　騎き士しと王女と退学









　バーガントと呼ばれる大陸がある。

　洋々とした大海のただ中に存在する広大な大陸である。

　バーガント大陸の南なん端たんにはジュヴレーヌ王国という国がある。『騎士の王国』の異名をもち、その名の通り優ゆう秀しゆうな騎士が多数所属する国だ。

　ジュヴレーヌ王国が現在最も力を入れている政策の一つが、新たな騎士の育成である。

　騎士とは、常人とかけ離はなれた戦せん闘とう力を持つ人間のことであり、一言で言うなら超ちよう人じんだ。現在、大陸の戦争で主力となるのは騎士であり、国の戦力とは騎士の人数に直結している。

　ジュヴレーヌ王立騎士候補生学園──略して騎士学園。ジュヴレーヌ王国、王都東の森の中に存在する施し設せつで、名前の通り、未来の騎士を育てるための学校である。

　騎士はただの軍人ではなく、国政にも関かかわる存在である。この国で生まれた少年少女ならば誰だれもがあこがれる職業だ。だが、毎年何十万人もの入学希望者が殺さつ到とうしながら、最終的に騎士になることができるのはほんの一ひと握にぎりの生徒だけである。

　大陸歴七百九十五年、四の月──冬に降り積もった雪が姿を消し、枯かれた草木の間からあらたな緑の芽め吹ぶきが姿を見せる季節。事件は、そんな季節に起こるのであった。




　騎士学園本校舎内、生徒指導室──その名の通り、生徒の指導を行うための部屋。すなわち、問題児のシュンがよく呼び出される部屋である。今日もいきなり担任のミュスカに呼び出され、このままだと退学だと散々脅おどされた。

　ミュスカのおかげでなんとか追試も決まって、がんばります、とシュンは挨あい拶さつをして指導室から外へ出た。

　シュナブラン・ノーブ・ハーベスト──それがシュンのフルネームだ。ちょっと長いので、親しい人間からは縮めてシュンと呼ばれている。十五歳の騎士学園三回生である。服装は、学園の制服である藍あい色いろのスポーツジャケット姿。平均より少し小こ柄がらな体格である。体はそれなりに鍛きたえているが、細身に見えてしまう。

　父親ゆずりの黒くろ髪かみを適当に伸のばし、顔には柔にゆう和わな笑えみが浮うかんでいることが多い。活発な生徒が多い学園の中で、おだやかな物もの腰ごしが唯ゆい一いつの特とく徴ちようだ。性格はよく言えば前向き、身も蓋ふたもない言い方をすれば楽天的。それがシュンという少年だった。

　学園はジュヴレーヌ王国にとって重要な施設であり、生徒の中には貴族や王族の子し弟ていもいる。だから校舎も、シュンにとっては考えられないくらい豪ごう華かな造りとなっていた。

　今歩いている廊ろう下かも、そのまま徒競走でも行えそうなくらい大きいし、アーチ型の天てん井じようは高く、『魔導灯フアール』によって室内でも常に明るい。

『魔導灯フアール』は『魔導シヤルム』によって生み出された技術である。〈魔ス元ク素レ〉を動力として、光を発生させるシステムが『魔導灯フアール』である。

　これが百年以上昔なら、灯火は油をもやすランプが主流だった。『魔導灯フアール』は〈魔ス元ク素レ〉を持った『魔導師シヤルシエル』と呼ばれる一部の人間しか使えなかったのだ。

　だが現代では違ちがう。すでに〈魔ス元ク素レ〉は工場で人工的に大量精製される時代である。『魔導師シヤルシエル』の専売特許だったはずの『魔導シヤルム』は、今では一般人にもその恩恵が広く行きわたっている。そのためかつて『魔導シヤルム』と呼ばれた技術は現在では魔導工学と名を変え、『魔導師シヤルシエル』たちは魔導工学の技師として活かつ躍やくしている。

『魔導灯フアール』で照らされた廊下を歩いていくシュン。両側の壁かべは白い石でできており、顔が映りこむくらいピカピカに磨みがかれている。さらに壁かべ際ぎわには金ぴかの額がく縁ぶちに飾かざられた絵画だとか、剣けんを構えた鎧よろい甲かつ冑ちゆうだとか、そういった芸術品が惜おしげもなく並べられていた。

　シュンはふと、一枚の絵画の前で足を止めた。それは、シュンの身長の何倍もある大きな絵だ。絵の中では、巨きよ大だいな黒い人ひと影かげと、金色に輝かがやく騎士、対照的な二つの存在がはげしく争っていた。絵画のタイトルは『ゴドー・ルーの聖戦』である。




　数十年前、バーガント大陸で大きな戦争があった。

　バーガントの北方、海の彼方かなたには別の大陸が存在する。その名も闇あん黒こく大陸。そこは邪じや悪あくな力を持つ魔ま族ぞくと魔ま獣じゆうの生息する土地として、バーガント人は長年闇黒大陸との接せつ触しよくを避さけてきた。

　だがある日、闇黒大陸を支配する王、〈魔王コシユマル〉が、大量の魔族を率いてバーガントへと攻せめてきたのだ。たちまち人類と魔族の間で全面戦争が勃ぼつ発ぱつした。

　そして人類は魔族と、それを率いる〈魔王コシユマル〉の持つ圧あつ倒とう的な力によって苦境に立たされる。

　自ら前線に出て戦う〈魔王コシユマル〉に多くの騎士が勝負を挑いどんだが、その全すべてが返り討うちにされてしまったのだ。

　なぜなら、〈魔王コシユマル〉は《滅神咒具エスカトロイ》を持っていたからである。

《滅神咒具エスカトロイ》とは──かつてこの世を生み出したとされる神々を殺した伝説の武具である。バーガント大陸では存在するかも怪あやしい伝承として伝わっていたが、〈魔王コシユマル〉はその現物を持っていたのだった。

《滅神咒具エスカトロイ》の圧倒的な力によって人類は惨ざん敗ぱい。一時はバーガント大陸の半分以上を魔族に奪うばわれてしまうほどに追い詰つめられた。

　誰もが〈魔王コシユマル〉と《滅神咒具エスカトロイ》の力に絶望したその時、奇き跡せきは起こった。

　突とつ如じよ天空から黄金の鎧よろいに身を包む一人の騎士が現れたのである。そしてその黄金騎士もまた、一つの《滅神咒具エスカトロイ》を持っていたのだった。

〈魔王コシユマル〉は自分以外に《滅神咒具エスカトロイ》を持つものが現れたことに怒いかり、その《滅神咒具エスカトロイ》を奪うため、現れた黄金騎士に戦いを挑んだ。

〈魔王コシユマル〉と黄金騎士は互たがいに激しい戦いを繰くり広げ、そのすさまじい力のぶつかり合いから《滅神咒具エスカトロイ》と共にこの世から消しよう滅めつ、相打ちとなった。

　そして自分たちの支えであった〈魔王コシユマル〉を失ったことで残された魔族は総そう崩くずれとなり、その後の決戦によって、人類は魔族に勝利することができたのである。




　この戦争は現実に起こった戦いであり、現在では北方侵しん略りやく戦争と呼ばれ、人類にとって忌いまわしい記き憶おくとして歴史に刻まれているのだった。

　そしてシュンが見つめる絵画『ゴドー・ルーの聖戦』は、その北方侵略戦争の最も有名な一幕、すなわち、〈魔王コシユマル〉と〈天聖騎士エヴアンジル〉の対決を描えがいたものだった。

　突とつ然ぜん現れた黄金の騎士の正体は、今でもわかっていない。神の使いとも、救世主ともささやかれた黄金騎士は、やがて人類を救った伝説の勇者〈天聖騎士エヴアンジル〉と呼ばれるようになったのである。

　絵画に描かれた〈天聖騎士エヴアンジル〉は伝承の通り、黄金に輝く鎧に身を包み、顔を覆おおい隠かくす黄金の兜かぶとをかぶっていた。手には黄金の剣を持ち、黄金の翼つばさを広げて空を飛ぶ雄お々おしい姿が描かれている。

　その〈天聖騎士エヴアンジル〉に対たい峙じする黒い影かげこそ〈魔王コシユマル〉である。その姿はまさに異形。

　かろうじて人間らしき形をとどめているが、禍まが々まがしさと凶きよう悪あくさをあわせもつ異様な姿として絵画では描かれていた。影が固まったかのような漆しつ黒こくの姿は、悪あつ鬼きにも亡ぼう霊れいにも見える。その異様に長い両手は、途と中ちゆうで無数に枝分かれしており、枝分かれした手の先には無数の武器をにぎっていた。伝承で伝えられるとおり、〈魔王コシユマル〉が複数の《滅神咒具エスカトロイ》を蒐しゆう集しゆうし、使いこなしている姿を表しているのだろう。

　シュンはここを通る度たびに絵に目をとめ、そしていつも思うのだ。

「これを描いた人は、こんな姿のバケモノが実在したって、本気で思ってるのかな？」

　シュンが複雑な思いでそうつぶやいたとき。

「お、シュン、終わったか」

「ん？　あぁ、ブイ」

　そんなシュンに声をかけたのは、一人の男子生徒だった。シュンと同じ学園の制服を着た少年で、茶色がかった髪かみを逆立てており、シュンよりも少し活発そうな印象だった。

「なに、待っててくれたの？」

「まーな。で、ミュスカはなんて言ってたんだ？」

「うん、来週の追試に合格しなかったら退学だって」

「なんだ、そうか、退学か。ははははは……って笑ってる場合じゃねーじゃん！」

　と、ブイはノリツッコミをしてきたのでシュンは苦く笑しようを漏もらした。基本的に騒さわがしい人間なのだ、この少年は。

　少年の名はブイ・イ・バンゼ。シュンと同じ三回生。入学したときから同じクラスで、寮りようでもシュンと同室。学園の中でいちばん親しい友人といえる存在だった。

「おい、やべーぞ、シュン。お前さん、マジで退学なのか？」

「追試で赤点だったらそうなるね」

「なにノンビリしてんだよ！　すぐに勉強しろ！　オレにできることなら何でも手伝うからな、追試なんて絶対合格しろよ。お前さんを退学になんて、ぜってーさせねーからな」

「ブイ……」

　シュンは友人の心こころ遣づかいに、思わず感かん嘆たんの声を漏らした。

「学年最下位のお前さんが退学してみろ、ブービーのオレが最下位になっちまうじゃねーか！　オレはそんなのイヤだぜ！」

　……すごく身勝手な理由だった。感動して損した。

「ま、勉強はするけどさ、結局はなるようにしかならないよ」

「おい、あきらめるのか？」

「あきらめはしないよ。絶対騎き士しになるって、家族と約束しちゃったし」

「だよなぁ……オレの田舎いなかでもさ、学園に入学できたってだけでお祭まつり騒ぎだったぜ。みんな好き勝手期待してくれてよぉ」

　お互いたいへんだね、とシュンは気楽につぶやく。と、そこでブイが窓の外をのぞき込み、指をさした。

「お、見ろよ、シュン。王女様が、外にいるぜ」

　窓の下には、梨ポワールの並木道を歩く少女がいた。

　美しい少女だった。スラリと長い脚あしを動かし、決して急ぐことなく歩いている。ただ歩くというだけの行こう為いなのに、その優美な動きには気品さえ感じられた。あざやかな金きん髪ぱつに、すけるように白い肌はだ。すれ違えば誰もが振ふり向く美び貌ぼう。クラスメートの少女を背後に従えて歩く姿からは、威い厳げんまで感じられる。華はなやかな色合いの女子用制服を着ており、他の生徒に囲まれながらもひときわめだつ風ふう貌ぼうだった。

　シュンは彼女を知っていた。学園内でもかなりの有名人だ。

　リュリシア・ルショット・シャンベル──それが彼女の名だ。彼女は明らかに輝いていた。人目を引きつける強きよう烈れつなオーラを、彼女は自然と放っているのだ。

　それもそのはず。彼女はこのジュヴレーヌ王国現国王、シャルム四世の実の娘むすめ、すなわち王女なのだ。彼女は騎士学園三回生首席の座につく優等生である。つまり、シュンたちとは同学年で、おまけに同クラスであった。

　ただ、残念ながらシュンは彼女とほとんど話したことがなかった。同じクラスになったのは今年からだが、次期国王確実ともいわれる王女と、退学寸前の劣れつ等とう生では接点などあるはずがない。シュンなどは話しかけるどころか近づくこともおそれおおいほどだ。

「あいかわらずハデで目立つな、王女様は」

　と、ブイも感想を述べる。リュリシアはクラスメートではあるが、シュンにとっては眩まぶしすぎる存在だ。身分は最高で成績も容姿もめぐまれた王女、ここまでくるとうらやましいとかどうこうを通り越こして、ため息しか出なくなってしまう。

「くっそー、王女様と同じクラスになれたんだしよ、ここで仲良くなっておけばお情けでオレも騎士になれるかと思ったのになー」

　下心満まん載さいでブイがつぶやく。そんなことを考えていたのか、この友人は。

「仲良くなれなかったの？」

「会話すらできねーよ。王女様の横にはいっつも怖こわい顔した護衛がいるし」

　と、ブイが指さすのは、リュリシアの背後について歩く長身の少女だった。いつもリュリシアに従う、長い髪を頭頂部で束ねた髪かみ型がたの少女。彼女もまたシュンたちのクラスメートであり、名は確かアンジュ・ペティ。リュリシアの護衛兼従者らしく、腰こしには常に鞘さやにおさめた剣をさしている。本来、騎士見習いである学生は普ふ段だん剣けんを持ち歩くことはできないのだが、彼女は特別に許可をもらっているらしい。

「ま、オレは王女様よりも、ソフィー先生みたいな感じのほうが好みだけどさ」

　コツコツ、と音が響ひびいた。それはシュンたちの正面から近づいてくる人物の靴くつ音おとだった。そしてシュンはその人物が誰だれかに気づいた瞬しゆん間かん、息を吞のんだ。

　美しい少女だった。スラリとした肢し体たいを、ピッチリとした騎士の制服でおおっているせいで、その女性的な体のラインがはっきりと浮うき出ている。つややかな黒くろ髪かみを背中になびかせながら歩いており、深い色をたたえた切れ長の瞳ひとみ、整った鼻び梁りよう、鋭えい角かく的なあごのライン、そのどれもが、見るものにため息をつかせるほどに美しかった。

　先ほど見た王女、リュリシアも確かに美しい少女だった。だが、目の前の少女はリュリシアとは違ちがった美しさをもっていた。たとえるなら、リュリシアが華やかに輝く太陽ならば、夜よ闇やみに幻げん想そう的に浮き上がる月のような美しさをたたえる少女である。

　シュンとブイはあわてて壁かべ際ぎわに移動し、少女のために道をゆずった。少女が着る深しん紅くの制服には金糸の豪ごう華かな刺し繡しゆうがなされており、色いろ鮮あざやかで目立っていた。その制服は正規の騎士の制服、それも上級騎士のみが着ることをゆるされたエリートの証あかしだ。

　少女の名はソフィー・ア・ブラン・シルバー。彼女もまたシュンたちの同期である。正確に言えば、同期だった少女だ。上級騎士の制服を着ていることからもわかるとおり、彼女はすでに学園の生徒ではない。

　ソフィーは、端たん的てきにいうならば天才だ。シュンたちと同時に入学しながら、学園のあらゆる科目で歴代トップの成績をたたき出し、入学後わずか十一ヶ月で飛び級で卒業してしまったのである。今でこそ三回生のトップはリュリシアだが、ソフィーが在学中は彼女こそが首席だったのだ。

　すでに上級騎士として一線で活かつ躍やくしているソフィーがなぜ古巣の学園にいるのか、それはシュンにもわからなかった。だが今は道をゆずり、敬礼をしてソフィーを見送ることしかシュンにはできなかった。

　道をゆずられたソフィーは、その整った顎あごをわずかに動かしてシュンたちに会え釈しやくをし、コツコツと靴音と共に廊ろう下かを歩いていく……かに思えた。が、なぜかシュンたちの目の前でソフィーの歩みが止まった。

「あなたは、確か、ハーベストさんでしたね」

　静かな、そよ風のようなさわやかさを感じさせる声が響いた。シュンは、目の前のソフィーに声をかけられたと気づくのに一いつ拍ぱくおくれた。

「はい、そうですけど……」

　リュリシアと同様、ソフィーともシュンは学園で会話したことはない。そう、学園では。シュンは、少し言葉を選びながら会話を続けた。

「なんで、ボクの名前を？」

「私も二年前まで学園に在ざい籍せきしていた身です。同級生の顔と名前くらい、今でもおぼえていますよ。あなたは、バンゼさんでしたね」

　と、ブイの名も告げるソフィー。才女は記憶力も優すぐれていた。

「えっと、ソフィー先生。ボクになにか用ですか？」

　シュンが尋たずねる。ちなみに学園の生徒が正規の騎士を呼ぶときは、先生、と言うのが慣例である。

「用と言いますか、先ほどミュスカ卿きようと会ったときに話題になったのですが、なんでもあなた、今度追試を受けるとか」

　ソフィーが告げる。シュンでもさっき知ったばかりの事実をなぜ彼女はもう知っているのだろうか。

「はい、来週追試を……」

「そうですか。学園の勉強はなかなかたいへんでしょうが、がんばってください。私はあなたがたが早く騎士になって、一いつ緒しよに仕事できる日が来るのを楽しみにしていますよ」

　それでは、とソフィーは告げ、コツコツと靴音を響かせながら立ち去っていった。シュンとブイはそんなソフィーの背中を見送った後、互たがいの顔を見合わせた。

「スッゲー、オレ、ソフィー先生と初めてマトモに会話したぜ」

　いや、ブイはあこがれのソフィーに声をかけられたことに舞まい上がって口をパクパクしているだけで、会話していなかった気がするが……

「しかも聞いたか？　あのソフィー先生がオレに言ったぜ、『あなたと一緒に仕事をしたい』って！　これはもう、オレに対する告白も同然だよな？」

　どうやらこの友人は、自分に都合よく事実を曲解しているようだった。

「ブイと仕事をしたいんじゃなくて、できたらいいね、って意味だったと思うけど？」

「バーカ、お前さん、なにもわかってないな。あっちからわざわざオレたちに声をかけてきたんだぜ？　これはつまり、オレにたいして興味があるってことだよ。つまり、ソフィー先生はオレに好意がある、ってことだ！」

　……正直ツッコミどころは多かったが、シュンはあえてスルーすることにした。訂てい正せいする方がたいへんそうだったからだ。

「クッソ、それにしてもお前さんばっか会話しやがって、こいつ、うらやましいぜ」

　と、ブイがシュンのクビに手を回すとぐいぐいと締しめ上げてきた。強い力で引っ張られて、シュンはバランスを崩くずしそうになる。ブイはなかなか力が強い。というか、見習いとはいえ、騎士の素養を持つ学園の生徒には全員、常人離ばなれした腕わん力りよくがあるのだ。

「ちょっ、痛いって、ブイ！」

「うっせ、自分ばっかいい思いをした罰ばつだ！」

　勝手なことを言うブイが、腕うでに力を込こめてくる。苦しい。シュンも当然抵てい抗こうする。二人はじゃれあいながらフラフラと廊下を歩いた。

　と、お互い変に力を入れあったせいで、二人はバランスを崩した。それぞれ床ゆかの上に崩れていく。

　不幸はそこで起こった。

　ブイは床の上にそのまま倒たおれ込んだのだが、シュンの倒れた方向が階段だったのである。じゃれあっているうちに二人はいつの間にか階段の昇しよう降こう口に移動していたのだった。

　まずい、とシュンは思ったがもう遅おそい。バランスを崩したシュンは、下の階へとのびる長い階段の上に倒れ込み、当然勢いは止まることなく転がり落ちていく。

　ゴロゴロゴロ、ドッ「きゃっ」バタッ、ふにょん

　なにかとぶつかる衝しよう撃げきとともに、落下の勢いが止まった。よかった。幸いケガはない。最後、なにかやわらかいものにぶつかったおかげで助かったようだ。よかったよかった……けど、なんだろう、これ、思わず抱だきついてしまったけど、妙みようにやわらかくて、温かいものが目の前に……

　ふにょふにょ

「ななななななななななななななな、なにごとですの、これはいったい！」

　耳元で、金切り声が響いた。え、とシュンが思わず顔を上げると、すぐ目の前に美しい少女の顔が見えた。

　輝かがやくような金髪と碧へき眼がんに、透すけるような白はく皙せき。ややつり上がり気味の目がシュンを至近距きよ離りからにらみつけると同時に、シュンの鼻び孔こうを花のように甘い香かおりがくすぐっていく。

「あなたはなんなんですの、いきなり！」

「え？　あ、あっと……リュリシア、さん？」

　シュンが階段から転げ落ちてぶつかった相手、それはあろうことか、この国の王女、リュリシアだった。

　そしてシュンは、自分が床の上に倒れたリュリシアの上に覆おおい被かぶさるように倒れ込んでいるという状じよう況きように遅まきながら気づいた。さっきからさわっている妙にやわらかくて気持ちいいものは、つまりリュリシアの胸部の豊かに盛り上がった部分で……

「あ、ゴ、ゴメンね、リュリシアさん、これは事故というか、その……」

「当たり前ですわ！　こんなこと、わざとやられてたまるものですか！」

　シュンの下で、リュリシアが真っ赤な顔になっている。赤い顔もちょっとかわいいな、と思ってそれを口にしようとしたら、その前に鋭するどい声と殺気がシュンを襲おそった。

「この狼ろう藉ぜき者ものがっ！」

　シュンはイヤな予感を感じて、咄とつ嗟さに後ろにのけぞった。偶ぐう然ぜんだが、それが正解だった。なぜなら、シュンの鼻先を銀色の閃せん光こうがかすめたからだ。

「いい加減にリリィ様から離はなれなさい！」

　そう告げるのは、背の高い女子生徒、王女の従者であるアンジュだった。普ふ段だん教室で見かけるときは物静かであまり感情を見せないのだが、今は髪かみの毛けを逆立てんばかりの怒いかりに燃えており、片手に抜ぬき身の剣けんをかまえていた。今の光は、この剣がかすめた光だ。

「ちょっ、アンジュさん、それ真しん剣けんじゃん！」

「当たり前です。そこになおりなさい、不心得者！　リリィ様への乱暴狼藉、あなたの命をもって償つぐないなさい」

　と、アンジュが両手で剣を構える。マズイ、目が完全にマジだ。この子本気でボクを殺す気？　シュンはあわてて立ち上がり、両手を振ふった。

「ち、ちがうんだよ、今のは事故で、悪気があったワケじゃ……」

「問答無用っ！」

　短く吐はき捨て、シュンめがけてアンジュが剣を振るう。ダメだ、話が通じない！　シュンは咄嗟に床を転がって、アンジュの攻こう撃げきをかわした。

「ちょっ、あぶなっ！」

「逃にげるとは卑ひ怯きような！」

「逃げなきゃ死ぬって！」

　シュンも必死だった。どう考えてもアンジュはシュンを殺す気だ。殺気がはんぱない。

「えぇい、いいかげん、覚かく悟ごを決めなさい！　女め々めしいですよ！」

「そんな無茶な！」
















　逃げながら、ついにシュンの足がもつれてその場にくずおれた。チャンス、と大きく剣を振りかぶるアンジュ。まずい、このままでは確実に殺される！

　シュンが咄嗟に手を伸のばすと、台の上に設置された大きな壺つぼに手が触ふれた。なめらかな表面に精せい緻ちな絵が描かいてある壺だった。このさいなんでもいい。シュンはその壺を引き寄せると、アンジュの剣を受け止める盾たてのように、壺をかかげ持った。

「なっ」

　と、アンジュは、驚おどろいたような顔で剣を振るう手を急停止させた。

「正気ですか、あなたは！」

　アンジュが叫さけぶ。やけにあわてた様子だ。なにかあったのかな、とシュンは壺をかかげたまま首をひねった。

「なにをやっていますの！」

　リュリシアの声。こちらも半ば悲鳴のような声だった。

「あなたの持つその壺！　隣りん国ごくの皇こう帝てい陛下から友好の証あかしとして、学園に寄き贈ぞうされた大切な壺ですわよ！　その壺に傷でもつけてみなさい、あなたのクビが刎はね飛びますわよ！」

　そんなに貴重な壺だったのか！　そう言えば、生徒が触れないように壺の乗った台の周囲には、立ち入り禁止の柵さくのようなものが設置されていた。アンジュから逃げるのに必死で、シュンはその柵を越こえていたのだった。

「あ、あはははは、いや、そのね、別にボクはこれを傷つけるつもりは……」

「いいから早く元の位置に戻もどしなさい！　落とさないうちに！」

　もっともだ。シュンはあわてて元に戻そうと台のほうに向き直った──が。

「なにごとだ、先ほどから騒そう々ぞうしい！　いつから学園の廊ろう下かは遊技場になったのだ！」

　野太い声が響ひびく。そして現れた顔を見た瞬しゆん間かん、シュンはおもわず手の中の壺を取り落としそうになった──さいわい、本当に落としたりはしなかったが。

　現れたのは男性である。煌きらびやかな上級騎き士しの制服に豪ごう華かな鞘さや作りの剣を腰こしにさし、灰色の目と明るい茶ちや髪ぱつを持つ男性だ。かなり高こう齢れいの男性だが、大おお柄がらで肩かた幅はばが広く鍛きたえ上げられた肉体は、年ねん齢れいを感じさせないほど若々しかった。

　シュンはその騎士を知っていた。名はペルデ・ダン・サンブリ。王国中の騎士の中でも最精せい鋭えいだけが集められるという王国第一騎士団〈終末騎士団デルニエ〉の団長。すなわち、ジュヴレーヌ王国の最強騎士にして、最高の地位に君臨する騎士である。

　騎士のトップであるペルデは、当然だが、シュンにとっては雲の上の存在だ。その偉えらい騎士が、今は不ふ愉ゆ快かいさと怒りを隠かくそうともせずシュンをにらみつけていた。

「貴様、そこでなにをしている！　その壺は、貴様ごときが触れていいものではないぞ！」

　雷らい鳴めいのような怒ど鳴なり声ごえが響く。スゴイ迫はく力りよくだ。まるで野や獣じゆうの咆ほう哮こうである。その声の衝撃だけで、壺が割れてしまいそうだった。

　ソフィーといいペルデといい、なぜ今日に限って上級騎士が学園をうろうろしているのか、理由はわからないが、シュンとしてはとにかく頭を下げるしかなかった。

「す、すいません。これはですね、その、緊きん急きゆう事態だったと言いますか……」

「ふざけるな！　その壺は隣国との友好の証だぞ！　貴様の命よりも価値がある壺に、貴様ごときが気やすく触れていいと思っているのか！」

　シュンは、先ほど会ったミュスカの言葉を思い出した。

　──あなたの今の立場はかなり微び妙みようよ。勉強するのはもちろんだけど、なにか問題起こしたりしたら、追試を受ける前に退学よ──

　この国で一番偉い騎士の目の前でこんな姿を目もく撃げきされたら……ダメだ、どう考えても終わった。退学確定だ。

「貴様、三回生だな。クラスと名前を言え！」

　ペルデが怒鳴る。さすがのシュンも、これまでか、と半分諦あきらめた。が。

「少しよろしくて、ペルデ卿きよう」

　と、リュリシアが口を開いた。

　そこで気づいたが、シュンに向かって剣を構えていたはずのアンジュは、いつのまにか剣を鞘に戻し、すまし顔でリュリシアの背後にいた。ずるい、自分だけ逃げた！

「む、リュリシア王女殿でん下かですか。どうなさいましたか？」

　ペルデが、少しだけ当とう惑わくしたように振り返った。最高位の騎士といえど、王女の言葉は無視できないようだ。

「そう怒鳴り声を上げないで欲しいものですわ。優美さに欠けますわよ」

「これは失礼を、殿下。ですが、この男の行こう為いがあまりに目に余るものでしたので、思わず声を荒あららげてしまったのです」

　キッと、シュンを鋭くにらむペルデ。だがリュリシアはそんなペルデの前で、平然と驚くべき言葉をのたまった。

「あなたはなにか勘かん違ちがいをなさっているようですわね。そちらのわたくしのクラスメートは、なにも間違ったことはしていませんわ」

「どういうことでしょう？」

「わたくしは見ていましたわ。彼の持っているあの壺。台の上が不安定だったか、振しん動どうで台から転げ落ちましたの。そこへ偶然彼が通りかかって、転げ落ちた壺が床ゆかに叩たたきつけられる前に受け止めたのですわ。ねぇ、アンジュ？」

「はい、リリィ様のおっしゃるとおりです」

　平然とそう告げるリュリシアに、静かに首しゆ肯こうするアンジュ。シュンは、驚くしかなかった。言うまでもないが、リュリシアの言葉は完全なウソだ。だがなぜこんなウソを？

「そ、そうだったのですか？」

「えぇ、わたくし、確かに見ましたもの。間違いありませんわ……それとも、わたくしがウソをついているとでも？」

「いえ、そんなことは……」

　ペルデも王女の言葉に萎い縮しゆくするように声を小さくする……なぜリュリシアがかばってくれたのかはわからないが、これは助かりそうな空気だな、とシュンは思った。

「そういうことですので、彼の行動は誉ほめられこそすれ、責めるべきではありませんわ」

「それは確かにそうですが……貴様はいつまでその壺をかかえているっ！」

　再度、ペルデがシュンにむかって声を荒らげる。そうだった。ペルデの出現で動転して、シュンは未いまだに両手で壺をかかえたままだったのだ。

「あ、すいません。すぐに戻します！」

　シュンは愛あい想そ笑いを浮うかべながらペルデに頭を下げる。チラリ、とリュリシアに視線を向けると『感謝なさい、この愚民が』と言わんばかりの偉そうな顔でシュンを見ていた。いや、王女様がシュンをどう思っているのかは知らないので、シュンの勝手なイメージで内心の声を想像しただけだけど。

　と、余計なことを考えていたのが悪かったか──ツルッ、と手が滑すべった。

　グラリ、壺が傾かたむき、台から転がって一直線に床に落下していく。

「なっ！」「まぁ」「くっ」「ぐっ」

　四人の悲鳴がかさなる。マズイ、さすがにマズすぎる。奇き跡せきはもう二度と起きない。ここで万が一にでも壺が割れたりしたら、今度こそシュンは絶体絶命だ。

　反射的にシュンは、床に叩きつけられる直前の壺につま先を引っかけ、そのまま蹴けり上げた。無論蹴る力は加減して、壺が割れない程度の力に調整して頭上に蹴り上げたのだ。

「きききき、貴様、足あし蹴げにするとはなにごとだっ！」

　ペルデが今にも卒そつ倒とうしそうなくらい真っ赤な顔でどなる。だが、説教を聞くのは後だ。頭上に蹴り上げた壺はゆっくり回転しながら、再度落下しようとしている。

　シュンは目の前の台に足をかけ、そのまま跳ちよう躍やく。空中に身を躍おどらせながら手を伸ばし、落下する壺を両手でしっかりとキャッチした。

　よし、成功だ。もう二度と失敗はしない。なにがあってもこの壺から手は離はなさない。この身を盾にしてでも、壺は必ず守ってみせる！

　ひゅぅぅぅぅぅ、「なっ、きさ……」ガチャァァァァァァンッ

　場に、沈ちん黙もくが下りた。シュンは今、目の前で起きた光景が信じられなかった。

　シュンは、確かに空中で壺をキャッチした。もう落とさないよう、しっかり両手に力を入れて持っていた。

　問題だったのは、上空に蹴り飛ばされた壺をキャッチしようと、シュンの真下にペルデが移動してきたということだ。壺と一いつ緒しよに落下するシュンの真下にペルデ。当然、空中では自由に方向転てん換かんなどできず、シュンはペルデの上に落ちた。

　さらに問題だったのは、シュンがしっかりとかかえていた壺が、ペルデの頭にみごと直ちよく撃げきしたことだ。あたかもシュンが空中から、ペルデの脳天めがけて壺をダンクショットした形となってしまったのである。

　ペルデの目の前に着地したシュンは、おそるおそる頭上を見上げた。ペルデは、微び動どうだにしないままシュンの目の前にそびえている。もしかしたら失神したかな、と期待したが甘かった。ペルデはしっかりと目を開けて、シュンを見み据すえていた。パラパラ、ペルデの頭や肩かたから、粉々になった壺の破片が周囲へとこぼれ落ちていく。

「……で、貴様、なにか、言いたいことはあるか？」

　ペルデの声は、今までの怒ど声せいとはうって変わって驚くほど平へい坦たんだった。それが余計恐おそろしい。シュンは、ははは、と愛想笑いを浮かべながら答えた。

「えっとですね、その……もし、ペルデ先生の頭がもっと柔やわらかかったら、壺は割れずにすんだんじゃないかなぁ、なんて思うんですけど……」

「ほぅ、そんなにわたしの頭は固いのかね？」

「はい、壺が頭に直撃しても平然としているなんて、よほど頑がん丈じような頭なんだと思います」

「ふっ……くくくくく、はははははははははははは」

　シュンの言葉を聞き、突とつ然ぜんペルデはこらえきれないように笑い声をもらした。

「聞きましたか、リュリシア殿下？　この男、こう見えてなかなかユーモアがあるようですな。この状じよう況きようで平然とこんなセリフを口にするとは、たいした胆たん力りよくです」

「……そのようですわね」

　リュリシアは『このおバカさん』と言いたげな顔で頭を抱かかえている。ペルデはなにがそんなにおかしいのか、はははと声をたてて笑っている。シュンもつられて愛想笑いを浮かべようとした、が。

「ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは──こぉの、大バカものがぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっっ！　貴様クビだっ！　断頭台ギロチンに送られたくなければ明日あしたまでに退学届けを提出しろっっっ!!」

　……ですよねぇ。







　──翌日。

「……で、ハーベスト君。なにか言いたいことはある？」

「ミュスカ先生、苦しそうですけど体調は大だい丈じよう夫ぶですか？」

「昨日あれだけ念を押したのに、あなたが問題起こすから胃い炎えんが悪化したのよっ！」

　青ざめた顔でシュンを怒鳴った後、ミュスカは胸を押さえながら、胃薬を口にした。気のせいか、たった一日しかたっていないはずなのに妙みようにやつれた顔をしている。

「えっと、先生。その……ボクは結局どうなるんでしょうか？」

「退学よ」

「やっぱり？」

「それがイヤなら、断頭台ギロチンで物理的にクビになるしか道はないわ」

　ミュスカが手刀で自分の首を斬きるジェスチャーをした。

「こんなこと言いたくないけど、わたしが昨日から何人の人間に頭を下げたかわかってる？　学園中の教師に頭を下げて、学生時代の同期にも手を回して、学園長には土下座してすがりついて最後は泣き落としまでして、なんとかペルデ卿に取り次いでもらおうとしたけど、謝るどころか会うことさえできなかったわ……もうダメよ、おしまい、今度ばかりはわたしでも絶対かばえない」

「ですよねぇ……」

「これは、わたしも責任とって辞表書かなきゃいけない流れだわ……」

　ミュスカは頭を抱える。責任をとるとはいえ、そこまでしないといけないのかと、シュンは驚おどろいた。

「あなたじゃまだピンと来ないかもしれないけどね、ペルデ卿は、わたしなんかとは比べものにならないくらい大物の騎き士しなのよ」

「式典で国王陛下の隣となりにいるのはよく見ますけど……」

「北方侵しん略りやく戦争をくぐりぬけ、『統一騎士剣定ルリジオン』でも三連れん覇ぱをなしとげた生きる伝説で、王国最強の騎士よ。こと、王国内の騎士に関係する分野では、国王陛下以上の権力を持っているとも言われているわ」

　改めてペルデがとんでもない人物なのだとシュンは知った。自分はそんな人間の脳天に壺を叩きつけたワケか……命が助かるだけ感謝しないといけないのかもしれない。

「あぁ、もぅ、ほんとどーするのよ。このまま騎士をクビになったら恩給だってもらえないし、田舎いなかの両親になんて報告すればいいのよ……」

「その……先生、ごめんなさい。ボクがやったことなのに、先生までまき込んで……」

「責任とって、わたしを嫁よめにもらってくれる？」

「は？」

　ミュスカがとんでもないことを言い出した。

「騎士になれたのにクビになった上ノコノコ田舎に帰るなんて、カッコ悪すぎるわ。せめて王都で結けつ婚こん相手くらいつかまえて戻もどらないと、わたしの立場がないの。このさいゼイタクは言わないから、あなたでいいわ」

「えっと……すいません。それ以外のことならなんでもやりますんで、カンベンしてもらえませんか？」

「……冗じよう談だんで聞いただけなのに、ガチで断られるとか普ふ通つうに傷つくわ……」

　冗談だったのか？　その割に妙に実感がこもっていた気が……

「ともかく、残念だけどあなたとはお別れね。今日中に荷物をまとめて出て行きなさい……わたしも、数日中に同じことになるだろうけど」

「すいませんでした、ミュスカ先生」

　もういいから行きなさい、と言うミュスカは、青ざめた顔で胃薬をまた飲んでいた。シュンは頭を下げて、指導室から外に出た。

「おい、シュン、どうなったんだよ！」

　と、外で待っていたらしいブイがあわてた様子で駆かけ寄ってくる。シュンは、友人に向かって肩をすくめて見せた。

「退学だって。今度こそ確定みたい」

「マジかよ、おい？」

　ブイが青ざめた顔でシュンの肩をつかんだ。

「すまねぇ、シュン。オレのせいで……」

「え？　別にブイが悪いワケじゃないでしょ？」

「オレがお前さんを階段から落としたりしなければ、こんなことにならなかっただろ？」

「別に気にしてないよ。ペルデ先生を怒おこらせたのはボク一人の責任だしね」

　騎士になれないまま学園を去ることは残念だが、いまさらどうしようもない。

「すまねぇ、シュン……オレにできることなら何でもするから、いつでも連れん絡らくしてくれよ」

　意外なことに、ブイは涙なみだぐんでシュンを見つめていた。普ふ段だんはお調子者な友人ではあるが、今回はさすがに責任を感じているらしい。

「オレの実家は農家だから、食い物だけはいくらでもあるんだ。もし行くアテがないならうちの田舎に来い。食うには困らせねーからよ」

「はは、大丈夫だよ、アテがないワケじゃないし」

「遠えん慮りよすんなよ、うちは兄弟多いし、お前さん一人増えたってたいしてかわらねーよ」

「だったらなおさらだよ」

　ちょっとだけ、悲しそうにシュンの口元が歪ゆがんだ。

「兄弟が多くても、家族の中に異物が少しでも混ざるといろいろ困るものだよ」

「なんだよ、やけに実感こもってるな？」

「まぁね。昔、いろいろあってね……」

「お前さんも、いろいろあったんだな」

「でも、気持ちは嬉うれしいよ、ありがとう、ブイ」

　それでも別れを惜おしむブイと握あく手しゆをした後、シュンは校舎を後にした。

　寮りようへ続く並木道を歩きながら、シュンは考える。

　シュンは確かに落ちこぼれの劣れつ等とう生で、このままだと騎士になることが難しいとは自覚もしていた。だが、こんな形で騎士になる夢を絶たれるとは残念だった。

「家族みんなになんて言い訳しよう……」

　そもそも騎士学園に入学した理由だって、全ぜん寮りよう制せいの学園なら家族の世話になることなく生活できるからだし、卒業して騎士になれば家族の役にたてるとも思ったからこそだ。なのに退学になってしまうとは、正直合わせる顔が……

「まさか昨日の今日でこんなことになるとは思いませんでしたよ」

「え？」

　急に声が聞こえたので、思わず振ふりかえると木の陰かげにたたずむ人ひと影かげがあった。

「いったいどこをどうすれば、たった一日でここまで状況を悪化させることができるのか聞きたいくらいですね」

「ソフィー……先生」

　そこにいたのはソフィーである。彼女は腕うでを組みつつ木の陰から姿を現した。

「なんで、こんなところに？」

「昨日の事件のことを聞いて、大急ぎで駆けつけたのです」

　シュンに語りかけるソフィーは、昨日会ったときよりも親しげな様子だった。そして彼女の場合、そういった態度のほうがより自然に感じられた。なぜならば、そちらのほうが素すの彼女に近いからだと、シュンは知っていた。

　シュンとソフィーは昨日まで、学園内で会話をしたことはなかった。そう、学園内では。シュンとソフィーは、実はとある理由から、お互たがい顔見知りの関係である。だがそれは秘密なので、以前から学園ではお互い無関係な他人のフリをしてきたのである。

「まったく、ただの学生が団長を怒らせるなんて、その場で打ち首になってもおかしくない暴挙ですよ」

「らしいね」

　ソフィーが団長と呼ぶのは、無論ペルデである。ペルデが団長を務めるエリート騎士団〈終末騎士団デルニエ〉にソフィーも所属しているのだ。

「しかたがありませんね、なんとかしましょう」

「え、できるの？」

「えぇ、いちおう考えが……」

「あら、そんなところにいましたの、シュナブランさん」

「！」

　シュンは驚きと共に背後を振り返った。ソフィーと親しげにしているところを見られただろうか？　だとしたら、いろいろとまずい。

　振り返ると、ボリュームのある金きん髪ぱつをなびかせながら歩くリュリシアの姿が見えた。背後には無論、アンジュが無言で付き従っている。

　なんで王女様が？──シュンのそんな疑問を無視してリュリシアが近づいてくる。

「教室にいないものですから探し……あら、ソフィー卿きようではありませんこと」

「えぇ、お久しぶりです、リュリシア殿でん下か」

　と、ソフィーがいることに今気づいたらしいリュリシアが会え釈しやくをする。ソフィーは何事もなかったように丁てい寧ねいに頭を下げてアイサツをする。

「どうしてソフィー卿がこんなところにいらっしゃいますのかしら？」

「今日はここで仕事がありまして……私がここにいるのはそんなに不自然でしょうか？」

「卒業して何年も経ったかたがいらっしゃるのは不自然だと思いますわ」

「これでも年ねん齢れい的には殿下と変わらないのですが」

「えぇ、そうでしたわね。ついつい忘れてしまいますわ、ソフィー卿が老ふけて……ではなく、大人びていらっしゃいますので」

「殿下は私と違ちがってタイヘン幼い……ではなく、お若くていらっしゃるようですね」

　ニコニコギスギス……あれ、なんなんだろう、これ？　二人とも表面上はにこやかにアイサツしているだけなのに、なんでこんな、急激に空気が重くなっているんだろう……シュンは戸と惑まどったが、二人の少女は気にせず会話を続けていた。

「〈終末騎士団デルニエ〉に入団してお忙いそがしい日々を過ごしているそうですわね、ソフィー卿。こんな、なにもない学園の敷しき地ち内を散歩なさっているなんて、本当にお忙しそうですわ」

「えぇ、人手不足なものでなかなかに忙しい日々です。お暇ひまそうにしている王女殿下が早く騎士になってくれれば、少しは助かるのですが」

「ほほほほほ」

「ふふふふふ」

　二人の会話がどんどんギスギスして、空気がどんよりしてきた。シュンは知らなかったが、この二人こんなに仲が悪かったのか。

「あの……えっと、リュリシアさん、ボクになにか用かな？」

　シュンは場の空気を変えようと、おずおずとたずねた。なにやら彼女はシュンを探していたようなのだが……

「ふん、別に、たいした用ではありませんわ」

　腰こしに手を当てるリュリシア。そういえば、とシュンは思い出した。昨日、彼女はシュンのことをかばってくれたのだった。結果的には意味がなくなってしまったが。

「そうそう、リュリシアさん、昨日はありがとね、かばってくれて」

「……たいしたことではありませんわ、あれくらい」

　さりげなく髪かみをさわりながら、リュリシアが告げる。気き恥はずかしいのか、彼女はシュンから少しだけ視線を外していた。

「それよりも、聞きましたわよ。あなたが退学になるというウワサ」

「うん、まぁね」

　ははは、とシュンはうなずく。もう同級生にウワサは伝わっているようだ。

「なにを笑っていますの！　まさか大人しく学園を去るつもりですの？」

「いやぁ、そりゃ、去りたくはないけど、でもどうしようもないじゃない？」

「……あなたには、まだ学園を去ってもらうわけにはいきませんのよ。まだ、勝負だってついていませんし……」

「え？　勝負って、なんの？」

「おぼえて、いませんの？」

「なんのこと？」

　シュンの答えを聞いたリュリシアは、驚きよう愕がくと絶望、それに落らく胆たんの入り交じった、なんとも複雑な表情でまじまじとシュンの顔を見つめた。だが、なんでそんな顔をするのか、シュンには理由がわからなかった。

「えっと、リュリシアさん、どうかした？」

「……ふんっ、どうもしませんわ。えぇ、ただのクラスメート一人がいなくなることなんて、わたくしには、まっっっったく関係のないことですわ」

　なんだか、明らかに不ふ機き嫌げんになった。半分怒っているようで、胸の下で腕を組んでふん、と横を向いた。よくわからないけど、シュンが怒らせたのだろうか？

「おや、聞き捨てならない話ですね。ハーベストさん、退学になるのですか？」

　ソフィーは知っているはずなのに、さも今初めて聞いた、という顔で会話に割り込んできた。少し驚おどろいた表情がすごく自然で、演技だと知っているシュンでもだまされそうなくらいだった。芸達者すぎる。

「どういった理由かは知りませんが、ずいぶん急な話ですね」

「あなたには関係のないはずのことですわ、卒業生のソフィー卿」

「いえいえ、卒業したとはいえ、同級生だった人が退学になるとは見過ごせません……そうですね、私のほうから少し手を回して差しあげましょう」

「そんなことできるんですか？」

「えぇ、これでもそれなりに顔は広いので」

「ソフィー卿ほどのおかたが学園内のできごとに介かい入にゆうなさるとは、あまりほめられたことではありませんわね」

　と、リュリシアがくってかかる。おや、とソフィーがリュリシアを見た。

「ですがリュリシア殿下も、なにやら彼の力になるつもりだったのでは？」
















「そ、そんなはずあるわけがありませんわ。どうしてわたくしがそんなことを!?」

　キッと、なぜかリュリシアがシュンを睨にらんできた。

「け、けど、わたくしだって、そこまで狭きよう量りようではありませんもの。シュナブランさんに泣いて頼たのまれたら、イヤとは言いませんわ」

　唐とう突とつなその言葉に、シュンは戸惑った。

「別にそんな、リュリシアさんにムリをさせるなんて……」

「なんですか。まさかあなた、リリィ様の厚意をいらないなどと、そんな命知らずなことを言うつもりですか」

　いつのまにかシュンの背後に移動していたアンジュが冷たい声で告げる……正直怖こわい。いつ移動したのか全然わからなかったし、しかも今カチャッと音がしたのは、アンジュが剣けんの柄つかに手をかけた音だろうか。物ぶつ騒そうすぎる。

「いやぁ、その……助けてもらえるなら助けて欲しいと思いますです、はい」

「しかたがありませんわね。まぁ、今回の件、わたくしも無関係ではありませんし、よろしくてよ」

　手間のかかる人ですわ、と嘆たん息そくするリュリシア──なんだろう。むりやり言わされた気がするのに、なんでこの人はこんなもったいをつけるのだろうか。

「殿下がそこまでなさることはないのでは？　私が……」

　ソフィーがさらに食い下がろうとしたが、彼女の胸ポケットから、ピピピ、と小さな音が響ひびいた。

「失礼……はい、え？　えぇ、そうですが、わかりました」

　ポケットから出した小さな板状のものに向かって会話をするソフィー。あれは『魔メ導サ端ジ末ユ』。魔導工学が生み出した道具で、端たん末まつをもつ者同士ならば、どんなに遠く離はなれていても会話ができるというものだ。どこからか連れん絡らくがあったようである。

「……急用が入りましたので、失礼します」

「あら、そうですの。お仕事がんばってください」

　普ふ通つうに考えたらソフィーは忙しい身分のはずなので、こんなところにいるほうがおかしい。シュンのことを聞いてムリして来てくれたのかもしれない。その気づかいは正直嬉うれしいが、あまりムチャはしないでほしいな、とシュンは思った。

「……今日の午後一刻の時間、またここに来て下さい」

「え？」

　と、ソフィーはすれ違いざま、小声でシュンにだけ聞こえるように告げ、そのまま立ち去っていった。残ったリュリシアは、傍かたわらのアンジュに指示を出している。

「アンジュ、すぐに便せんとペンを用意なさい。国王陛下お父様に一筆したためますわ」

「かしこまりました」

「シュナブランさんは、部屋で大人しくしているのですわよ。昨日みたいに、壺をだれかの顔面にぶつけられたらたまりませんわ」

　信用ないな……ムリもないけど。

「でもボクもう寮りようを出ないといけないんだけど……」

「一日くらいどうとでもごまかしなさい！」

　ムチャクチャだ。が、リュリシアはそれで話は終わり、とばかりに打ち切って、アンジュと共に足早に去ってしまった……それにしても、昨日も今も、なんでリュリシアはシュンをかばってくれるのだろう？　シュンには正直心当たりがなかった。

「ま、いっか。考えたってわからないし」

　気楽に呟つぶやき、シュンはソフィーに言われた午後まで時間を潰つぶすことにした。








第二章　剣けん聖せいと家族と秘密









　そしてその日の午後──

「あれ、シュンじゃん？　なんでこんなところにいるんだ？」

「あ、ブイ。また会ったね」

　学園の敷地内、並木道をウロウロしていたらブイと再会したシュンである。朝、お別れを言ったばかりなのに、こんな早く再会すると少し気まずい。

「もしかして、ゆるしてもらえて戻もどってきたとか？」

「だったらいいんだけどね……」

　暗い顔のシュンを見て、やっぱムリか、とブイもつぶやく。

「じゃ、お前さんなんでここにいるんだ？」

「それはその……ちょっと、ここを去ると思うとなごりおしくてさ」

「そっか、だよなぁ」

　ブイはそれで納なつ得とくしてくれたようだったが、シュンとしては少し困っていた。昼間、ソフィーに言われたとおりここに来たのに、こういう時に限ってなぜか知り合いに会ってしまう。人通りも普ふ段だんより多いし、これではソフィーが来ても会話などできそうもない。

「ブイはなんでここに？　授業中じゃないの？」

「忘れたのか？　今日は午前で終わりだぜ」

「そういえば、そんなお知らせがこの前あったような……」

　自分のことが忙いそがしくてすっかり忘れていた。

「なんでもさ、外国のお偉えらいさんが今日学園の視察に来るんだとさ。それで警備の都合とかがあるから、関係ない生徒はさっさと帰れって」

　それでさっきから寮へ帰る生徒が多かったのか。

「昨日、学園にソフィー先生とかペルデ先生とか、えらい騎き士しが何人も来てたのは、その警備の準備があったかららしいぜ」

「なるほどねぇ」

　学園に視察が来る、というのはそれほど珍めずらしくはないことだった。

『騎士の王国』と呼ばれるジュヴレーヌ王国の騎士の実力は大陸トップクラスだ。その騎士を育成するための教育機関、騎士学園もまた、国際的な評価が高い。だからこそ、他国から王国へ来る客の中には、学園の見学を希望するものが多いそうだ。

「お前さん、今日視察に来るのが誰だれか知ってるか？」

「さぁ」

「シャンミュニ皇こう国こくの友好使節だぜ」

　シャンミュニ皇国は、ジュヴレーヌ王国の東側と国境が隣りん接せつする国である。隣国同士、比ひ較かく的友好な関係だ。

「でも、あの国の大使は、前も来ていなかった？」

「大使はな。けど、今回大使はつきそいなんだ。本国から大物が来るから、その対応で先生たちは大忙しなんだぜ」

「大物って？」

「シャンミュニ皇国の騎士のトップ、大陸最強の剣けん士し、『剣ロ聖ワ』だ」

　シャンミュニ皇国には、『剣の皇国』という異名がある。その名の通り、皇国では昔から剣術が盛んであった。

　それを最も端たん的てきに示すのが、『統一騎士剣定ルリジオン』と呼ばれる制度だ。これは一種の技能検定であり、一いつ般ぱん的には剣定と呼ばれている。騎士の剣士としての実力を評価し、優ゆう秀しゆうな騎士には称しよう号ごうが与あたえられる制度だ。かなりの権けん威いがあり、国際的な評価も高い。

　そして『剣ロ聖ワ』とは剣定における最高位だ。大陸中でたった一人の騎士のみが名乗ることをゆるされる称号であり、騎士ならば誰もが憧あこがれる称号だった。

「『剣ロ聖ワ』って、あの剣けん聖せい？　そんな人がわざわざこんな学校に来るの？」

「あぁ、なんでも本人がここを視察したいって希望したらしいぜ」

　と、ブイが説明をする。

「剣聖っていえば、シャンミュニ皇国の騎士のトップ、超ちよう重要人物だぜ。そんな人がわざわざたずねてくるんだ。お偉いさんたちだってピリピリするさ」

「だろうねぇ」

　そういえば、昨日シュンが割った壺、あれも隣国から寄き贈ぞうされたものらしい。たぶんシャンミュニ皇国だろう。今日剣聖が来るから、わざわざ廊ろう下かに飾かざっていたのか。

「ん？　あれ、誰だ？」

「え？」

　と、ブイが前を指さした。その先には、学園では見たことのない少女が木の陰かげに立っていた。

　年ねん齢れいは、十歳を過ぎたかどうかという辺り。小こ柄がらで細身の少女だ。ビックリするくらい色白で、髪かみは色が抜ぬけ落ちたかのような薄うすい銀ぎん髪ぱつ。かすかなそよ風でもゆれるくらいにさらさらの髪だ。顔立ちもとてもかわいらしく、まるで妖よう精せいかと見まごうような少女だ。だが、その顔には表情らしい表情がなく、子供の割に大人びた印象のある少女だった。

「見慣れない子だよな。すくなくとも、うちの生徒じゃねーな。あんな子いたら目立つし」

　そもそも着ている服が違ちがう。淡あわい緑色をした薄うす手での服で、真っ白な肩かたがむき出しだ。学園の制服姿の生徒達の間では、あきらかに異質である。

「とりあえず、声かけてみっか」

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「なぁに、まかせとけ。オレ、兄弟が多いからさ、クソガキの扱あつかいは得意なんだ」

「クソガキ扱いはひどいんじゃない？」

「え？　なんでお前さんが怒おこるんだよ」

「別に」

　怒ったつもりはないけど、ちょっと感情的だったかもしれない。ブイはまぁいいさ、とシュンを無視して少女に近づいた。

「よぉ、嬢じようちゃん。こんなとこでなにしてんだ？」

「…………」

　少女は下からシュンとブイ、二人の顔をじっと見上げてきた。無表情な顔にはやはり感情らしい感情がない。ひたすら無む感かん慨がいにこちらを見るだけだった。

「もしかして迷子か？　だったら案内くらいするけど」

「……ナンパ？」

　ボソリ、少女がつぶやく。見た目と同様、物静かな声だった。ブイは、え、と驚おどろいたように手をふる。

「え？　いやいや、違うって、そんなことするつもりじゃねーから、安心しろって」

「……男はみんなそう言う」

「いや、ホント違うって、マジで、マジマジ、マジでだいじょーぶだから！」

「……動どう揺ようしすぎで、怪あやしい」

　少女がスッと、ブイから逃にげるように後あと退ずさる。ブイが、どうしよう、とシュンを見た。

「ゴメン、ブイ……ボクの目から見ても不ふ審しん者っぽい」

「ひでぇ！」

　クイッ「え？」「…………」

　見ると、少女が小さな指でシュンの制服の裾すそをつまんでいた。

「な、なにかな？」

「……こっちの人になら、つきあってあげる」

「なんでだよ！　なんでシュンならよくてオレはダメなんだよ！」

「さ、さぁ……なんでだろうね、ははははは……」

　さわぐブイの前で、ごまかすように笑うシュン──実を言うと、シュンはこの少女の知り合いである。だが、その事実はやはり他人には秘密なので、とぼけたフリをしないといけない。そのあたり、ソフィーと同じ理由だ。

「くっそ、なんなんだよ、これ。シュン、お前さん最近女の子にモテすぎじゃね？　はっ、そうか、退学になったのは、モテ過ぎるお前さんに神様がバチを当てたんだな、そうだ、きっとそーにちがいねぇ」

　ブツブツ、ブイが文句を言っている。ひがみが入っているにしても散々な言われようだ。

「あ」

　と、少女が短くつぶやいた。

「なに、どうかした？」

「見つかった」

「え？」

「いたぞ、こっちだ！」

　風がふき、次の瞬しゆん間かん目の前に人が現れた。その人物があまりに高速で移動してきたために、風圧で周囲に風が吹ふき荒あれたのだった。

　人数は三人。ガッチリとした体格を持つ男たちだ。全員が王国の騎士の制服をきて、腰こしには立派な剣けんをさしている。学園ではあまり見ない顔だが、正規の騎士のようだ。

「見つけました。北部第三ブロックです。はい、ケガはないようです」

　と、騎士の一人が手に持った『魔メ導サ端ジ末ユ』に向かって報告をしている。その一方、別の騎士が少女に近づくと、地面にヒザをついて話しかけてきた。

「お戻もどりいただけますか、剣聖様？」

「…………」

　騎士の問いかけに、小柄な少女はやはり無表情なまま見返した。

「え？　……なぁ、シュン、どういうことだ。今、あの騎士が言ったのって……」

「この子、剣聖らしいね」

「げっ、あんな子供が？」

　ブイが恐おそれおののく。自分たちの前にいる小さな少女が、大陸最強の剣聖と言われてもピンと来ないのだろう。シュンは一応以前から知っているのだが……

「学生か。お前達はもう行け」

　と、シュンたちに目をとめた騎士が居い丈たけ高だかに告げる。

「こちらのおかたは、お前たちが気安く話しかけていいおかたではない！　早く立ち去れ」

　と、騎き士しはこちらを邪じや魔ま者もの扱あつかいしてくる。正直あまり気分はよくないが、正規の騎士に向かって口答えをするわけにはいかない。

「行こうぜ、シュン」

「そうだね」

　シュンはそのまま離はなれることにした……が。

「……行かない方がいい」

　シュンたちを呼び止めたのは、剣聖の少女だった。

「え？　どういうこと？」

「……たぶん、もうすぐ来るから」

　少女が頭上を見上げながらつぶやく。なにを言っているのかわからず、シュンたちは当とう惑わくするばかりだ。

「ど、どうする？」

「我々のやることは変わらん。元の場所までお連れしよう」

　騎士たちが仲間内でなにか話している。そこで少女がさらに告げてきた。

「……全員、ここから動かない方がいい。もう、来たから」

「来たって、なにが？」

　無言のまま、少女が視線を上げる。シュンはその視線の先を追うと、はるか上空でなにか、きらりと光るものがあった。

　ビービービービー

　かん高い音が響ひびく。見ると、騎士の持つ『魔メ導サ端ジ末ユ』から音が漏もれていた。なにか緊きん急きゆう事態を告げるブザーのようだ。

「はい、こちら……えぇ、はい。なんですって？　対空警けい戒かい網もうが？　そんなバカな!?」

　騎士の一人が慌あわてたような声を漏らす。その一方、空できらりと光った謎なぞの物体が、みるみるうちに大きくなってくる……

　ゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥウウウウウウウウ、ズガァンッ！

　凄すさまじい衝しよう撃げきが周囲に走った。はるか上空から、巨きよ大だいな物体が地上に落下してきたのだ。

「な、なにごとだ！」

「魔ま獣じゆうだ！　魔獣が出たぞ！」

　騎士たちの怒ど鳴なるような叫さけび声。同時にヌッと、シュンたちの頭上に黒い影が落ちた。

　ゴアァァァァァァァァァァァァァァ

　耳が一瞬聞こえなくなるほどの音が響く。それが、目の前の生物の発した咆ほう哮こうだと気づくのに少しだけ時間が必要だった。

　現れたのは、巨大な生物だ。人間の何倍もの体たい軀くがあり、まるで家のようだった。たとえるなら、獅し子しのような生物。だが、本物の獅子の何倍も大きく、背中には巨大な翼つばさまで生えている。その翼でここまで飛行してきたのだ。全身に針金のような体毛が生えており、人間なら数人まとめて丸かじりできそうなくらい巨大なアゴをあけ、周囲の人間を威い嚇かくしている。およそ生物にはありえない巨大さであり、狂きよう暴ぼうかつ凶きよう悪あくなその姿は、見るものの心に絶望を植え付けるかのようだった。

　魔獣──それは、本来バーガント大陸には存在しなかった生物だ。

　北方侵しん略りやく戦争時、〈魔王コシユマル〉は戦力として、闇あん黒こく大陸の巨大生物を大量にこの大陸に連れてきた。それらの魔獣は戦争時、人類を苦しめる戦力の一つであった。

　戦争が終結し、大陸から魔族が一いつ掃そうされた現在であっても、魔獣は生き残っている。むしろ、天敵がいないバーガント大陸に住み着いた魔獣は繁はん殖しよくして人間をたびたび襲おそい、国際的な問題にもなっているほどだった。

「おのれ、魔獣め！」

　突とつ然ぜん現れた巨大な魔獣におびえることなく、三人の騎士が、魔獣を取り囲むような位置へと素す速ばやく移動した。三人は互たがいに視線だけで合図をかわしながら腰の剣を抜き、慣れた様子で剣を構えた。

「お前たちは逃げろ！　死にたいかっ！」

　騎士の一人が、まだ逃げずにいるシュンたちに向かって叫ぶ。ブイは初めて間近で見る魔獣の姿に恐れおののきながら、シュンの服を引っ張った。

「お、おい、逃げるぞ。こいつはさすがにヤベー」

「先に逃げてて、ブイ」

　と、シュンはブイの手を振ふり払はらって、反対方向へ駆かけだした。

「おい、バカ！　お前さん、どこいく気だよ！」

「あの子、放ほうっておけないよ！」

　銀ぎん髪ぱつの小こ柄がらな少女は、こんな状じよう況きようでもやはり無表情のまま平然としていた。目の前に出現した魔獣をつまらなそうに見て、動こうとしない。シュンはあわてて少女に駆け寄よった。

「ほら、逃げるよ」

「……逃げない」

　あっさりと否定する少女。なんで、とシュンは思わず叫びたくなった。

「ここで逃げたら、意味がない。退学、なっちゃうよ？」

　どういうこと、シュンにはその言葉の意味がよくわからなかった。

「いくぞ、タイミングを合わせろよ！」

「わかっている」

　と、魔獣と対たい峙じする三人の騎士が手の剣を構えつつ、その柄つかを摑つかんだ。ジャキッ、と重い金属音とともに剣の柄の部分がスライドする。同時に、剣の脇わきから小さな薬やつ莢きようが排はい莢きようされる。次の瞬間、三人の騎士の体を青い輝かがやきが包み込んだ。

〈皇覇刻オーバー・クロツク〉

　同時に、三人は目にも留まらぬ速さで動き出し、巨大な魔獣を相手に派手な立ち回りを開始したのだった。

〈皇覇刻オーバー・クロツク〉──『魔導シヤルム』の一種である。体内を流れる〈魔ス元ク素レ〉に過負荷をかけることで、肉体の処理能力を強制的に上じよう昇しようさせる技わざのことである。これを使うことにより、騎士は通常の何倍もの速度で動き、思考することができる。騎士のみが使うことができる技であり、裏を返すと、〈皇覇刻オーバー・クロツク〉を使える素質がある者のみが騎士になれるのである。

　だが〈皇覇刻オーバー・クロツク〉には大量の〈魔ス元ク素レ〉が必要であり、騎士といえど、大量の〈魔ス元ク素レ〉を体内に持っているのはごくわずかな人間だけだった。

　そこで現代では〈魔ス元ク素レ〉を工場で人工的に生成し、それを弾だん丸がん状に加工した〈魔弾テイリユル〉というものが剣の中にしこまれていた。戦せん闘とう時にはそれを使用し、〈皇覇刻オーバー・クロツク〉に必要な〈魔ス元ク素レ〉を確保するのだった。

　青く輝く三人の騎士が超ちよう高速で魔獣の周りを動き、攪かく乱らんしながらスキを見て、剣で魔獣を斬きりつけていく。二人の騎士が魔獣の気を引きつけているうちに残りの一人が背後から斬りつけ、魔獣がふりかえればすかさず反対の騎士が攻こう撃げきする。

〈皇覇刻オーバー・クロツク〉状態の騎士は、それこそ風のような速度で縦じゆう横おう無む尽じんに動き、常人なら視し認にんすることもできないほどである。シュンは落ちこぼれとはいえ騎士見習いの身なので、三人の動きを目で追うことくらいはできた。

「……ダメ」

　シュンの傍かたわら、銀髪の少女がつぶやいた。

「あれじゃ、勝てない」

「で、でもさ、騎士たちが押しているように見えるよ？」

「全然ダメ」

　少女の小さな唇くちびるから辛しんらつな言葉が漏れる。と、次の瞬間、ドガンッ、と、なにか重いものが激げき突とつするような音が響いた。

　魔獣が巨きよ木ぼくのごとき腕うでを、大きく振ったのである。巨大であるにもかかわらずその動きは速く、騎士の一人がかわしきれずに直ちよく撃げきされたのだ。たったの一撃で騎士の体は地面に叩たたきつけられ、地面を抉えぐるように転がりながらはるか彼方かなたまで吹っ飛んでいってしまった。

　いつのまにか、魔獣の体も騎士と同様、青い輝きを発していた。そう、生まれつき大量の〈魔ス元ク素レ〉を体内にもつ魔獣もまた、〈皇覇刻オーバー・クロツク〉を使うことができるのである。だからこそ、魔獣は騎士にしか倒たおせないのだ。

「クソ、よくもフレッドをぉぉぉぉ!!」

　騎士の一人が叫び、魔獣へ向かってつっこんでいく。だが魔獣は今と同様、反対側の腕をふるって、その騎士を迎げい撃げきする。

「ハァァァァァァァ」

　さらにそのスキを突ついて、真後ろに回ったもう一人の騎士が剣を構え、魔獣の巨きよ体たいへ剣を突きたてた、かに見えた。

「ダメ」

　少女がつぶやく。その瞬しゆん間かん、騎士の体が宙に投げ飛ばされていた。

「〈岩窟獅子ネメリヨン〉の視界は広い。死角はない」

　最後の騎士もまた、シュンたちの目の前でノックアウトされた。倒れた騎士たちは地面に転がったまま、起き上がろうとはしなかった。

　状況は絶望的だった。正規の騎士三人が一瞬で戦闘不能に追い込まれた。なのにここにいるのは落ちこぼれ騎士見習いのシュンと、腰こしを抜ぬかして逃にげそびれたブイ。それに背後の剣けん聖せいの少女は、残念ながら丸腰だ。とてもじゃないが、勝つどころか逃げることもできそうにない。

　だが、シュンの目の前には剣が落ちていた。先ほどやられた騎士の一人が取りこぼした剣だ。シュンは迷いなく、その剣を拾い上げた。




【　……要…を確認。　】

【　……の……を……審しん議ぎ……　】




　シュンの頭の中で声がした。シュンが極度に緊きん張ちようしたとき、たまに聞こえる声だ。他の人には聞こえないらしく、一種の幻げん聴ちようだとシュンは思っていた。

【　……審議…了りよう……　】

【　……方の……を……定……却……す。　】

　そしてシュンにとって、この幻聴は不幸の前まえ触ぶれだった。この声が聞こえたとき、シュンの身には必ず不幸が訪おとずれるのだ。

　一回生の中間試験でこの声が聞こえたときは、学園史上最低の成績を記録してしまった。

　二回生の期末にこの声が聞こえたときは、実戦訓練でまさかの七十八連敗をしてしまった。最後には担当教師が、もういいよ、と諦あきらめ、お情けで進級させてもらったほどだ。

　こんな状況では絶対聞きたくない幻聴が聞こえてしまった。不ふ吉きつすぎる。

　魔獣はシュンの目の前で、シュンを威嚇するように咆哮している。正直怖こわい。シュンの実力では、まともに戦うこともできないかもしれない。

　だが──ジャキッ、重い音と共に剣の柄がスライドして排莢。シュンの体内を、熱い〈魔ス元ク素レ〉が流れていく……やるしかないのだ。今ここで、少女を守れるのはシュンしかいない。ならば、シュンがやらねば誰だれがやるのだ！

「行くぞ、バケモノ！　ボクが相手……」

「しなくていい」

　背後の少女が、シュンの腕を摑んだ。予想外に強い力で、シュンは転びそうになってしまった。

「い、いきなりなに！」

「前に出たら、危ない」

「けど、戦わないと」

「ティンが戦うから、大人しくしてて」

　少女──ティンは、そう言ってシュンの手の剣をあっさりと奪うばい取ってしまった。そのままティンは恐おそれるそぶりすら見せず、狂暴な魔ま獣じゆうへと近寄っていく。

　シュンは、我も忘れてティンの前に飛び出した。剣ももたずになにをするのか、シュンの体など魔獣は片手で八やつ裂ざきにできる。シュンにできることなどなにもない……そんなことはわかっているはずなのに、体が勝手に動いていた。ティンのことを絶対に護まもるという意志を込こめて、魔獣の前に立ちふさがった。が。

「……そこにいると、危ない」

　ズシャッ、という音と共に、シュンの目の前でいきなり魔獣が地面にヒザをついた。

「もう斬ったから、こっちに倒れてくる」

　シャァァァァァァァァ、体からどす黒い血液をまきちらしながら、真っ二つに切られた魔獣の巨体がドンッ、と地じ響ひびきと共に転がった。魔獣は、明らかに絶命していた。

「は、ははは……」

　思わず笑い声を漏もらす……ティンがいつ魔獣を斬ったのか、速すぎてシュンには全然わからなかった。すごすぎて、もはや笑う以外に反応のしようがなかった。

　ティンは、片手の剣をチラリと見た。魔獣を斬った剣は、わずかにその血で汚よごれていた。

「……返す」

　と、立ちつくすシュンの手にティンは剣を押しつけてきた。そのまま受け取るシュン。

　すると遠くから騒さわがしい声と共に、大勢の人間が近づいてくる気配をシュンは感じた。

「ここかっ！　報告があった場所は！」

「魔獣はどうなった!?」

「もう死んでいるぞ！」

「なにがあった！」

　と、あわただしい声と共に、多数の騎き士しが遅おそまきながら駆けつけてきた。魔獣が出現したと聞き、やってきた騎士は全員が抜剣して臨戦態勢である。

「ぬぅ、貴様、なぜこんなところにいる！」

　と、シュンに怒ど鳴なり声を浴びせる人物は、多くの騎士を引き連れてやってきたペルデである。しっかりシュンの顔を覚えているようだ。マズイ。

「あ、その、あはははは、奇き遇ぐうですね……」

「ふんっ、まぁいい。今は貴様ごとき小こ僧ぞうの相手をしている場合ではない！」

　吐はき捨て、ペルデは鋭するどい眼まな差ざしで周囲を睥へい睨げいした。

「それで、状況はどうなっているのだ！」

「対空警けい戒かい網もうを突とつ破ぱした魔獣は〈岩窟獅子ネメリヨン〉が一匹ぴき。その死体をたった今確認しました」

「こんな王都の近くにまで侵しん入にゆうをゆるすとは失態だぞ！　防衛責任者をすぐ召しよう喚かんしろ！」

　険しい顔と共に、周囲の騎士たちに指示を飛ばすペルデ。

「それで、姿をくらませた剣聖様は？」

「はい、こちらにいらっしゃると先ほど報告が……」

「……呼んだ？」

　と、ティンがしずしずと前に進み出る。ペルデは顔をしかめた。

「困りますな、勝手に動き回られては、貴国との友好に差し支つかえますぞ」

「ん、魔獣が飛んでるの、見えたから気になって様子見に来た」

　物もの怖おじせずに答えるティン。

「そうでしたか……おケガはありませんか？」

「ん、平気。あの人が、助けてくれたから」

「え？」

　ティンが、いきなりシュンのことを指さしてきた。ペルデが目を剝むいた。

「なんですと？」

「あの人が、魔獣を倒した」

「ほ、本当ですか？　この男が、そんなだいそれたことを？」

　信じられない、といった顔でシュンを見るペルデ。シュンの手にある血で汚れた剣を、しげしげと見ている。シュンは、いや、その、としどろもどろに答える。

「そのですね、なんていうか、ボクは別に……」

「一撃で魔獣を倒した。あの人、きっといい騎士になる」

　剣聖の誉ほめ言葉に、ペルデはうなり声を漏らした。

「それは……ですが、あの男は……」

「団長、よろしいですか？」

　と、声をかけてきたのはソフィーだった。彼女も他の騎士たちに交じってここへ駆かけつけたのである。

「ソフィー卿きようか」

「周辺から、最初に報告してきた三人の騎士を保護しました。魔獣に襲おそわれて重軽傷を負っていますが、幸い命に別状はありません」

「すぐに医務室へ送れ。手当てをした後、本人たちから事情を聞き出せ」

「はい。報告にあった魔獣の死体は確認されましたし、現状、脅きよう威いは去ったようです」

「現場は処理班に任せろ。お前たちは引き続き周囲を警けい戒かい、油断するな」

「了りよう解かいです」

　うなずき、キビキビとした動きでソフィーは下がっていく。明らかに自分よりも年上の騎士たちの間にいるのに、ソフィーは遠えん慮りよした様子がなく、それどころか他の騎士に指示を出したりもしている。その姿は若いながらも、仕事のできる女性といった感じだ。

「さぁ、我々も行きましょう。他のかたがたがお待ちです」

「ん」

　と、ペルデが数人の騎士を従え、ティンと共に歩き出した……その立ち去り際ぎわ、ペルデはシュンのことをにらんできた。シュンが、お元気で、とお辞じ儀ぎをしたらますます不ふ機き嫌げんそうな顔になって去っていった。

「うまくいきましたか」

　いつのまにか、シュンの背後にソフィーがいた。ソフィーはシュンにだけ聞こえるくらいの小声で、ささやくように告げてくる。

「ティンもうまく動いてくれたようですね」

「ソフィーが、なにかやったの？」

「くわしくはまた……でも、退学届けを出す必要はないはずです」

　それだけ言って、ソフィーは音もなくシュンの背後から離はなれていった。彼女がいなくなった後には、春の花のようにさわやかな香かおりがただよっていた。

　ちなみにだが──ブイは腰を抜かして失神しているところを騎士に保護された。幸い無傷だった。







　その夜──

　ジュヴレーヌ王国王都ベルナルデ・ピィ王宮。国王と王族が生活する場所であり、同時に多数の騎士が集まり、政務等を行う御ご殿てんである。この王国の中ちゆう枢すうだ。

　その王宮の中でも最も重要な場所、国王と臣下の騎士たちが集つどい、さまざまな取り決めを行うための国務室で、一つの報告がなされていた。

「……以上の理由により、我が国の対空警戒網を抜けた魔獣は、王都の東部、騎士学園の敷しき地ち内で撃げき破はされました」

　報告しているのはペルデである。ペルデはかたい表情で言葉を続けた。

「今回の件で問題が見つかった防衛線は、人員増強でただちに補強しました。同じ事態は、二度と起こらないでしょう」

「ならばよいのだがな」

　重々しい声が答える。国務室の一番奥、一段高くなった段に備え付けられた玉座に座る男、現国王シャルム四世である。国王は老年の男性だった。顔などには深いシワが刻まれてはいるが、老人とは思えないほどガッシリした肉体を維い持じしていた。そして口ヒゲに覆おおわれたその顔からは貫かん禄ろくがあふれ、王者らしい風格がただよっていた。

「魔獣の被ひ害がいは年々増えるばかりであるな」

「我々も力を尽つくしてはいるのですが、縦じゆう横おう無む尽じんに動き回る魔獣の全すべてに対応するのは、かなり厳しいのが現状であります」

「ウム。騎士たちも、限られた人数でよくやってくれているとワシは思っておる」

「その言葉を聞けば、騎士たちも報むくわれましょう」

　ペルデを始めとする、国務室内にいる騎士たちが一いつ斉せいに頭を下げた。

「しかし、皇国の使者が来ているタイミングで魔獣が現れたのは問題だな。一番無様なところを見られてしまうとは」

「その件に関しては、陳ちん謝しやするほかありません。責任者は更こう迭てつしました。再発を防ぐため、我ら一同鋭えい意い努力します」

「うむ、現場にいた剣けん聖せい殿にケガがなかったのが、不幸中の幸いか」

　国王はそこでそうだ、と目を開いた。

「そうそう、先ほど剣聖殿と会ったのだが、ことのほか喜んでおられたな。なんでも騎士学園を訪おとずれたとき、優ゆう秀しゆうな生徒と出会ったとか」

　ピクリ、下を向くペルデのマユがふるえた。思い当たる節があったからだ。

「騎士三人を一いつ瞬しゆんで倒たおすほど狂きよう暴ぼうな魔獣を前にして、その生徒はまったく動じることがないどころか、魔獣を一刀で倒してしまったそうではないか」

「……たまたま、運良く倒せたのでしょう」

「そうか？　魔獣の凶暴性は、騎士であるおヌシが一番よく知っておろう、ペルデ。魔獣は、騎士数人がかりで戦ってようやく勝てる相手のはずだ。それをたった一人で、しかも見習いが倒すとは、すばらしい快挙だとワシは思うぞ」

「……運も実力のうち、とするなら、陛下のおっしゃるとおりです」

「なかなか厳しい評価だな、ペルデよ」

　国王は自分のヒゲをなでながら、だがな、と続けた。

「実はな、剣聖殿どのも皇国の大使もそのことを手放しに誉めてくれたのだ。さすが騎士の王国は見習いのときから優秀ですな、と。おかげでワシも随ずい分ぶん鼻の高い思いができたぞ」

「……過分な誉め言葉をたまわり、感謝の言葉もありません」

「して、その優秀な生徒というのは、誰だれなのだ？」

　ピクリ、ペルデのマユがまたふるえた。先日、自分の頭にツボを叩たたきつけた生徒、シュンの顔が思い浮かんだのだ。

「それは……」

「シュナブラン・ノーブ・ハーベストと言います、陛下」

　答える声があった。ハッとしてペルデが振ふりかえると、国務室の末席に座っていたソフィーが挙手をしていた。

「ソフィー卿。勝手な発言はつつしめと以前も言ったはずだ！」

「いや、よい。ワシが許可する」

　ペルデの叱しつ責せきを制するように、国王がソフィーをうながした。

「ソフィー卿は、その生徒を知っておるのか？」

「はい。私とは同期の人物です。学園では机を並べて学んだ間あい柄だがらであります」

「おぉ、そうか。おヌシが学園を卒業して、まだ二年とたってはおらぬのだったな」

　国王が何度もうなずくのを見て、ペルデはますます気分が悪くなってきた。

　歴代最年少で騎士となり、国政会議への出席まで許可されたソフィーは、国王のお気に入りなのだ。ソフィーがあの若さでここまで出世できたのは、国王の後ろ盾だてがあればこそだ。そしてそれはペルデにしてみれば、あまり愉ゆ快かいなことではなかった。

「して、その少年は優秀なのか？」

「私の知る限りでは、彼は騎士にもっとも必要な資質を兼かね備えています。それは優やさしさと、心の強さです。彼の比類ない正義を愛する心は、あらゆる騎士を凌りよう駕がするほどです」

　ペルデがなにか言うよりもはやく、ソフィーが流れるような口調でシュンを褒ほめ称たたえ、それを聞いた国王はますます機き嫌げんがよくなった。

「ソフィー卿がそこまでいうとは、よほど優秀な男のようだな」

　まずい──ペルデは思う。とてもではないが、シュンは実は学年最下位の落ちこぼれです、などとは言えない空気だった。

「しかし、その少年がソフィー卿と同期とはまた興味深い。おヌシたちの代は優秀な騎き士しが多いようだな」

「はい、リュリシア殿でん下かも同期でいらっしゃいますので、殿下に刺し激げきされ、ことのほか優秀な生徒が多いのかと存じます」

「おぉそうだったな。ははは、いかんな。これではワシが親バカにも自分の娘むすめを誉めたも同然ではないか、のぉ、ペルデ？」

「……いえ、リュリシア殿下が優秀なのは、事実ですので」

　ペルデとしてはそう答えるしかなかった。年の離れた娘であるリュリシアのことを、国王は溺でき愛あいしている。下手なことは言えない。

「おぉ、そうだ。もう一つ思い出したぞ」

　と、国王が手を叩く。

「シュナブランという生徒。どこかで聞き覚えのある名だと思っていたが、思い出した。昼間リュリシアから届いた手紙に、そのような名前があったのだ」

「で、殿下から、ですか？」

　ペルデの額に冷ひや汗あせが浮うかぶ。この流れは、イヤな予感がする。ペルデにとって、絶対よくない話だ。

「うむ、リュリシアのクラスメートにとても優秀な男がいるが、不幸な誤解から、退学処分になってしまいそうだと手紙には書いてあった。たしかその生徒が、シュナブランという名だったな」

「…………」

　恐おそれていた話題がついに出てしまった、とペルデは思った。

「ワシはな、ペルデよ。確かにリュリシアのことは愛している。だが、そのことで特別扱あつかいはしないつもりだ。その手紙を読んだときも、その生徒にどのような誤解があったかは知らぬが、学園でそのような決定が出されたのであれば、ワシから余計な口出しはしないつもりだった」

「……さようですか」

「しかし、剣聖殿やソフィー卿の話を聞くと、どうにもその生徒、本当に優秀な見習いとしか思えぬぞ。この生徒が退学処分になるという話は、事実であるか？」

「…………あいにく、学園の全てのできごとにわたしも目を通しているわけではありません。学園長であるエフィ卿きように確かく認にんをとってみなくては、わかりかねます」

「ふむ……ではよかろう。そのシュナブランという生徒、我がジュヴレーヌ国王の名のもと、騎士に任命する」

「なん……ですと？」

　ペルデの顔は死人のように青ざめていた。だが国王は平然と、そのペルデに告げた。

「魔ま獣じゆうをたった一人で倒すとは、上級騎士にも勝まさる実力であろう。ソフィー卿の言葉によれば、人格も申し分ないようだ。それほどの人物なら、今すぐ騎士に任命しても構うまい」

「陛下……おそれながら、騎士学園の飛び級制度は、古い時代のなごりで、現在ではほとんど使われない制度です。ソフィー卿の場合はあくまで特例です。特例を頻ひん繁ぱんに認めていては、収拾がつかなくなります」

　ペルデの言葉に、それもそうか、と国王は考え込んだ。

「ウム、今すぐ、というのは少し早計すぎたか……では、卒業試験を免めん除じよする、といったあたりでよかろう」

「……御ぎよ意いのままに」

　こうして──ペルデにとっては最悪な形で、その日の会議は終わりをむかえた。







　翌日、騎士学園──

「まさかまたあなたと会うことになるとは思わなかったわ」

「ボクもです、ミュスカ先生」

　シュンは再々度、学園の指導室に呼び出され、ミュスカと対たい峙じしていた。

「あなた、いったいどんな奇き跡せきを使ったわけ？　今朝になっていきなり学園長に呼び出されて、あなたの退学は撤てつ回かいだって言われたわ」

「いやぁ、別になにもしてないんですけど……でも、ボクは退学しないでいいってことですよね？」

「えぇ、むしろ絶対逃にがすな、なんて学園長からは言われたわ」

　わけがわからないわ、とミュスカはシュンの前で肩かたをすくめてみせる。

「ま、わたしの書いた辞表もなかったことになったからよかったんだけどね」

「じゃ、ボクはこのまま来週の追試を受ければ、卒業試験も受けられるんですよね？」

「あぁ、その話だけどね、追試、なくなったから」

「どういうことですか？　追試受けなくちゃ、卒業できないはずじゃ……」

「落ち着きなさい。別に悪い話じゃないのよ」

　と、前置きをしてミュスカは説明をする。

「なんかわたしもくわしくは知らないんだけど、どうも上の方から圧力がかかって、あなたを絶対に騎士にしろって命令がきたみたいなのよね……そんなわけで、あなたの追試どころか卒業試験まで免除になったから」

「え？　え？　え？」

「つまり、事実上の騎士への内定ね。このまま規程の授業を全部受ければ、あなたは試験なしで卒業して、そのまま騎士に任命されるわ。これは決定事じ項こうよ」

「そんなこと、ありえるんですか？」

「あまりないけど、優秀な生徒であれば、卒業試験が免除されるっていうのはあるわ。王族とか大貴族の子し弟ていとか、たまに免除されるわね」

「……なんか、微び妙みように生々しい話ですね」

「わたしが言ったって、他人に言ったらダメよ」

　そう告げるミュスカは気のせいか、これまで見たことがないくらい顔色もよくて、元気そうだった。いつもの陰いん気きな胃痛に悩なやむ姿とは別人のようだ。

「なんて言えばいいのか……あなたのこと、今までこっちの手間ばっかりふやすというか、むしろ存在自体がわたしの人生の重荷というか足あし枷かせというか拘こう束そく具ぐみたいな問題児だと思っていたけど、そのあなたがまっさきに騎士内定をもらうとは、感かん慨がい深ぶかいわ……」

「先生、そんなこと考えてたんですか……」

　そこまでミュスカの負担になっていたとは。

「なんかあまり実感がないですけど、ボク、騎士になったってことですよね？」

「なることがほぼ確定したってことよ。念を押しておくけど、ここでもし、万が一、なにか問題を起こしたりしたら、内定取り消しってこともあるから注意するのよ」

「そんなに念を押さなくても……」

「自分が二日前になにをしたのかもう忘れたの！」

「おっしゃるとおりです」

　そもそも今回もそれが原因だった。注意しないといけない。

　ミュスカに何度も念を押された後、シュンはようやく解放され、指導室を後にした。




「……あ」

「…………」

　指導室からの帰り道、廊ろう下かで反対方向からリュリシアがやって来ることにシュンは気づいた。背後にはやはりアンジュがいつものように付きしたがい、しずしずと歩いている。

　ただ歩いているだけなのに、やはり他の生徒とはなにかが違ちがう。歩くときの動き、一挙手一投足に気品があるのだ。

　シュンとリュリシア、互たがいの視線が一いつ瞬しゆん、確かに交こう錯さくした。だが、リュリシアはすぐに視線を外し、何事もなかったかのように足をすすめ、そのままシュンの横を無言で通り過ぎていった。

「ありがとう」

　シュンは振り返って、その背中にお礼を言った。すると、そこでようやくリュリシアも足を止めた。

「別にたいしたことはしていませんわ」

「うん、でもありがとうね」

　シュンは繰くり返しお礼を言うと、それよりも、とリュリシアが振り返った。

「聞くところによれば、あなた、一人で魔獣を倒たおしたそうですわね？」

「え？　あぁ、うん、そうだね、まぁ、なんていうか……」

　とたん、あやふやな口調になるシュン。魔獣を倒したのは剣けん聖せいの少女、ティンだ。だが、その手て柄がらはシュンのものになってしまっている。いったいどうやって倒したのかとあれから何度も聞かれたが、シュンはそのたびになんとかごまかしてきたのだ。

「そのね、なんだか、無我夢中で剣を振ふり回してたら、なんか倒せちゃったんだよね、ははははは……」

「…………」

　まずい。リュリシアは黙だまり込んでしまったし、アンジュは胡う散さん臭くさそうにシュンを見ている。さすがにこのごまかし方は、ムリがあったか。

「ま、まぁ、運がよかったって感じだよね、ホント」

「……さすがですわね、シュナブランさん」

　だがリュリシアの口から出たのは、シュンをたたえる言葉だった。

「魔獣を倒すほどのあなたの実力、今度の授業でわたくしにも見せて欲しいですわ」

「え？　いやぁ、学年首席のリュリシアさんと比べたら、ボクなんて……」

「いいえ、あなたのずば抜ぬけた実力、わたくしは知っていますわ」

「は？」

　なんだ、この、いきなりの買いかぶり？

「そう、わたくしだけは、あなたの力を知っている……」

「えっと、どういうこと？」

「あなたと授業で戦う時を、楽しみにしていますわ」

　ニッコリ、花のような笑えみを浮かべたあと、リュリシアは失礼しますわ、としずしず立ち去っていった。

　残されたシュンは、なんだったんだろう、と首をひねった。が、いくら考えても答えは見つからなかった。

　リュリシア──王女にしてクラスメート。シュンにとっては最も縁えん遠どおい存在だったはずなのに、気づいてみれば、普ふ通つうに会話を交かわすくらいの関係になっていた。

　王女特有の偉えらそうな態度と謎なぞの言動が少しだけ気になったが、それを差し引いても、彼女との会話は悪くない。シュンだって男の子だ。美しいお姫ひめ様に声をかけられて、嬉うれしくないわけがない……気楽な性た質ちのシュンは、素す直なおにそう思った。







「あれ、シュン。どっか行くのか？」

「うん、ちょっと実家に帰って、家族に報告しようと思って」

　次の週末、寮りようの自室でシュンは荷物をまとめていた。

「あー、そっか、お前さん、騎き士し内定したんだよな……くっそー、うらやましいぜ」

　同室のブイがぼやく。シュンが内定したという事実は早くも同期の間でウワサになり、なんであんなやつが内定、と生徒たちを驚きよう愕がくさせていた。

「うん、家族に言ったらお祝いするっていうから、外がい泊はく許可もらって帰ることにしたんだ」

「なぁ、どうやったら騎士の内定ってもらえるんだ？　オレにもくれよ」

「うん、まぁボクの場合、運がよかったとしか……」

「ちっくしょー、余よ裕ゆう見せやがって。見てろよ、オレもぜってー卒業試験合格して、騎士になってみせるからな！」

「うん、楽しみにしてるよ」

　シュンはそこで荷物をまとめおわり、出発の準備を整えた。

「じゃ、そういうわけだからボクは出かけるね」

「気をつけろよ」

「うん、じゃーね」

「あぁ、それとな、シュン」

「ん？」

　ブイが振り返り、少し恥はずかしそうに顔を赤らめながら言った。

「内定、おめでとさん」

「うん、ありがとう。ブイ」

　この友人は、シュンのことをやっかみながらも、ちゃんと内定したことを喜んでくれているのだ。そのことがシュンにとっては、内定したことよりも嬉しかった。

　シュンはブイに改めて別れを告げた後、寮を出発した。




　どんな人間でも、秘密というものを抱かかえている。秘密のない人間などいない。より正確に言うなら、人間が社会生活を営んでいけば必ずどこかで秘密を作らなくては生きていけないのだ。

　秘密というのは大小様々あるものだが、シュンの抱える秘密は、他人と比べてかなり大きなものだと自覚していた。

　シュンが今歩いているのは王都の外がい縁えん部だ。この辺りは開発予定地域となっており、将来的に王都を拡張していく予定だが、現在は空き地の方が目立つ場所である。

　時刻は夜。道には一定間かん隔かくごとに大型の『魔導灯フアール』が設置されているため、王都は夜でも明るい。

　ブロロロ、とシュンの横を『魔導車ヴオワテユル』が追い越こして走っていった。

『魔導車ヴオワテユル』──〈魔ス元ク素レ〉を動力源として走る四輪の車である。最近になって急激に開発が進んできた乗り物だ。

　小型車であってもかなり高価な品なので、一いつ般ぱん庶しよ民みんでは買うことはできない。だがそれでもこの王都では、かなりの数の『魔導車ヴオワテユル』が一日中道を走っていた。また、大型の『魔導車ヴオワテユル』が公共の乗り物として王都を循じゆん環かんしていたりもする。シュンも学園から王都までは『魔導車ヴオワテユル』に乗って来たのである。

　これらの魔導工学の発達ぶりからしても、王都の発展ぶりはよくわかった。

　そしてシュンの家が見えてきた。周囲を空き地に囲まれた場所に、一いつ軒けんだけ建つ赤い屋根の家があった。そこがシュンの家、現在の実家だ。この家の中にこそ、シュンのかかえる最大の秘密があるのである。

　外から見ると、窓から明かりが漏もれている。家にはすでにシュンの家族が帰っているようだ。シュンは、少しドキドキしながら玄げん関かんをくぐった。

「ただいまぁ……」

「シュンちゃんお帰りなさ～い」

　と、最初にシュンを出で迎むかえてくれたのは、ややノンビリした口調が特とく徴ちようの女性だった。

「聞いたわよ～。シュンちゃん、騎士になったんだって～？」

「まだなったわけじゃないよ。内定をもらったってだけで……」

「同じことよ～。さすがシュンちゃんね。お姉ちゃん、とっても嬉しいわ～」

　と、女性がシュンに近づくと、シュンの頭に手を伸のばして力ちから一いつ杯ぱい抱だき寄せてきた。

「ちょっ、姉さん、なにするの!?」

「なにって、姉きよう弟だいのスキンシップじゃない～」

「姉さんやめて、その、いろいろ当たっているから！」

「いいじゃない～。シュンちゃんががんばったご褒ほう美びよ～。昔みたいにいい子いい子してあげるわね～」

「もう子供じゃないよ、ボクは！」

　女性らしくふくらんだ豊満な胸がシュンの顔に押しつけられてきて、シュンは恥ずかしいやら気まずいやらで、ひどく居い心ごこ地ちが悪かった。彼女はそんなシュンの反応を楽しんでいるのか、ますます腕うでに力を入れてシュンを引き寄せ、本当にシュンの頭を子供のようになでてきた。

　彼女の名はアリア・ニコ・ブルトゥレ。シュンの家族であり、三つ上の姉だ。シュンとは名字が違うが、それはシュンたちにいろいろな事情があるせいだ。

　アリアの背せ丈たけはシュンと同じくらい。赤みがかったゆるふわウェーブの髪かみをもち、顔にはいつもにこにこ笑えみが浮うかんでいる。文句なしの美人であるが、どことなくただようぽわぽわとした雰ふん囲い気きがアリアの親しみやすさを強めてくれていた。

　アリアは白くて透すけ感の強いボウタイブラウスにスキニーデニムをあわせて着ていた。姉し妹まいの中でも発育のいい姉の体は服の上からでもはっきりわかるほどである。ましてや、今はそれがシュンの顔に押しつけられているのだ。シュンとしてはもう、とても困ったことになっていた。

「妹蹴撃シスター・キツク！」

　ドゲシッ、と、シュンのお尻しりに衝しよう撃げきが走った。その衝撃でシュンはバランスを崩くずし、床ゆかの上へとつんのめる。あらあら、とアリアはつぶやきながら素す早ばやくシュンから離はなれたので、シュンは一人で床の上に転がることになった。

「アリアなんかに抱だきつかれて、なにをデレデレとしていやがるのですか、シュンは」

　勝ち気そうな声がシュンに浴びせられる。シュンは蹴けられたお尻を押さえながら立ち上がり、声の主を振り返った。

「いきなりひどいよ、クロ」
















「ふんっ。騎士になれたと聞いたから少しはマシになったかと思ったのに、てんでなってねーのです。シュンはやっぱりボケボケのままなのです」

　小さな腕を組んでシュンのことを下から見上げてくる小こ柄がらな少女。金きん髪ぱつを頭の片側で束ねる髪かみ型がたをして、生まれつき左右の目の色が違ちがう赤と青のオッドアイ。黒地にフリルのたっぷりついた服を着ており、見た目もなかなか派手な少女であった。彼女の名はクロロ・ロロゼ・ダンジュ。シュンの妹で、通つう称しようはクロである。

「それと、シュンごときが気安くあたくし様の名前を呼び捨てにするな、なのです！」

「うん。でもクロだって、ボクの名前を呼び捨てにしてるよね？」

「当たり前なのです。シュンのような役立たずのグズなんて、大天才であるあたくし様に比べたらゴミクズていどの価値もねーのです。呼び捨てで十分なのです」

　あいかわらずだなぁ、とシュンは苦く笑しようする。クロロはこの家で最年少の妹なのだが、反はん抗こう期なのか、ことあるごとにシュンに反発してくるのであった。

「ふふふ～、クロちゃんったら照れちゃって～」

　そんなクロロを見て、アリアは頰ほおに手を当ててにこにこ笑っている。

「クロちゃんはね、シュンちゃんが帰るのをそれはそれは楽しみにして、だいぶ前から玄関の前をウロウロしてたのよ～。けどシュンちゃんが遅おそいから、スネちゃったの～」

「うがー、アリア！　それはシュンにゆーなと、さっき言ったはずなのです！」

「隠かくさなくてもいいのに～。クロちゃんかわい～」

　アリアがクロロの頭をなでようとして、いやがるクロロが暴れている。それは、シュンの見慣れた家族のいつもの光景だった。この光景を見ると、シュンは家に帰ってきたのだと実感できた。

「シュンちゃんの騎士内定を祝って、今夜はパーティーよ～。ティンちゃんが腕によりをかけてごちそうを作ってくれてるわ～」

「あ、そうなんだ」

「兄にい、おかえり」

　と、やや遅おくれて台所から姿を現した少女がいた。

　キラキラと輝かがやくような銀ぎん髪ぱつの、小柄な少女──それは剣けん聖せいティンであった。弱じやつ冠かん十歳にして史上最年少の剣聖となった天才少女、ティン・ダ・ロリス。大陸最高の剣けん士しの一人であり、そしてシュンの妹である。

「うん、ただいま、ティン。一日ぶり、になるのかな？」

「ん。ご飯、できてるよ」

「ティンが作ってくれたの？　いつもありがとうね」

「問題ない。料理作るの好きだし」

　ティンはれっきとしたシュンの妹、クロロの一つ上の姉である。学園で会ったときはしっかり正装していたティンだが、自宅にいる今はノースリーブタートルとプリーツスカートといういでたちであった。その上から青い色のエプロンを着けており、真っ白で華きや奢しやなむき出しの手足が目に眩まぶしかった。

　台所にいってみると、テーブルの上には姉妹たちの言葉通り、豪ごう華かなごちそうが並んでいた。シュンは促うながされるまま、テーブルの端はしの、一番目立つ席に座らされた。今日の主役ということで上座に着いたのだ。

　アリアにティン、クロロの三人も席についた。が、テーブルの席はもう一つ空いていた。まだここにいない人物がいるのだ。

「シュンちゃんが帰ってきたことだし、先にはじめちゃおうかしら～」

「え、いいの？」

「ん～。待ってもいいけど、あの子最近忙いそがしそうにしてたしね～」

　シュンはせっかくだからもうちょっと待とうと言おうとしたそのとき……

　バタッ、タタタタタ、ガチャ「すみません。仕事が終わらなくて、遅れました」

「はいはい～、おかえり、ソフィーちゃん」

「遅いのです！」

「おかえり、六ろく姉ねえ」

　現れたのは、夜空に輝く月のような美び貌ぼうをもつ少女。しっとりとつやのある髪。透き通るように白い肌はだ。人形のように細いあご。優美な曲線を描えがくマユ。蒼そう穹きゆうのようにどこまでも深い瞳ひとみ。桜の花びらのようなクチビル。全すべてが計算しつくされた芸術品のように整った顔立ちを、シュンはよく知っていた。なぜならば、彼女はシュンの一つ下の妹だからだ。

　ジュヴレーヌ王国第一騎き士し団〈終末騎士団デルニエ〉所属の上級騎士、ソフィー・ア・ブラン・シルバーである。王宮から直接戻もどったのか、騎士の制服姿だ。よほど急いで帰ってきたのか、ソフィーの額にはうっすらと汗あせが浮かんでいた。

「じゃ、ソフィーちゃんも戻ってきたし、そろそろ始めましょ～」

　家族が全員そろい、アリアの一言によって、シュンのお祝いは開始された。




　そう、これがシュンの抱える秘密だ。

　ジュヴレーヌ王国で、騎士学園のあらゆる記録を塗ぬり替かえ、最速で卒業していまや王宮の第一線で活かつ躍やくする才女、ソフィー。

　シャンミュニ皇国において、史上最年少の『剣ロ聖ワ』となり、現在大陸最強の剣士といわれる天才少女、ティン。

　この二人はシュンの妹だ。だが、その事実は極ごく秘ひであり、今のところ本人たち以外、その秘密を知るものはいない。

　まぁ、華はな々ばなしい妹たちに対し、シュンは騎士になるどころか退学寸前まで追い込まれたどうしようもない落ちこぼれだ。優ゆう秀しゆうな妹たちとはあまりにかけ離れている。おまけにシュンは顔立ちも、美貌の姉妹たちとはあまり似てない。

　アリアやクロロも、それぞれ別の分野で活躍する才女であり、社会的な地位はシュンなどとは比べるべくもないほどだ。

　……こうやって改めて考えてみると、シュンは自分がつくづく姉妹に劣おとっていると実感して、少し悲しくなってきた。

「なになに～、シュンちゃん元気がないじゃない～」

　と、シュンの表情を見とがめたアリアがやってきた。赤い液体の入ったグラスをもつアリアは、先ほどから上じよう機き嫌げんである。

「姉さん、お酒飲んでるね」

「そうよ～。今日はおめでたい日だもの～。シュンちゃんも飲むといいわ～」

「いや、ボクはいいよ」

「いいからいいから～」

　強ごう引いんに、アリアがシュンのグラスにもお酒を注ついでいった。まぁ、少しくらい飲んでも問題ないだろう、とシュンは自分を納なつ得とくさせた。

「兄、元気ない」

　と、今度はティンがシュンを見てつぶやいた。

「ティンの作ったご飯、美お味いしくない？」

「ううん、美味しいよ、すごく」

　これはお世辞抜ぬきに本当だ。ティンは剣以外にも料理という特技があるのだ。こうやって家族が集まったとき、食事を作るのはだいたいティンだ。

「これ、角ブ牛フ肉ブ赤ル葡ギ萄ニ煮ヨ込ンみヌ。自信作」

　と、ティンが得意そうに言う料理を食べてみる。赤黒くしっかりと煮に込こまれた肉は、口の中でほろりと崩れていく。それでいて肉の持ち味は失われておらず、ほどよい酸味が全体を引き締しめていた。ソースに溶とけたバターも、味に深みを与あたえてくれている。

「うん、すごく美味しいよ。けど、こんな料理、いつ作ったの？」

　料理は多数用意されており、短時間で手早く作れる量ではなかった。

「この前からこの国にいるし、ヒマな時間に抜け出して作ってた」

「ヒマな時間って……友好使節団って、そんなヒマなの？」

「ん」

　コクリとうなずくティン……どうやって時間のやりくりをしているのかはナゾだが、この器用な妹ならたぶん問題ないのだろう。

「兄、この前だけど」

「ん？」

「危ないから、ティンの前に出ないほうがいい」

　先日、魔ま獣じゆうに襲おそわれたときのことだろうか。確かに、あの時シュンはティンを守るために前に出た。

「いやぁ、そりゃティンが強いのは知ってるけどさ、体が自然に動いてね」

「兄のクセにムリしないほうがいい。どうせ、兄じゃ勝てないんだから」

　うっ……シュンは、うめく。事実ではあるが、率そつ直ちよくに言われるとやはり傷つく。

「兄は弱いんだし」

「うっ」

「兄が逆立ちしたってティンには勝てないんだし」

「ぐっ」

「兄はティンの邪じや魔ましないで静かにしてた方がいい」

「ぐほっ」

　たぶん、ティンに悪気はない。無む邪じや気きに、残ざん酷こくな事実を口にしているだけだ──だからこそ、シュンの心はズダボロになってしまった。

「……でも、ちょっとだけ嬉うれしかった」

「え？」

　最後の一言、よく聞こえなかったので顔を上げたら、ティンはすでに何事もなかったかのように食事を再開していた。普ふ段だん通りの無表情から、シュンは妹の本心をつかみきれなかった。

「シュン、そのビンをとるのです」

「はいはい」

　クロロに言われ、テーブルの上の黒いビンをとる──のだが。

「って、これお酒のビンじゃない！」

「このあたくし様にお酌しやくさせてやるのです」

　偉えらそうにクロロがテーブルの上のグラスを指さす。今気づいたが、クロロの小さな顔がどことなく赤みを帯びている。すでに飲んでいたのか。

「ダメだよ、クロにはまだ早いよ」

「シュンのクセにつべこべゆーな、なのです！」

「え～、いいじゃない～。今日はお祝いなんだから、無礼講よ、無礼講～」

　アリアが無責任にあおる。というか、アリアはすでにだいぶ酔よっているようだった。

「クロはまだお酒を飲むような歳としじゃないでしょ！」

「ティンだって飲んでるのです！」

「え？」

「ん」

　いつのまにか、ティンも自分のグラスから無表情にお酒を飲んでいた。この子は全然顔色が変わっていないからわからなかった。

「シュンは男のクセに細かいのです！」

「細かいとかじゃなくてさ、やっぱ子供のうちは飲まないほうが……」

「ふんっ、そーやっていつも子供扱あつかいして、どーせ、シュンはあたくし様のことを妹とは思ってねーのです。シュンだけはこの中で血が繫つながってねーのですから」

「クロロッ！」

　鋭するどく、ソフィーが言う。クロロは『口がすべった』みたいな顔で口を押さえ、団だん欒らんの場に一転、緊きん迫ぱくの空気が流れた。

　この中でシュンだけが血が繫がっていない──明言されたわけではないが、シュンたちも分別がつくとそのことをなんとなく悟さとっていた。

　優秀な姉し妹まいに囲まれて、シュンだけは明らかに劣っていた。父母の特とく徴ちようを受け継ついでいる姉妹たちに対し、シュンだけは父親と母親、どちらにも似ていなかった。シュン一人だけが持つ違い和わ感を、家族は自然と気づいていた。

　だからこそ、家族の中でそのことは禁句になったのだ、暗あん黙もくの了りよう解かいとして。

「ははははは、まったくクロはワガママばっかり言って困るなぁ」

　静まった空気をごまかすように、シュンは愛あい想そ笑いを浮うかべた。

「ちょっとだけだよ」

　はい、と、シュン手ずからクロロのグラスにお酒を注いであげた。クロロは、「あ、ありがとなのです」と、受けとってグラスに口をつげる。

「シュンちゃ～ん、お姉ちゃんにもお酌して～。もう一杯ぱい～」

　と、アリアも浮かれた声でテーブルのグラスを指さすので、しかたないなぁ、とシュンはそちらにも注いであげた。

　ティンは無表情のまま我関せずとしてるし、ソフィーは少しだけクロロを睨にらんでいたが、やがて何事もなかったように食事に戻った。

　そう、これでいいんだ……シュンは、思う。せっかく久々に会った家族だ。シュンのせいで変な波風を立てたって誰だれも喜びはしない。

　チラチラ……クロロがシュンを見てくる。なにか、言いたいことがあるけどうまく言えない様子だ。口を滑すべらせたことを謝りたいのかな、とシュンは察したが、変に謝られる方が、かえって気にしてるみたいで困る。ここは何事もなかったようにするのが正解だ。

「クロ。もうちょっと飲みたいの？」

「え？　あ、うん……です」

「今日だけ、特別だよ」

「ふ、ふんっ、シュンがどーしてもあたくし様にお酌したいなら、させてやるのです！」

　と、クロロもようやくいつもの調子でシュンに命令してきた。これで雰ふん囲い気きも元通りだ。シュンは一安心しつつ、クロロのグラスにお酒を注いであげた。

　……が、しばらくたって、安心したことを少しだけ後こう悔かいした。

「だいたい～、シュンは～、だらしなすぎるのです」

　クロロがなぜか、真っ赤な顔でシュンの膝ひざの上に座っていた。理由はわからないけど、けっこうお酒を飲んで酔いが回ってきたところで、クロロが勝手にシュンの上に乗ってきたのである。『シュンはあたくし様のイスになるのがお似合いなのです』とか言って勝手に乗り込んできた。まぁ、それはいい。クロロがもっと小さかった頃ころは確かによくヒザの上に乗せてあげていたし、小こ柄がらなクロロに乗られても重いとは思わない。お酒を飲んだせいか、少し熱いくらいの体温が直接シュンに伝わってくるけど、それも不快ではない。

「シュンはあたくし様がいないとなにもできねーのです、わかってるのですか？」

「あぁ、うん、そうだね」

「今回だって、シュンが退学になるとソフィーが連れん絡らくしてきたから、大天才のあたくし様がいろいろ考えてやったのです」

　なるほど、今回の件、裏でクロロが糸を引いていたのか、とシュンは気づいた。クロロはこの中で一番年下だが、本人が豪ごう語ごするだけあって知能は一番高いのである。普段もシュンたちのブレーン役を務めることが多い。

「シュン、あいかわらずマヌケな顔してやがるのです、ほんと、シュンはどーしよーもねーのです」

「うん、どうでもいいけどさ、クロ。君が今話しかけている相手はティンだよ」

「ん」

　クロロは酔いのせいか、無表情にイスに座ったティンをシュンと勘かん違ちがいしているようだった。だがクロロはシュンの膝の上に座ったまま、ふん、と息を漏もらした。

「ま、いくら騎き士しになってもクズシユンはどこまでいってもクズシユンなのです！」

「今けっこうひどいルビのふりかたしたよね？」

「しかたがねーから、クズシユンのめんどーはこのあたくし様が一生見てやるのです、ほら、わかったらあたくし様に泣きながら感謝するのですよ、シュンクズ！」

「ルビが逆になった！　あと、キミが話しかけてるのはティンだからね」

「ん」

　無表情にお酒を飲みながらティンは辛しん抱ぼう強づよく妹の話につきあっていた。シュンの膝の上のクロロは酔いが回ったか、楽しそうにケタケタ笑いながら体を振ふり回す。どうでもいいけど、小さなお尻しりがはげしく動くので、シュンの脚あしの上から落ちないか少し心配だった。さりげなくクロロの腰こしに手を回して、落ちないように気づかってあげる。酔っているせいか、シュンがさわっていることにクロロは全然気づいてなかった。

「…………」

「まったく、今日のシュンはやけに静かなのです。やい、シュン。少しはしゃべったらどーなのですか？　シュンも飲みやがれ、なのです！」

「…………」

　クロロがティンに絡からみ出した。ティンが無口なのはいつものことなのだが、さすがのティンも少しめんどうになってきたのか、微び妙みように眉まゆをしかめている。

「えっとさ、クロ。そろそろお開きにして、もう寝ねた方が……」

「シュンはうっせーのです！　あたくし様はシュンと話してるのですから、シュンはジャマするな、なのです！」

「うん、どう考えてもおかしいよね、そのセリフ」

「ほら、シュン、飲みやがれ、なのです！」

　グイグイと、お酒の瓶びんをティンに押しつけるクロロ。ティンはしばらく無言だったのだが、ついにたえかねたか、クロロの手からビンをもぎとった。

「んっ……」

　あろうことか、ティンはそのビンの中身をラッパ飲みにし始めた。慌あわてたのはシュンだ。

「ティン、ダメだよ、そんな飲み方したら！」

「……平気」

　ビンの中身は半分くらいしか残ってなかったが、ティンはほとんど一息で飲み干し、ダンッと乱暴に空き瓶をテーブルに置いた。平然としたティンの顔には変化がない……いや、よく見ればかすかにほっぺたが桜色になっているかも？

「…………」

　ティンはそのままクロロに手を伸のばすと、襟えり首くびを鷲わしづかみにし、グイともちあげた。

「にゃぅっ、なにしやがるですか！」

　ジタバタ、クロロが暴れるが、ティンは片手で軽々とクロロを持ち上げている。剣けん聖せいのティンなら、小柄な妹一人を持ち上げるなど軽いものなのだろう。小柄と言っても、ティンとクロロではそこまで体格に差はないのだが。

「……十じゆう妹いもはジャマ」

　ポイ、とクロロを床ゆかに投げ捨てるティン。あっ、と驚おどろくシュンの前で、そのままティンがシュンの膝の上にお尻をのせてきた。

「え、ティンどうしたの？」

「……ここはティンが座る」

　と、今までクロロが座っていた場所をティンが占せん拠きよした。なんでだろう、心なしか、ティンが嬉しそうな顔をしている。なんていうか『今までガマンしていたものをついに手に入れたぜ、ヒャッハー』みたいな顔だ。いや、ティンはヒャッハーなんて言わないけど、なんとなく。

「……ふ、ふえぇぇぇぇぇぇんっ、ティンがあたくし様のイスをとったのですぅぅっ！」

　と、床の上にすわりこんだクロロがかん高い声で泣きだした。酔っているせいか、子供みたいに泣いている。年ねん齢れい的にいえばクロロは十分子供だけど、普ふ段だん大人ぶっているクロロが泣くなんて珍めずらしい。

「あぁ、クロ、大だい丈じよう夫ぶ……」

「……兄、立ったらダメ」

　膝の上のティンが、立ち上がりかけるシュンを押し止とどめた。確かにこのまま立ち上がったらティンが落ちてしまうが……

「ふえぇぇぇぇぇ、アリアァァァァッ、ティンが、ティンがぁぁぁっ！」

　涙なみだ目めのクロロはそのまま一人マイペースにお酒を飲んでいたアリアに駆かけ寄った。アリアはよしよし、と慣れた様子で小さな妹をあやしはじめた。

「はいは～い、クロちゃんは今までずっと座ってたでしょ～？　ティンちゃんにそろそろ交代してあげてもいいんじゃな～い？」

「でもっ、シュンはあたくし様が先にとっていたのにぃぃぃ」

「そんなこと言ったらお姉ちゃんなんてクロちゃん達が生まれる前からとっていたのに、あなたたちにシュンちゃんをとられちゃったのよ？　お姉ちゃんのほうがよっぽどかわいそうだと思わな～い？」

「姉さん、いきなりなに言い出すの！」

　そんな、先着一名様限定販はん売ばい、みたいなノリで言われても……

「お姉ちゃんだってできるものなら、ティンちゃんを押しのけてシュンちゃんの上に乗りた～い」

「姉さんは、正直カンベンして欲しいなぁ……」

　子供のティンやクロロと違ちがって、すでに成熟した体つきのアリアに乗られたりしたらいろいろと困る……

「なに、シュンちゃん。今のセリフはどういう意味？　お姉ちゃんが重いって、お姉ちゃんなんかに乗られたら潰つぶされちゃうって、そういう意味なわけ～？」

「姉さん、眼が怖こわいです……」

　なぜか怖い顔でにらまれてしまった。

「イジワルなシュンちゃんなんてもう知らな～い」

　ぷい、と子供みたいに口をとがらせたアリアがそっぽをむいた。怒おこらせちゃったかな、別にシュンが悪いことをしたわけではないはずなのだが……

　コテッ「……くー」

　なんだか、シュンの胸にあたたかいものが乗りかかってきた。見れば、シュンの膝の上のティンがシュンの胸に頭をのせて寝ね息いきを立てていた。

「あーあ、寝ちゃったのかな、ティン？」

「…………ん」

　かすかに声を漏らしたが、意識はほとんどないようだ……思い返せばこの子はけっこうグイグイお酒飲んでいたし、最後はビン半分も一気飲みしていた。ここにきて急に酔よいが回って、眠ねむってしまったのだろう。

「ティン～、寝るなら自分の部屋で寝なよ。カゼ引くよ」

　自分にもたれるようにして寝息を立てるティンに声をかけるが、完全におやすみモードなのか、全然起きない。

「ほら、起きなよ～」

　ほんのり桜色のティンのほっぺたを指先でつついてみる。

　ぷに

　シュンの指先をかすかにはね返すような、適度な弾だん力りよくが感じられた。やわらかくて、とてもさわり心ごこ地ちがよかった。

「ティン～」

　ぷにぷに

　何度もつついてみると、かすかにティンが声を漏らした。

「……ん」

　ぷにぷにぷに

　起きそうなので、さらにつついてみる。すると、予想外の反応が返ってきた。

「…………んっ」

　ちゅっ

　いったいなにを勘違いしたのか、ほっぺたをつつくシュンの指をそのままティンは口にふくんだのである。

「え？　ちょっ、ティン、ボクの指はお菓か子しじゃないよ？」

「……ん」

　くちゅ、ぴちゅ

　嚙かみつかれるかと思ったが、違った。そのままティンはシュンの指に吸い付いたのである。なにかを吸い出すように、シュンの指をしゃぶりだしたのだ。

　……なんていうか、人の口の中ってけっこう柔やわらかいなぁ……

　体験したことのない感覚に、シュンは思わずそう思った。ティンの口の中でやわらかい舌がシュンの指にからみついてきて、くすぐったいながらもなんていうか、ちょっと気持ちいい感覚だった。

　ちゅっ、くちゅっ、ちゅ

　口をすぼめてシュンの指に吸いつくティンは、普段の無口な姿からは考えられないくらい子供っぽかった。まるで母親のオッパイに吸いつく赤ん坊ぼうだ。

　……母さんがいなくなって、ティンもやっぱり寂さびしいのかな……

「で、兄さんはさっきからなにをやっているのですか？」

「え？　あ、ソフィー!?」

　いつのまにかシュンの背後に立っていたソフィーが、シュンとティンをのぞきこむように見ていた。気のせいか、少し怖い顔をしている。

「い、いや、別にそんな、変なことをしているワケじゃないんだけどね……」

「幼い妹に自分の指をしゃぶらせる兄がどこにいるのですか？　十分変だと思いますが」

　腕うでを組み、冷え冷えとした眼めでシュンを睨にらむソフィー。酔って騒さわがしいクロロたちの陰かげに隠かくれて目立たなかったけど、ソフィーもずっとこの部屋にいたのである。シュンがティンにしていたことも、もしかしたら最初から見ていたのかもしれない。

「いや、そのね、これはなんていうか……」

　ちゅっ、ちゅぅっ

「いいかげんティンの口から指を出して下さい！　衛生の問題があります！」

「あ、ごめん」

　ちゅぽっ、あわてて指をひきぬくと、んっ、とティンがなぜか艶つやっぽい吐と息いきを漏もらした。

「いや、でもね、いちおうボクだって食事の前には手を洗っておいたし、そんな手が汚きたないワケじゃないんだよ？」

「わかっています。私も別に兄さんを汚いと言いたかったわけではありません……」

　ソフィーがなぜか、そこで口ごもった。

「……おもに私の精神衛生上の問題……」

「え？」

「なんでもありません」

　なぜかソフィーが不ふ機き嫌げんそうだった。なんなのだろうか、急に？

「あらら～、クロちゃんも寝ちゃったわ～」

　と、クロロをあやしていたアリアが声をあげる。見れば、アリアの腕の中でクロロも寝息を立てていた。

「じゃ、今日はこのあたりで、お開きってことでいいわよね～？」

　アリアの言葉にシュンもソフィーも異論はなかった。年少組が眠ってしまったのもそうだが、シュンたちだって食事もすでに終わっている。

「……あ～、お姉ちゃんも少し飲みすぎたかしら～」

　ふらふら、アリアがあぶなっかしい歩き方をしている。

「姉さん、大丈夫ですか？」

「ん～、お姉ちゃんは平気だけど～、悪いけどクロちゃんのことお願い～」

「はい、わかりました」

　と、眠ったクロロを受けとるソフィー。アリアはそのままふらふらしながら歩き出した。

「じゃ～、ここの片付けは明日あしたするってことで、もう解散ってことにしましょ～」

「えぇ、わかりました、お休みなさい、姉さん」

「お休み、姉さん」

「はい～、おやすみなさ～い」

　ふらつきながらもアリアは自分の脚あしで部屋へ戻もどっていった。シュンとソフィーは互たがいの顔を見合わせる……リビングは今まで飲み食いしていたおかげで少し散らかっているが、これから片付ける気はあまりしない。

「……とりあえず、この子達を部屋に寝ねかせましょう」

「だねぇ」

　ソフィーと共に、シュンはクロロとティンの部屋へ行くことにした。シュンはティンを、ソフィーはクロロをかかえている。騎き士しの腕わん力りよくならば、小こ柄がらな妹の体など軽いものだ。シュンは一つ下の妹と並んで廊ろう下かを歩く。

「……なんだか今日は、みんなめずらしくはしゃいでいたね」

　アリアがふらふらになるまで酔うなんて珍しいし、ティンやクロロにいたっては完全に酔いつぶれている。こんなこと、今までなかったことだ。

「みんな、嬉うれしかったのですよ」

「なにが？」

「兄さんが騎士になれたことが、です」

　なにを当たり前のことを言っているのですか、とソフィーが言う。

「ティンもクロロも、なんだかんだで兄さんの将来を心配していましたからね」

「……不出来な兄でごめんね」

「謝ることではありません。それに内定がもらえたのですからいいではありませんか」

「そうだね」

「それと兄さん。なんとなく言いそびれてしまいましたが、おめでとうございます。もちろん私も、兄さんが騎士になれてとても嬉しく思っていますよ」

　ソフィーが微び笑しようしながら告げてきた。その言葉はやや不意打ちぎみだったので、シュンとしてもちょっととまどってしまった。

「あ、うん、そうだね、その……ありがとう」

　なんとなく気き恥はずかしくなって、シュンはごまかすように前を見た。

「あー……それにしてもティン、よく寝てるね」

　くーくー寝息を立ててティンはシュンの手の中で寝ていた。歩く振しん動どうでティンの銀ぎん髪ぱつがさらさらとゆれている。

「こうやってみると、すごく子供らしいよね……正直、剣聖とは思えないくらいスキだらけで寝てるよね～」

「それは兄さんだからです」

　あっさり、ソフィーが答える。

「兄さんを信しん頼らいしているから、ティンはそこまで眠っているのです。もし私がティンをかかえていたら、たぶんティンはここまで熟じゆく睡すいしません」

「そんなことないでしょ？」

「いいえ。ティンは姉し妹まいの中でも一番気配に敏びん感かんです。ティンがそこまで自分の無防備な姿をさらすのは、たぶん家族の中でも兄さんだけです」

　ソフィーが断言するように言うので、シュンとしてはそれ以上反論のしようがなかった。




　その後、ティンとクロロをそれぞれの部屋のベッドの上に寝かせ、ソフィーにおやすみ、と告げてシュンは一階の隅すみにある自室へと戻った。ベッドと木製の机とイスが置かれただけの簡素な部屋。あまりにも生活臭しゆうがないが、それはしかたがない。

　この家は、シュンと四人の姉妹が集まるために数年前に購こう入にゆうした家だ。だが購入以来、シュンたちがこの家で過ごした時間は、一ひと月つきにも満たないだろう。シュンは騎士学園の学生なので普ふ段だんは寮りよう生活をしているし、シュン以外の面々はシュン以上に多た忙ぼうだし、結局みんなそうそうこの家に帰ることはできないのだった。

　少し飲みすぎたかな、とシュンは呟つぶやきながらイスに腰こし掛かけた。アリアたちほどではないが、シュンもそれなりに酒を口にしたのである。あまり酒に強い体質ではないので、じつはシュン自身も歩くと少しふらふらする。

　シュンはそこで机の引き出しに手を伸のばした。カギのかかった引き出しのカギを解除して、中身を出す……それは、一枚の写真だ。シュンにとって、最も大切な宝物であり、そしてシュン最大の禁きん忌きがそこには写っていた。

　もしこれを他人に見られれば、シュンの身は破は滅めつする。見られる危険を考えれば、こんな写真は燃やしてしまったほうがいいだろう。だが、シュンはどうしても、これを焼き捨てることができなかった。

　コンコン

　と、シュンの部屋の扉とびらがノックされた。誰だれかな、と思ったが、この家にいる人間の中で今シュンをたずねてくる者など一人しかいない。

「ソフィーかい？　どうぞ」

「失礼します、兄さん」

　シュンの予想通り、扉をあけてきたのはソフィーだった。すでに騎士の制服からゆったりとした寝しん具ぐへと着き替がえている。その手には水差しののったトレーがあった。

「ノドが渇かわいているかと思って水を持ってきました」

「うん、ありがとう」

「あと、クルクマを煎せんじたものもお持ちしました。苦いですが、お酒が翌日に残らないと言われています」

　どうやら、シュンが飲みすぎているのに気づいていたようだ。その気づかいはありがたい。水と薬湯をいただくことにする。

「兄さんは、なにを見ていたのですか？」

　シュンの手元の写真に視線をむけるソフィー。うん、とシュンはその写真を妹に見せた。

「……みんなの写真ですか」

「うん。最後の一枚だよ」

　それは、とある家族の集合写真だった。

　総勢で十人以上の大家族。特とく徴ちよう的なのは、写っている人間の大半が女性だということだ。

　場所はどこかの森の中だろうか。中心に両親とおぼしき大人の男女が立ち、その周囲を、様々な年ねん齢れいの子供たちが取り囲んでいる写真だ。写真の中にいる男性は、父親とおぼしき人物と、そのすぐそばに立つ十歳くらいの少年の二人だけ。それ以外は全員女性だ。

　写真の中の少年、それは四年前のシュンである。ソフィーももちろん写っている。シュンのすぐ隣となりで、少しはにかんだような顔で隣に立つ兄を見つめていた。アリアは陽気そうに手を振ふっている。ティンはこのころから感情を出さない子供だった。クロロはせいいっぱい背せ伸のびをして自分を大きく見せようと必死になっている。

　それ以外にも大勢いる少女たち──彼女たちもまた、シュンの家族、姉妹だ。

「他の姉妹みんなは、今どこにいるのかな」

「どうでしょうね……ヴィオニエあたりは、心配する必要はないと思いますが」

　ソフィーの声が、少しだけ硬くなっていることにシュンは気づいた。

「あいかわらずヴィオと仲が悪いままなの？」

「悪いわけではありませんが、あの子の考えにはついていけません」

　憮ぶ然ぜんとした様子のソフィー……この家にはいない姉妹たちとは、とある事情から現在連れん絡らくを取り合っていない。さらにいうなら、最後はほとんどケンカ別れのような形で姉妹たちはバラバラになってしまったのだ。

　シュンは、そのことが今でも悔くやまれる。自分のせいで、仲のよかった家族はバラバラに……いや、やめよう。今グチグチ言ってもしかたない。

　さらり、とソフィーの髪かみがシュンの鼻先でゆれた。そこでシュンはようやく、ソフィーが立ったままであることに気づいた。

「あ、ゴメンね、ソフィー。イスは……一つしかないんだった」

　シュンが座っているイスしか、この部屋にはない。シュンがベッドに座って、イスはソフィーにゆずればいいか、と思ったのだが。

「いいえ、イスならここにあります」

　スッ、っと自然な仕草でソフィーはシュンのヒザの上に乗った。えっと、シュンは思わず手に持っていたグラスを落としそうになってしまった。先ほど乗っていたティン達と比べれば少し重いが、その分ダイレクトにソフィーの肉体の触しよつ感かんが伝わってくる気がした。

「えっと……どういうことかな、ソフィーさん？」

「ティンやクロロはいいのに、私が座ってはいけませんか？」

「いや、いけないわけじゃないけど……いろいろマズイでしょ？」

　ティン辺りなら完全に子供だから別に気にしなかったけど、ソフィーはさすがにマズイ。アリアほどではないけど、ソフィーの体はそれなりに発育もいいわけで、ももにあるソフィーの柔やわらかなお尻しりの感覚が気持ちいいというか……いや、変なことを考えるな、とシュンは自分に言い聞かせた。自分の妹に向かって変な気持ちになってどうする！

「……兄さん」

　ささやくようなソフィーの言葉。甘あま酸ずっぱい香かおりがソフィーからはただよってきて、シュンは無意味に胸が高鳴った。

「な、なにかな？」

「リュリシア王女殿でん下かとずいぶん仲がいいようですね」

「…………」

　ここでそれを聞くか……シュンは、思わず逃にげ出したくなったが、シュンの上にソフィーが座っているというこの状じよう況きよう、物理的に逃げるのは不可能だった。

「そ、そんなことはないよ？」

「そうですか？　私の知らないうちに、ずいぶん仲よくなっているように見えましたが」

「いやぁ、ボクもよく知らないんだけどさ、いつのまにか向こうから話しかけてくるようになってね」

「またそのパターンですか」

　ソフィーが、なんだか呆あきれたような声を漏もらした。

「兄さんはそうやって、すぐ女の子と仲良くなりますね」

「そんなことはないはずだけど……」

　まぁでも、姉妹の多い家庭で育ったシュンは、どちらかというと、男よりは女の子と会話しているほうが気が楽だったりする。

「ソフィーは、なんだかリュリシアさんと仲が悪いみたいだけど……」

「……そうですね。いろいろあったもので」

「いろいろ？」

「……私はもっと兄さんと一いつ緒しよに学園生活をしたかったのに、彼女がいたせいで私は先に卒業しなくてはいけなくなって……」

「どういうこと？」

「いえ、兄さんに言ってもしかたのないことです。気にしないでください」

　そう言われると逆に気になるのだが……

「それよりも、兄さんの元気がないのが気になります」

「え？　そんなことないよ」

「今日はずっとなにか考えているようでしたよ。ティンも不思議がっていました」

「…………」

「私たちの手を借りて騎き士しになったことが、不満でしたか？」

「不満、ってわけじゃないけどね」

　ソフィーもティンも、指示を出したクロロも、シュンのためにやってくれたことだ。そのことは素す直なおに嬉うれしい。

「けど、不正をしたようで心苦しいと？」

「少し、ね……」

「いいではありませんか、兄さん」

　ふにょん、ソフィーが、シュンのヒザの上でシュンに抱だきついてきた。ふにゃりと、ソフィーの胸の柔らかい部分がシュンとの間で押しつぶされて形を変える。

「な、なに、ソフィー？」

「兄さんと私たちは、家族です。家族が困っているときに助け合うのは、当然のことです。兄さんはむしろ、もっと私にたよってくれていいくらいです」

　ふにょふにょ……シュンの体の表面で柔らかい双そう丘きゆうが形を変えている。すごく気持ちいいけど、それはさすがにマズイとシュンは離はなれようとしたが、体にソフィーの手が回されているせいでどうしようもなかった。

「え、えっとさ、ソ、ソフィーさん。もしかして、キミもけっこう酔よってるのかな？」

「そうかもしれません」

　ふふっ、微び笑しようを漏らすソフィーは、これまでシュンが見たことがないほど、艶美な笑えみを浮うかべていた。

「確かに今の私は酔っています……兄さんという存在に、陶とう酔すいしています」

　確実に泥でい酔すいしていらっしゃる!?……シュンは内心で悲鳴を上げた。そう言えば、食事の時もソフィーはシュンたちとはあまり会話せず、クロロにからまれるシュンを見ながらハイペースで酒を吞のんでいた気がする。

「熱いですね、兄さん」

「うん、そりゃ、こんなにくっついてたらね！」

　上半身がお互たがい密着しているから、互いの体温がはっきり感じられる。同時にソフィーの胸のふくらみがシュンの上でもにもに弾はずむように形を変える。

「ソ、ソフィー、落ちついて、そう、落ちつこうよ」

　シュンは慌あわててそう言うのだが、シュンの首に回されたソフィーの手は力強く、とても離れることはできそうになかった。それどころか、シュンの耳に触ふれそうになるくらい唇くちびるを近づけたソフィーは、シュンの耳みみ朶たぶを愛あい撫ぶするかのような甘い声を出す。

「私は十分に、落ちついていますよ、兄さん」

「でも……」

「私はこれでも冷静に状況を判断できます──だって、アリア姉さんもティンもクロロも、この家にいるみんな、酔いが回って今いま頃ごろは寝ねているはずです。つ・ま・り、この部屋に来て私達のジャマをする人は、どこにもいないということですよ、兄さん」

　なんてこった！……シュンは思った。てっきり酔っていると思ったソフィーだが、意外と頭が回る。というか、彼女はいったいシュンの部屋でなにをする気だ。

「ねぇ、兄さん……ようやく二人きりになれました」

「う、うん、そうだね」

　なんだろう、この感覚。抱きついてくるソフィーの体からは甘く、シュンを惑まどわすような香りがひっきりなしに漂ただよってくる。シュンはソフィーをはらいのけることもできず、あたかもヘビに捕ほ獲かくされた獲え物もののような錯さつ覚かくをおぼえてしまう。

　んーっ、とソフィーがシュンの胸に顔を近づけて大きく息を吐はいた。そのせいで、シュンはソフィーの香りをより強く感じることになってしまう。

「な、なにをしているの、ソフィー？」

「兄さんの存在を身近に感じています」

「そ、そうなんだ……」

「兄さんはいつもクロロやティンばかりかわいがって、最近私の相手をしてくれません」

「うん、それはその……ゴメンね」

「なら、今夜は私の相手をしてくれますね？」

「…………え？」

「してくれますね」

「えっと……」

「してくれないんですか？」

　うるっと、ソフィーの目から涙なみだがこぼれ落ちそうになった。シュンはあわてて首を振る。

「するよ、する、ソフィーが満足するまで付き合うから」

「はい、ありがとうございます」

　にっこり笑うソフィー……あれ？　泣いたと思ったのに……シュンは、なんだか妹に手玉にとられているような錯覚を覚えた。

「さぁ、兄さん……ベッドに行きましょう。そして、イイことをしましょう」

　ソフィーが、シュンの耳もとでささやく。ささやきながらふーと息を吹ふきかけるのはやめて欲しい。正直、背筋がゾクゾクしてしまう。

「い、いいことって、なにかな？」

「昔から、兄さんがこういうとき、よくしてくれたことですよ……」

　なにをしたっけ……シュンは、自分の記き憶おくを探さぐった。

「それって、まさか……」

「さぁ、兄さん、行きましょう。夢ゆめ心ごこ地ちの快楽の果てへ……」

　そして──

「……まぁ、こういうことなんだね、ソフィーのいいことって」

　ベッドの上、ソフィーは静かな寝ね息いきを立てている。隣となりに眠ねむるシュンの体に両手を回し、安心しきった顔でよく寝ていた。

「そりゃぁね、昔ソフィーが夜眠れないときはよく一緒に寝てあげたけどさ……」

　もうあの時とはお互い立場が違ちがうはずなのに、ソフィーはシュンを抱き枕まくらがわりに眠っているのだった。シュンの胸むな元もとにソフィーは顔を押しあてていて、彼女の寝息が少し熱く思えるくらいに感じられた。

「……ま、たまにはいいか。今日だけだよ」

　よく考えたら、今日は家に帰ってからソフィーと全然会話できなかったし、それで寂さびしい思いをさせすぎたのかな、とシュンは思った。添そい寝をするくらいこころよく引き受けてあげようではないか、シュンは、窓からかすかに入る月光に浮き上がるソフィーの寝顔を見ながらそう思った。




　──そして窓からの光が、シュンの机の上も照らし出していた。

　机には先ほどシュンたちが見た家族の写真があった。

　少し人数は多いが、ごく普ふ通つうの家族の集合写真。それだけを見ればほほえましい光景だ。

　だがそれを他人が見れば、誰だれもが違い和わ感を覚えるだろう、写真の中央に写った人物に。

　多くの子供たちに囲まれ、やさしげな微び笑しようを浮かべる一人の女性──シュンたちの母親。

　彼女には、明らかにおかしいところがあった。

　彼女の長い髪かみの間から、長く曲がりくねった角が伸のびているのだった。

　それは明らかに人間ではなかった。

　シュンたちの母親は、魔族だ。それも、人類最大の天敵と言ってもいい。

　彼女こそは数十年前、大陸全土を捲まき込む大戦争を勃ぼつ発ぱつさせた全すべての元げん凶きよう、闇あん黒こく大陸を支配する〈魔王コシユマル〉その人である。

　その隣に立つシュンの父親、こちらは人間だが、彼にも秘密がある──彼は、その〈魔王コシユマル〉と相打ちになったと伝えられる伝説の勇者、〈天聖騎士エヴアンジル〉である。




　人類の英えい雄ゆうである〈天聖騎士エヴアンジル〉と、人類の仇きゆう敵てき〈魔王コシユマル〉。その間に生まれた子供たち──それが、シュンたちのかかえる最大の禁きん忌きだった。








第三章　妹と王女と迫せまる危機









　ジュヴレーヌ王国王都ベルナルデ・ピィ王宮──

　ペルデはその日、自室で部下からの報告書に目を通していた。

　ペルデほどの立場ともなれば、王宮内に自分専用の執しつ務む室があった。数十人以上が入っても余よ裕ゆうがあるほど広い部屋には、きらびやかな調度品が下品にならない程度に配置されてあった。

「あー、ノドが渇かわいたなぁ」

　部屋の中に声が響ひびいた。たった今まで、部屋の中にはペルデしかいなかったはずである。だがペルデが顔を上げてみると、部屋の真ん中にしつらえた来客用のソファーの上に座る人物がいた。

　少女である。十代半ばとおぼしき背格好。軽くカールのかかったセミロングの髪をもつ、目鼻立ちのはっきりした少女だった。胸元を隠かくすだけのチューブトップにホットパンツという姿。肩かたやお腹なか、それに胸の谷間がむき出しで、かなりきわどい服装であった。

　ソファーの背もたれの上でのけぞるように体を投げ出し、逆さまにペルデの方を見ている。そんな格好をされると、挑ちよう発はつ的にふくらんだ少女の胸がチューブトップを押し上げて、とても目のやり場に困る格好であった。

　が、ペルデは少女のそんな姿に興味などなかった。彼女のいきなりの出現にもまったく動じることなく、むしろ不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆ根ねを寄せていた。

「貴様か」

「ノドがかわいたよ。この部屋の主あるじは、客人にたいしてお茶の一杯ぱいも出さないのぉ」

「わたしは貴様と会う約束をしていないし、この部屋に招き入れたおぼえもない。つまり貴様は、わたしの客人ではない」

「つれないこといわないでよ、ペルデのオッサンさぁ」

「誰がオッサンだ!?」

「あたしから見たら、あんたなんて十分オッサンさ。ねー、シラー？」

　少女が声をかける先、いつのまにかもう一人、新たな人物が部屋の中に存在していた。こちらもやはり、気づけばそこにいた、という感じで、部屋の壁かべにもたれるようにして腕うでを組みながら立っていた。

　こちらは黒い少女だった。露ろ出しゆつ過多な相方の少女と違って、全身を真っ黒なボディスーツですきなく包んでいる。ただ、それはピッチリと全身を包んでいるせいで、少女の体のラインが完全に浮うき出ていて、ある意味相方以上に過激な服装である。
















「…………」

「おまえ相変わらず無口だね。少しはしゃべればいいのにさぁ」

　黒い少女、シラーは黒い髪を背中で丁てい寧ねいに束ね、鋭するどい眼まな差ざしで虚こ空くうを見つめたまま、無言である。スラリと長身ではあるが、相方に比べ、体の凹おう凸とつが乏とぼしい。が、全身からただよう怜れい悧りな雰ふん囲い気きが、少女を抜ぬき身の刃は物もののように鋭く危険な存在だと知らせてくれているようだった。

「えぇい、何をしに来た、ヴィオ！」

　ヴィオ、と呼ばれた少女はにゅふふ、と笑みをこぼした。

「怒おこんないでよ。そんなだから、ソフィーなんていう新入りに舐なめられるのさぁ」

「なんで貴様がそんなことを知っている」

　ヴィオはさらに愉ゆ快かいそうに笑った。

「あの女とはいろいろ因いん縁ねんがある関係でさ、いつも様子を見てるのさ……ねー、シラー。やっぱノド渇いたからさ、飲み物とってよぉ」

　シラーは無言のまま歩き出した。

「あ、そこそこ、その棚たなの奥から、なんかうまそーな匂においがするよぉ」

　ひくひく、ヴィオが小さな鼻をひくつかせ、壁に設置されたキャビネットを指さす。ペルデの顔色が変わった。

「こら、貴様、勝手なことをするな！」

「ケチケチしないでよ、オッサンさぁ」

　キャビネットの扉とびらにシラーが手をかける。ガチャッ、鍵かぎがかかっていた。

「開けて、シラー」

　バキッ。シラーは無言のまま、鍵のかかった扉を片手で引きちぎってしまった。ペルデはあきれ果てて、頭を抱かかえた。

「貴様等……もう、怒る気にもなれん」

「ん～、なんか高そーなビンあるじゃん。もらうよ、オッサン」

　シラーが棚の奥から琥こ珀はく色いろのビンを取り出した。蒸留酒の入ったビンである。

「貴様、酒を飲めるような年ねん齢れいなのか？」

「ケチケチすんなって、減るもんじゃないしさぁ」

　どう考えても飲まれたら減るのだが、そんな細かいこと、ヴィオは気にしなかった。

「だいたいさ、ここオッサンの仕事部屋でしょ。オッサンこそ仕事中にこんな酒飲んでいいのぉ？」

「わたしが飲むためにおいてあるわけではない。急な客人が来たとき、手て土産みやげにわたしたりするのに使うのだ」

「ふーん。ま、いいや。シラー、フタ開けてぇ」

「…………」

　やはり無言のまま、シラーはビンのフタを手刀ですっぱり切り落とした。物静かだがこのシラーという少女、やることなすことが物ぶつ騒そうである。

　手て渡わたされたビンの口にヴィオは直接口をつけ、ゴクゴクと、無ぶ遠えん慮りよに飲み始めた。

「……かーっ、効くねぇ、この酒。オッサン、いい趣しゆ味みしてるじゃん」

「いいかげんに用件をいえ。まさか、酒をたかりにきただけではあるまいな」

　もう酒のことは諦あきらめ、ペルデはいらだちとともにデスクの天板を指先で叩たたいた。ヴィオは酒のせいか、少し頰ほおを赤らめてにゅふっと笑いを漏もらす。

「なぁに、いつもの用事だよ。あの人からの、言葉を伝えに来たのさぁ」

　酒をラッパ飲みしながらヴィオが続ける。

「礼の件、やるよ」

「本当にやるのか？　今がどういうタイミングか、わかっているのか？」

　ペルデの言葉に、ヴィオは平然と告げる。

「シャンミュニ皇国の使節団が来てるんでしょ。おまけに剣けん聖せいが同行している国こく賓ひんさ。使節団の来訪中になにか問題があれば、国際問題さ──だからこそ、このタイミングでやるのさぁ」

「一歩間ま違ちがえれば国際問題どころか、国際紛ふん争そうに発展するぞ」

「それがオッサンの目的のはずさぁ」

　空になった酒さか瓶びんを片手で振ふり回すヴィオ。

「あの人の言葉だよ──この大陸には平和が長く続きすぎた。そろそろ戦争が必要だ──その考えに、あんたも賛同したんじゃないのぉ？」

「…………」

「オッサン、正直になりなよ。騎き士しの仕事は戦うことさ。なのに肝かん心じんの戦争がなくちゃ、騎士は存在価値がなくなっちゃう。そうなって一番困るのは、オッサンでしょぉ」

「貴様達の意見に賛同する気はない」

　ペルデが、告げる。

「だが、北方侵しん略りやく戦争で経験豊かな騎士の多くが死んだ。今いる騎士は大半が戦争を知らない世代だ。今の王国が目指す国際協調軍縮体制は、あまりに愚おろかしい。魔族がいつ再侵しん攻こうしてくるかわからないこの状じよう況きよう、王国の未来を護まもるには、戦争は必要悪なのだ……」

「にゅふふ、それでいいんだよ、オッサン」

　ヴィオがニヤニヤしながらうなずく。

「オッサンは、オッサンの目的であたしらを利用する。そのかわりオッサンは、あたしらを見み逃のがす──もちつもたれつってやつさ。深く考えないで、気楽にいけばいいのさぁ」

「……世も末だな。貴様たちのような小こ娘むすめが、こんなことを企くわだてるとはな」

「オッサンたち、大人の教育が悪いから、あたしらみたいなのが育ったんだと思うよぉ」

　ヴィオは口元を面おも白しろそうにゆがめた。

「じゃ、用はそれだけだよ。話は済んだからあたしらは帰るね。お酒、ありがと。お礼にちゅーしてあげよっかぁ」

　ヴィオが自分の薄うすい唇くちびるをペロリとなめ、少しだけ前に突つき出した。少女だというのに、驚おどろくくらいその仕草は蠱こ惑わく的だった。

「…………」

「にゅふふふふ、ウソだよ、オッサン。なに本気にしてるのさ。キモイオッサンなんかになんでちゅーしなきゃいけないわけぇ？　そんな罰ばつゲームするくらいならシュン兄にぃにちゅーした方がまだマシだよ。ま、そんなわけでバイバイ、ペルデのオッサン」

　ヒラヒラと手をふり、ヴィオは扉に向かって歩き出した。終始無言のまま、シラーもそれに続く。

　そして──次の瞬しゆん間かんには、部屋の中から二人の少女の姿は消えていた。神出鬼き没ぼつ、まさに一瞬の出来事だった。

「……さて、わたしも、動くとするか」

　一人残ったペルデはそうつぶやきながら、机の上で腕を組んだ。

「ジュヴレーヌヴイーヴ・レ・王国万歳ジユヴレーヌ──全すべては、我が愛する王国のために」







　週明け──シュンは騎士学園に戻もどっていた。そして、またも指導室に呼び出された。

「……今度はなんだろう？」

　正直シュンにとって指導室への呼び出しは、もはや日常茶さ飯はん事じレベルである。今さら呼び出されてもドキドキしたりはしない。が、今回は身に覚えがなかった。

「ま、いっか。行けばわかるだろうし」

　そんな気楽な気持ちで、トントン、と指導室の扉をノックして開く。

「失礼しまーす」

　扉の中、部屋にいたリュリシアとアンジュと、シュンの視線がぶつかった。

「……失礼しましたー」

　シュンはそのまま扉を閉めて、部屋の入り口を確かく認にんする……生徒指導室だ。シュンが今まで何度も呼び出された、見慣れた場所である。

「えっと……」

　少しだけ扉をあけ、おそるおそる中をのぞく……こっちを睨にらむように見つめるリュリシアと目が合った。

「なにをしていますの？　用があるなら中に入ったらいかが」

「あ、うん、そうだね、ゴメン」

　愛あい想そ笑いをしながらシュンは中に入る……さほど広くはない指導室の中、リュリシアがアンジュと共に席についている。シュンを呼び出したミュスカの姿はない。

「……座ったらいかが？」

「あ、いいよ、イスがないみたいだし、ボク立ってるよ」

　イスは室内に二脚きやくしかない。普ふ段だんここに来るときはだいたいシュンとミュスカの二人なので、イスの数はそれでいい。だが、今は既すでに室内に三人もいるのだ。数が足りない。

「アンジュ」

「はい、シュナブランさん、どうぞ」

　リュリシアがうながすと、アンジュが立ち上がり、自分が座っていたイスをシュンに差し出してきた。

「え？　いいよ、そんな、後から来たのはボクだし」

「遠えん慮りよすることはありませんわ。アンジュは、わたくしの付き添そいできただけで、本来呼ばれてはいませんし」

　シュンとしても座った方がいいのかな、と思ったのだが……でもイスを差し出すアンジュの顔が全然笑ってない。というか、むしろその眼まな差ざしは『なにしにきやがったんだ、この童どう貞てい野や郎ろうめ！』とシュンをにらんでいた。いや、アンジュが内心でシュンのことをどう呼んでいるかはしらないから想像だけど。

「……あなた今、なにか失礼なことを考えませんでしたか？」

「え？　なんのこと？」

　この子カンが鋭いな……シュンはあわててごまかしつつ、アンジュの座っていたイスに座った。

「…………」

「…………」

「…………」

　すごく気まずい……シュンは冷ひや汗あせを流しながらそう思った。前回の件でリュリシアとの距きよ離りは少し縮まったかもしれないが、こんな形で部屋の中に一いつ緒しよにいると、なにを話せばいいのかわからない。しかも席をゆずったアンジュはなぜかシュンのすぐ背後に立って無言のプレッシャーを放っている。リュリシアはともかく、アンジュは明らかにシュンのことを嫌きらっている。この空気は、気まずすぎる。

「……リュ、リュリシアさんも、ミュスカ先生に呼ばれたの？」

「えぇ」

　うなずくリュリシア。話しかけて無視されたらどうしよう、と思ったけど、ちゃんと返事はしてくれた。

「ボクはここに何度も呼ばれて慣れてるけど、リュリシアさんはもしかして初めて？」

「当たり前です！　リリィ様をあなたのような落ちこぼれと一緒にしないでください！」

　アンジュから怒ど声せいを浴びせられてしまった。それもそうだ。生徒指導室は、問題のある生徒が呼び出される場所だ。学年トップの彼女には縁えん遠どおいだろう。

「えっと……それじゃ、なんで呼ばれたのかな？」

「わたくしも、理由は聞いていませんわ」

「シュナブランさんも一緒となると、あまり嬉うれしい理由ではなさそうですが」

　アンジュが皮肉をはさんでくる。やはり、階段の下でリュリシアを押し倒たおしたせいか、そうとう嫌われているようだ。

　しかしそのことを思い出すと、あの時のリュリシアのとんでもなく柔やわらかい体の感かん触しよくを思い出してしまって……ますます気まずい気分になってきた。

「待たせてごめんなさい、準備に手間取ったわ」

　と、そこでようやくミュスカが来てくれた。やれやれ、とシュンは一息をつく。

「それで、ミュスカ卿きよう。わたくしがなぜ、このような場所に呼び出されましたの？」

「ごめんなさい。他に空いている部屋がなかったからここにしただけで、他意はないの」

　言いつつ、ミュスカは部屋の中にイスがないことに気づいた。

「あら、イスがないのね。となりの部屋にあるから、ハーベスト君、持ってきてくれない？」

「はいはい」

　シュンがすぐに立ち上がる。この気まずい空間から出られるなら、理由はなんでもいい。

　ともかく、シュンがイスを二脚かかえてきて、ようやく人数分のイスが用意できた。全員がすわったところで、ミュスカが話を始める。

「あなたたちに来てもらったのは他でもないわ……実は、隣りん国ごくから訪問中の使節団が、学園に来ることになったの」

「え？　でも、この前も来てませんでした？」

　その使節は多分、ティンのことだ。だが、ティンなら先週来たばかりである。

「前回はちょっと、魔ま獣じゆう騒さわぎでドタバタしたから、もう一度やり直そうってことらしいのよね」

「なるほど」

　仕切り直しということか。

「それであと、向こうの使節の人が、学園の生徒と実際に会話してみたい、って言い出してね、それであなたたちにお願いしたい、ってことになっているの」

「不可解ですね」

　と、そこでアンジュが口をはさむ。

「リリィ様がその役につくというのは、無論わかります。ですがなぜシュナブランさんまで？　正直、彼はこういったことに向いてないように思うのですが」

　言いにくいことをずばりと言うアンジュ。ミュスカは、そうね、と苦く笑しようした。

「けど、どういうわけか向こうの人がハーベスト君のことを気に入ってね、名指しで彼と話がしたいって言ってきたから、断れないでしょ、やっぱり？」

「……そういうことなら、理解しました」

　ティンかな、そんなことを言い出したのは？……シュンは頭をひねった。またなにか、あの小さな妹は考えているのだろうか？

「ともかくそういうわけだからお願いしたいんだけど、いいかしら？」

「わたくしはもちろんかまいませんわ。我が王国のためになることでしたら、いくらでもこの身を役立てましょう」

　さすが王女だけあって、こういうことには慣れているのか、リュリシアは二つ返事でうなずいた。シュンもまた、うなずく。というか、これはたぶんことわりたくてもことわれない流れだろう。

「じゃぁ悪いけど、午後には先方が来る予定だから、あなたたちは昼ごろから準備してもらえる？」

「はい」

「わかりましたわ」

　アンジュはうなずいただけで返事はしなかった。呼ばれているのはあくまでリュリシアなので、アンジュはつきそいの自分の立場をわきまえているのだろう。

「あとね、ハーベスト君。いいかげんこんなこと言いたくないけど……絶対に、絶対に、絶っっっ対に、問題を起こさないでね」

「絶対やるなよっていうのは、実際はやれっていう前まえ振ふりですよね？」

「……やったらガチで斬きり落とすわよ、その首」

　やばい、眼めが本気だ。シュンはあわてて首を振った。

「冗じよう談だんですよ。それよりなんでボクばかりそんな念を押すんですか？」

「あなた、自分がこの前、ペルデ卿相手になにをしたかおぼえてないの？」

「ごめんなさい」

　素す直なおに頭を下げるシュン。不安ね、とミュスカがつぶやいた。

「しかたのない人ですわね」

　ふぅ、シュンの横でリュリシアが長い足を組みながら嘆たん息そくした。

「今回はわたくしもいることですし、あなたがなにかしでかしたときにはフォローしてあげますわ」

　ペルデの時も彼女にフォローしてもらったし、それは正直ありがたい言葉だった。

「不本意ですけど、王国の品位をおとしめるようなことだけは避さけないといけませんわ」

　不本意とかいう割に満まん更ざらでもなさそうというか、妙みようにやる気っぽくシュンには見えた。

「いいですこと、シュナブランさん。あなたはいつ失敗をするかわかりませんから、絶対にわたくしから離はなれてはいけませんわよ。わたくしがフォローできなかったら元も子もありませんもの。常にわたくしの近くにいるのですわよ」

　なんでそんな、シュンが失敗することが前提みたいな言い方をするのだろう。そして、なんでリュリシアは少し照れたような顔をしているのだろうか。よくわからない。

「リリィ様が気を遣つかっているのですよ。あなたは人に感謝することができないのですか」

　そしてアンジュがなぜか怖こわい顔で睨むので、シュンはあわてて愛あい想そ笑いを浮うかべた。

「はははは、その、ありがとね、リュリシアさん」

「感謝にはおよびませんわ」

「じゃ、しないでおこう」

　バコッ、アンジュに殴なぐられた。理り不ふ尽じんすぎる、とシュンは思った。




　そして昼──シュンは、少しだけ、この仕事を引き受けたことを後こう悔かいしていた。

「あらあら、これはこれはソフィー卿ではありませんこと。こんなに早く学園に戻もどっていらっしゃるなんて、もしかして騎き士しをクビになって学園でやり直すおつもりですの？」

「いえいえ、そんなとんでもない。私はただ、この学園を昨年卒業したばかりですので、案内役の一人に任命されただけです。それに、王女殿でん下かのほうこそ、学生の本分である勉強もせずにこんなところを遊び歩くとはよほど余よ裕ゆうがあるのかと」

　リュリシアとソフィーがにこやかに会話をしているが、そこには言葉のトゲが露ろ骨こつなくらい見え隠かくれしていた。

　待ち合わせの場所に来てみればなぜかソフィーまでここにいて、リュリシアと顔を合わせた途と端たんこの有様だ。どうやらソフィーも同行するらしいのだが、初めからこの有様ではとてつもなく不安だ。シュンは自分のことをタナに上げて、そう思った。

　シュンはチラリと、アンジュを振り返った。ソフィーとリュリシアが火花を散らしている中、必然的にシュンとアンジュの二人が手持ちぶさたな感じになっているのである。

「なんですか、シュナブランさん」

「えっと……この前も思ったんだけど、あの二人もしかして仲が悪い？」

　アンジュは露骨に視線を外した。

「……わたしの眼にはそうは見えませんが」

「明らかになにもない方向を見てるよね？」

「わたしの口からは答えかねます」

　確かに、アンジュもリュリシアの従者としての立場があるのだから、言えないこともあるだろう。彼女に聞いてもムダか、とシュンはあきらめた。

「それはそうと、ミュスカ先生はどこ？」

「ミュスカ卿でしたら、そちらに」

　見ると、校舎の壁かべにもたれるように立つ青ざめた顔のミュスカがいた。気のせいか、朝会ったときより顔色が悪い。

「なんで、どうして……ソフィー卿は上級騎士だから今はわたしの上司……シャンベルさんは王女殿下だし、仲裁すべきなんだろうけどわたしはどっちの味方をすれば……」

　ブツブツ呟つぶやきながら胸を押さえて胃薬を飲むミュスカ。あいかわらず神経を磨すり減らす性格である。

「えっと……ボクらはこの後どうすれば？」

「……友好使節のご一行のお出で迎むかえをするから、正門で待機することになってるわ」

　青ざめた顔のままのミュスカがそう告げる。いつまでもここにいてもしかたないので、一同移動することになった。

　騎士学園はかなり広い。原生林の真ん中に造られた施し設せつなので、林を切り拓ひらけば土地はいくらでもあるのである。その広大な敷しき地ちは、端はしから端まで人間の脚あしで歩けば一刻以上かかるほどである。さらにその敷地の外周は堅けん牢ろうな外がい壁へきによって囲まれており、緊きん急きゆう時には要よう塞さいとしての機能を果たすことも可能であった。

　敷地が広い分、学園内には移動用の『魔導車ヴオワテユル』が用意されてあった。もっとも、車の運転ができるのは教師だけなので、普ふ段だん生徒は広い敷地を走らされて移動している。今回のように教師同どう伴はんで移動したりするときのみ、車が使えるのだ。

「この車、四人乗りですよね？」

「そうね」

　四角い箱のような外見の小型車の前で、シュンはメンバーを見た。ソフィー、リュリシア、アンジュ、ミュスカ、そこにシュンを入れて五人である。一人だけあまる。

「五人以上乗れる車は、みんな出で払はらってるのよ」

　ミュスカが申し訳なさそうに言う。どうする、とシュンが考えていると、リュリシアがあっさりと告げた。

「誰だれか一人、走って追いかけるという形になるのではありませんこと？」

「なに、その罰ばつゲーム？」

「リリィ様、それは少し違ちがいます」

　アンジュが言う。

「誰かではなく、シュナブランさんが走って追いかけてくるということになります」

「なんでボクで決定してるの？　走る車に追いつけとかムチャぶりすぎない？」

「〈皇覇刻オーバー・クロツク〉を使えば余裕でしょう」

「あれ、速く動けるけど全力疾しつ走そうの倍くらいの勢いで体力使うから！」

「それともなんですか、あなたはまさか、リリィ様を走らせる気なのですか？」

「剣けんの柄つかに手を置きながら話さないで欲しい……」

　普ふ通つうに脅おどされているようなものだ。そりゃ、シュンだってリュリシアを走らせる気などないが、自分一人だけ全力疾走とかはカンベンして欲しい。

「それがイヤなら……シュナブランさんはここに乗っていただきましょう」

　と、アンジュが後部トランクを開けて言う。小型車なのでトランクはかなり窮きゆう屈くつそうなスペースだった。

「そこ、どう考えても人間が乗るようには設計されていないよね……」

「中にロープがありました。このロープをシュナブランさんの胴どう体たいに巻き付け、車で引っ張ってあげれば楽に走れるでしょう」

「なにその引きずり回しの刑けい？　軽くつまずいただけで死ねるよね？」

　アンジュの意見が先ほどから物ぶつ騒そうきわまりない。というか、もはやシュンへの個人攻こう撃げきとしか思えないレベルだ。

「えっと、そろそろ出発しないと、いろいろ予定が押してるんだけど……」

　ミュスカが小声で言う。その顔はますます青ざめて、胃痛が悪化しているようだった。

「五人で乗るしかないでしょう」

　見かねたか、ソフィーが言う。

「もう一人くらいでしたら、乗れるはずです」

「ですわね、後部座席に三人座ればよさそうですわね」

　リュリシアもしぶしぶながらうなずいているけど……なんだろう。リュリシアはいま片手をかるく握にぎって『チャーンス』みたいな顔をしている。なにがチャンスなんだろうか？

「それはそうとして……誰がどの席に座るの？」

　シュンが言った途端、お互たがいが顔を見合わせた。

「助手席は事故のときに危険なので、リリィ様を乗せるわけにはいきません」

「私も助手席はあまり好きではありません、以前気分が悪くなったことがあって……」

「わたくしは、ソフィー卿きようの隣となりには座りたくありませんわ」

「わたしはどこに座ってもいいわよ」

「ちなみに車の運転ができるのはミュスカ卿だけです」

　おのおのがてんでに希望を言っている。シュンはどこに座ってもいいけれど……なんだか、これ子供向けのクイズみたいだな、とシュンは思った。

　条件を満たすように席を決めた結果──運転手がミュスカ、助手席にアンジュ、後部座席にリュリシア、シュン、ソフィーの三人で座ることになった。

「くっ、バカな。なぜわたしがリリィ様の隣ではないのですか」

　歯がみするアンジュ。リュリシアが、しかたありませんわ、とつぶやく。

「後部座席は二名が定員のところを三名で座るんですもの。長身のあなたは、助手席に座るのが妥だ当とうですわ」

　そう、メンバーで一番長身だったアンジュが助手席に座ることになったのである。

「屈くつ辱じよくです……シュナブランさん！　なんであなたは男のクセに背が低いのですか!?」

「え、ボクのせい？　どっちかというとアンジュさんが大きいだけ……」

「ああんっ!?」

　すごく怖い顔でにらまれた。シュンは慌あわてて黙だまる。

「おぼえておきなさい、シュナブランさん。この屈辱、決して忘れません」

　かなり理不尽な恨うらみを買ってしまった。

「……………」

「？　どうかした、リュリシアさん？」

　なぜかリュリシアが、シュンのすぐ横で自分の肩かたとシュンの肩の高さを比べていた。リュリシアは手足がスラリとしているので背が高く見えるが、男のシュンと比べればさすがに身長は低かった。アンジュがとびぬけて長身なだけである。

　リュリシアは、なんでもありませんわ、と口元に手を当てながら答えた。

「ただ……シュナブランさんは今の身長のままで問題なさそうですわね」

「？　はぁ、そうなんだ……」

　よくわからない。リュリシアは少しだけ顔を赤くしながら、ほほほ、と笑っている。なぜかソフィーが面おも白しろくなさそうな顔をしている。なんなんだろうか、この二人は？

「どうでもいいけど、速く乗って……時間が……」

　ミュスカが少し泣きそうな顔で時計を見ていたので、一行はあわてて出発した。

　そして後部座席で……シュンはリュリシアとソフィーの二人にはさまれて身を縮めていた。なんでこうなるのかというと、この二人の仲が悪いのは明らかなので、隣となり合わせで座らせるわけにはいかないため、シュンが間に入っているのである。

　リュリシアとソフィーはそれぞれ窓を見て、顔を合わせないようにしている。正直気まずい……が、シュンをはさんだまま口論されるよりはよほどいい。

　しかし……むにゅ、っと、左右から二人の少女にはさまれたこの感覚は、なんとも落ちつかない気持ちだ。小型車の内部、本来は二人用の席にむりやり三人で乗るのだから体同士の密着度がハンパない。

　それによくよく考えてみれば、この狭せまい車内に男はシュン一人だけという状態である。なんとなく、ほのかに甘あま酸ずっぱいような香かおりが車内に漂ただよっている気がするが、これはあれだ、姉妹の多いシュンにとっては慣れ親しんだ、女の子の香り……

「ハーベストさん、キツくはありませんか？」

「え？　大だい丈じよう夫ぶ、ですけど？」

　ソフィーにそう答えるシュン。お互いが顔見知りというか、兄きよう妹だいであることは秘密なので、ここは他人のフリをしないといけない。

「私のほうはまだ余よ裕ゆうがありますので、もっとこちらへ寄ってけっこうですよ」

「え？　でも……」

「リュリシア殿でん下かが窮屈そうですので」

「あ、うん、そうですね」

　というわけでシュンは席の中央よりもやや左より、ソフィーのほうに身を寄せた。ソフィーの体温がより強く感じられる。正直、ソフィー相手なら気を遣わなくて済むので、こちらに寄った方がシュンも気が楽だった。

　が、ソフィーと密着していたら、つい先日、実家に帰ったときにソフィーに添そい寝ねをしたときのことを思い出してしまった。顔がカッと熱くなってきた。

「…………」

　なんだろう。窓の外を見ているリュリシアだけど、ときおりシュンのほうへちらちら視線を向けてくる。なにか、気になることでもあるのだろうか？

「…………」

　くいっ、「え？」

　なぜか、リュリシアがそっぽをむきながらシュンの制服の袖そでをつかんで引っ張った。なんだ、これ？　まさか、もっとこっちに来いというサイン？　でも、なんで。

「……勘かん違ちがいしないことですわよ」

　リュリシアは少し赤らめた顔で外を見ながら言う。

「ソフィー卿は、乗り物に弱いと聞きましたわ。あなたがそちらに寄っていては、ソフィー卿を圧あつ迫ぱくしてよろしくはありませんわ。しかたがありませんから、わたくしのほうに寄っていただいて構いませんわよ」

　む、確かにそうだ。完かん璧ぺき超ちよう人じんなソフィーだが、乗り物に酔よいやすいという弱点を持っているということをシュンは知っていた。

　シュンが気づいてあげるべきことなのに、うっかりしていた。シュンはソフィーから離はなれ、リュリシアに近寄った。リュリシアからはあいかわらず花のような香りがただよってくる。リュリシアのやわらかい体とシュンの手が触ふれあう。ソフィーとはまた少し違った感かん触しよくを、シュンは感じた。なんというか……女の子も体の柔やわらかさが人によって違うんだな、とシュンは改めて思った。

　ムッと、なんだかシュンの左側のソフィーが歯がみしていた。どうしたんだろう、とそちらを見ると。

「お気き遣づかいありがとうございます、殿下。ですが、私でしたら心配いりませんので」

　ぐい──ソフィーが左からシュンの腕うでを摑つかんで引っ張る。

「遠えん慮りよしないで欲しいですわ。といいますか、ここでソフィー卿の気分が悪くなって不快なことになるのは、わたくしとしてもゴメン被こうむりたいところですわ」

　ぐいっ──リュリシアが右から引っ張る。なんなんだ、この状じよう況きよう？　間にはさまれたシュンは、左右から女の子に引っ張られるという状況に当とう惑わくした。

「えっと、ふ、二人とも……ちょっと手が痛いかなぁ、なんて……」

「…………」

「…………」

　ぐぐっ

　ぐぐぐっ

　おかしい。なぜか二人とも視線で火花を散らしながらより一層力を込こめてシュンの腕を引っ張り出した。なんでこうなる！

　むにゅっ、ふたりがシュンの腕を体全体で摑むようにもつせいで、シュンの両りよう腕うでには少女達の柔らかな肉体がおしげもなくおしつけられてきた。

「えっと……」

　むにゅむにゅぅっ、と両手に女の子の胸の柔らかな部分が当たっているというか、非常に困った状態にシュンは陥おちいっていた。いや、困った事態といってもむしろシュンとしては少し嬉うれしいくらいの事態なのだが……

　殺気！

　前を見ると、助手席からすさまじい眼まな差ざしでシュンを睨にらむアンジュと視線が重なった。こういったときでも手放さない剣の柄にその手は伸のびていて、今にも剣を抜ぬきそうだ。が、狭い車内、長い剣を振ふり回すスペースがないので剣を抜くことができず、その状況がかろうじてシュンの命をつなぎ止めていてくれるのだった。

「あの、ペティさん。お願い、こっちに身を乗り出さないで、運転のジャマ……」
















　ミュスカがなにか言っているが無視し、アンジュはシュンのことを、まるで不ふ俱ぐ戴たい天てんの仇きゆう敵てきと出会った野や獣じゆうのような眼めで見つめていた。

　ぐいっ、ぐぐっ、むにゅ、むにゅにゅっ──そんな状況でも、シュンの左右の少女達の行動は変わらない。というか、もう左右に引っ張るというより、中央のシュンを左右からはさみ潰つぶそうとでもするかのように二人がくっついてきていて、二人にはさまれたシュンはますますマズイことになっていた。二人ともなぜか少しだけ呼吸を荒あらくしていて、その吐と息いきが感じられるくらい密着し、二人の体温、香り、触しよつ感かんなどがもうダイレクトに……

　間のシュンは、徐じよ々じよに余裕を失っていた。いや、嬉しいと最初は思っていたけど、そんな考えは甘かったとすぐに気づいた。

　痛いのだ、摑まれている左右の腕が。

　シュンの両手は左右からソフィーとリュリシアに摑まれている。二人ともむにゅむにゅ体を密着させつつしっかりとにぎっているのだが……正直痛い、というか、普ふ通つうに痛い！

　女の子の細腕、と甘く見てはいけない。騎き士しである以上、女子でも腕わん力りよくは桁けた外はずれだ。

　そして摑まれた腕がさっきまでは痛かったはずなのに、なぜか痛みが消えて痺しびれてきた……しばらくすると、その痺れすらもだんだんなくなってきた。指先が白くなって、両手の血流が完全にせき止められてしまっているような……

「……殺す……殺すころすコロスコロスコロスコロス……」

　アンジュがなぜかカタコトでしゃべっていた。すごく怖こわい……

　結局その後ずっと、シュンは生きた心ここ地ちがしないままで車に乗り続けることになった。




　──なんだかんだあってようやく正門に到とう着ちやくした。そこで少し待っていたら立派な外見の『魔導車ヴオワテユル』が停とまり、中からぞろぞろと偉えらそうな格好をした人達が下りてきた。どうやらこれが、今この国に来ている皇国の友好使節団らしい。

　到着がギリギリになってしまったのでミュスカはいない。というか、到着するやえらい人にごめんなさいとあやまりながらどこかへ消えた。本当に苦労が絶えない人だ。

　友好使節団というのは十人ほどの団体だった。どれが誰だれなのかはよくわからないが、大人に交じって一人だけ明らかに目立つティンのことは、シュンにもわかった。

　周囲は王国の上級騎士たちが警備を固めているので、ものものしい雰ふん囲い気きである。そんな中、向こうの使節団の代表らしき中年の男性と、上級騎士の制服を着た女性が握あく手しゆを交かわしている。アイサツが終わるまでこのまま待機しなくてはならないようだ。

　しかし、こういうときのアイサツは退たい屈くつだな、と立ったままシュンは思った。と、そこで一いつ瞬しゆんだけ、ティンと視線があった。

　お互たがい他人のフリをしているので、変に親しくはできない。けど一応、前回学園内で顔を合わせたわけではあるし、あんまり素っ気ないのも逆に不自然かな……シュンがそんな風に考えていると、ティンが不意に頭上を見上げた。なんだろう、とシュンも上を見るが、とくになにもない。普通の青い空と雲が見えるだけだ。

　けどティンは、珍めずらしく少しだけとまどったような顔をしていた。なにかあったのかな？

「なにをそわそわしていますの、シュナブランさん」

　隣となりに立っていたリュリシアが軽くひじうちしてくる。

「いやぁ、なにか様子がおかしいんだよね」

「どこがですの？　わたくしは別になにも……」

　ピピピピピ

　なにかの鳴る音。チラリと見ると、近くに立っていた騎士がなにやら『魔メ導サ端ジ末ユ』を取り出していた。

「まぁ、マナー違い反はんですわよ。なにをやっていますの、我が王国の騎士たちは」

　と、リュリシアは目をむくが、場の空気がそれで一気に変わった。周囲を警けい戒かいしていた騎士たちの間に緊きん張ちようの空気が流れ、緊きん迫ぱくした顔の騎士が、挨あい拶さつを交わす使節団に駆かけ寄っていったのだ。

「マズイことになりました」

　いつのまにか、シュンたちのもとへソフィーもやってきていた。

「また魔ま獣じゆうが来ました」

　魔獣──前回、学園を突とつ然ぜんおそった怪かい物ぶつ。まさか、また今回もなのか？

「またですの？」

「えぇ、ですが今回は少し問題が……前回とは比べものにならない数の魔獣の大群が、王都めがけて押しよせていると先ほど国境から連れん絡らくが来ました」

「なんですって？」

「まだ未み確かく認にんではありますが、魔獣の大群は推定で数千。今まで見たこともない数が王国東部地域を襲おそっています。たった今、王国全土の騎士団に緊きん急きゆう発進待機命令が……」

　ドドドドドドドッッ

　地面が、鳴動した。地じ震しんかと思ったが、様子が変である。

　シュンたちの正面にある学園の正門が現在開かれているのだが、正門の向こうに広がる森のさらに向こうで、砂すな煙けむりが舞まい上がっているのが見えた。こんなこと、初めてだ。

「大気中の〈魔ス元ク素レ〉が乱れています。マズイですね、もうそこまで魔獣が来ています」

「もう？　速すぎない？」

「いいえ、魔獣が〈皇覇刻オーバー・クロツク〉全開で走れば、国境から王都まで三十分とかかりません」

　見ると、周囲の騎士たちが慌あわてて友好使節の一行を誘ゆう導どうしようとしていた。

「危険です、お下がりください」

「すぐに車を出せ！」

「バカを言うな、外へ出る方が危険だ。学園内部へご案内しろ！」

　だが、騎士たちの指揮も混乱しているのか、指示がメチャクチャになっている。

「リリィ様、どうぞこちらへ」

　と、アンジュが素す早ばやくリュリシアに耳打ちした。

「学園内部へ入りましょう。学園の外がい壁へきは堅けん牢ろうです。内部の方が安全なはずです」

「わたくしより、使節のかたがたをご案内なさい。優先すべきはそちらですわ」

「わかっています。そちらは私が行きます」

　と、ソフィーが使節の方へと駆け寄っていった。

「……えっと、ボクは？」

　一人ぽつんと立ちつくすシュンに、アンジュが冷たく言う。

「知りません。好きにすればいいでしょう？」

「シュナブランさんも、一いつ緒しよに来なさい」

「リリィ様！」

　リュリシアは豪ごう奢しやな金きん髪ぱつを手で押さえながら言う。

「放ほうっておくわけにもいきませんわ。アンジュ。彼も一緒に連れて行きなさい」

「……はい、わかりました」

「えっと……じゃ、お願いします」

　シュンが言うと、『なんでこんな男まで』といった目つきでアンジュが睨んできたが、シュンは愛あい想そ笑いを浮うかべてははは、とごまかした。








第四章　車と魔ま獣じゆうと《滅神咒具エスカトロイ》









　ビービービービー

『緊急事態発生。緊急事態発生。学園内生徒はただちに、あらかじめ決められた所定の場所に集合せよ。繰くり返す──』

　学園の敷しき地ち内では、各所に設置されたスピーカーから何度も同じ言葉が吐はき出されていた。今日は平日で通常通り授業も行われているため、校舎には生徒が大勢いる。予想もしていなかった緊急事態に、学園内ははやくも混乱しているようだった。

「あ、ミュスカ先生！」

　リュリシア達と一緒に歩くシュンは、行きかう騎士たちの中にミュスカがいることに気づいて手を振った。

「先生、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「あまりよくはないわね」

　青ざめた顔のミュスカがそう言う。いつも以上に深刻そうだった。

「正門側は封ふう鎖さされるわ。魔獣はこちら側から接近しつつあるらしいのよ。学生は裏門側に回るよう、指示が出されているわ。よほどのことがない限り、学生は王都まで避ひ難なんさせてもらえるはずよ」

　教師はもう行かないといけないからごめんなさい、と言って慌ただしくミュスカは去っていった。

「裏門って……まさか、走ってあそこまで行くの？」

　裏門は学園の敷地をはさんで反対側だ。普通は車などで移動する距きよ離りだが、車を運転できるミュスカはいない。どうするの、とアンジュを振り返ると、アンジュは大丈夫です、と落ち着き払はらって答えた。

「こういった緊急時に使える非常用の門が何カ所かあります。一番近い門へわたしがご案内します」

　さすが王女様の従者だけのことはある。こういうときの備えはバッチリだ。

「使節のかたがたは、大丈夫ですの？」

「そちらはソフィー卿きようを始めとする正規騎士のかたがたにお願いするしかないでしょう。わたしはわたしの役目を果たさせていただきます」

「……そうですわね」

　リュリシアがなにやら浮かない顔だ。自分のことより使節のほうが気になるのだろうか。

　だがシュンとて気持ちは同じである。シュンの場合、おもにはティンのことだが。

　最年少の剣けん聖せいであるティン。その実力はシュンをはるかに上回っている。魔獣に襲われたって軽く返り討うちにするだろうが、それでもティンはシュンの妹だ。ティンがどんなに強くたって、心配な気持ちはかわらない。

「リリィ様、こちらです。この先に、緊急時には脱だつ出しゆつ用の『魔導車ヴオワテユル』が用意される手はずになっています」

　アンジュが、学園の外がい壁へきの一角を目指して進む。確かに見れば、外壁の一部に小さな門が設置されていた。重厚な金属製の門で、車二台がすれ違ちがえるくらいの大きさ。正門と比べればかなり小さいが、非常口ということなら納なつ得とくである。

　三人がそこへ向かって小走りに進んでいると──唐とう突とつに、リュリシアが足を止めた。

「……なにか、変な声が聞こえませんこと？」

「え、そう？」

「なにも聞こえませんでしたが……」

「いいえ、確かに聞こえましたわ」

　確信を込こめてリュリシアは言うと、突然門とは別の方向に駆けだした。

「あ、リリィ様！」

　アンジュが慌ててそれを追う。シュンも成り行き上、二人の背中を追った。

　リュリシアはそのまままっすぐ、一番近くにあった校舎へと入った。広大な学園の敷地内にはいくつも校舎があり、校舎によっては普ふ段だんあまり使われていないものもある。リュリシアが入ったのもそういう校舎だ。シュン自身、学園に来て以来ほとんど入ったことのない場所だった。

　校舎の中に人ひと気けはない。生徒は既すでに避難のために外へ出ているし、教師である騎き士したちは接近しつつある魔獣への対応のために出で払はらっている。

「あなた、そんなところでなにをやっていますの？」

「え？　あ、王女殿でん下か!?」

　だがその校舎の中には、ヒョコヒョコと歩く生徒がいた。学園の制服をきた二人の女子生徒である。が、それぞれ手と足にギプスをはめており、片方の生徒は松まつ葉ば杖づえを使ってゆっくりと動いていた。

「すいません、わたし達、朝の訓練の時にケガをしてしまって、その後ここの医務室にいたせいで、避難の指示を聞くのが遅おくれて……」

　と、答える二人の生徒たち。騎士学園の授業には実戦形式の戦せん闘とう訓練も含ふくまれている。当然ながら訓練中のケガはつきもので、どの生徒も多少の負傷などは日常茶さ飯はん事じだ。常人離ばなれした騎士同士の激げき突とつともなると、手足の骨折程度は珍めずらしいものではなかった。

　ただ現代では魔導工学の発展により、医学の進歩もめざましいものがある。現在の最新医い療りようでは、単純な骨折程度なら一週間足らずでくっついてしまう。

　ここに生徒がいるなんてよく気づいたなぁ……シュンは少し感心した。

「アンジュ。一いつ般ぱんの生徒は、どうやって避難していますの？」

「学園の裏門側に、脱出用の大型車両が用意されているそうですが……」

　ここから裏門まではかなり距離がある。足を骨折した人間が、そこまで移動していては手て遅おくれになってしまうかもしれない。

「しかたありませんわ。このかた達もご一緒に」

「リリィ様。ですが……」

「なんですの、アンジュ？　あなたはまさか、このわたくしにケガ人を見捨てて我先に逃にげるような人間になれとでもおっしゃいますの？」

「……いえ、リリィ様のおっしゃるとおりにします」

　不承不承、といった様子でアンジュもうなずく。行きますわよ、とリュリシアが言う。ケガをした二人の生徒は、そんないいですよ、と最初こそ遠えん慮りよしていたものの、リュリシアの強い調子に押されて、最終的には同行することに納なつ得とくした。

「モタモタしていられませんわ。アンジュ、あちらのかたに手を貸して差し上げなさい」

　それを聞き、シュンは慌てて片手をあげた。

「あ、ボクが手を貸すよ、そのほうがいいと思うし」

「……そうですね。シュナブランさんもたまには役に立ちますね」

　一応この中で男はシュン一人だし、こういうときになにもしないで見ているだけなんて、かっこ悪すぎる。

「えっと……ゴメンね。けど緊急事態だから……」

　そう言い訳をして、足をケガした女子生徒を、ヨッとシュンは抱かかえ上げた。突とつ然ぜんのことに、きゃっ、とその生徒は短く声を漏もらす。

「急がないといけないから、ゴメンね」

「い、いえ、こっちこそ、迷めい惑わくかけてすいません」

　その子は短い髪かみをした少しボーイッシュな感じの女子生徒だった。学園内ですれ違ったことくらいはあるかもしれないが、名前は知らない生徒だった。

「さぁ、行こう……」

　振ふり返ると、なぜかリュリシアがこちらを見ていた。シュンが両手でかかえあげた女子生徒を見て、なぜか『しまった』というような顔をしている。

「どうかしたの、リュリシアさん？」

「……いいえ、なんでもありませんわ！　行きますわよ、アンジュ！」

　なぜか急に不ふ機き嫌げんになったリュリシアが、我先に廊ろう下かを進んでいく。他のメンバーは、あわててそれを追うことになった。

　シュンは女子生徒をかかえながら必死に走った。走った衝しよう撃げきが彼女に伝わるとケガが痛むだろうから、できるだけ振しん動どうを伝えないように、けどできるだけ急いで、と気を遣いながら走った。ギュッと、その生徒は振り落とされないようにシュンにくっついてくる。ちょっと走りにくいな、と思ったが、急がないと意味がないので、そのまま走り抜ぬけた。

　そして──アンジュの案内で門に来たとき、先客がすでに来ていることに、シュンたちは気づいた。

「これは殿下！」

　と、そこにいた一人の男性騎士が頭を下げながらこちらへ来る。

「ここにくれば車が用意されていると聞いたのですけれど？」

「そ、それがその、なにぶん今回は緊きん急きゆう事態といいますか、前例のないことなので……」

　なんですって、とアンジュが自分より年上のその騎士に向かってくってかかる。

「学園の規程では、緊急時に備えて全すべての門に車両を常時待機させておくようにと決まっているはずではないですか！」

「そ、それはそうなのですが、あちらのかたがたが……」

　騎士の指さす先を見ると、門の前には確かに数台の車が用意されていた。その用意された車に乗り込もうとする一行がいるのが、シュンたちの位置からでも見て取れた。

「あれは、皇国の使節ご一行？」

「はい、なにぶん国こく賓ひんですので、あちらを優先した結果、この門の車両はもう残っておりません……」

　なるほど。シュンたちは正門から一番近い門へと来たわけだが、使節団も当然ここにきたわけである。

「なんとかしなさい、こちらは、王国王女、リュリシア殿下なのですよ！」

「しょ、少々お待ち下さい、なんとかいたします」

　騎士が困り顔で門へと走っていく。アンジュはいらだちとともに親指の爪つめを嚙かんだ。

「なんだってこんなことに……」

「アンジュ、少しは落ちつきなさい。優ゆう雅がさに欠けますわよ」

「ですが、リリィ様！」

「緊急時にこそ、その人の本ほん性しようが出るものですわ。こういったとき無様な姿を見せるのは、人間ができていない証しよう拠こですわよ」

　と、余よ裕ゆうたっぷりなリュリシアはほほえみと共に言う。それを見たケガをした二人の女子生徒も、少し落ちついた様子である。さすが王女様。自分の余裕を見せることで、この二人の不安を取り除いたのか、とシュンは感心した。

「お待たせしました」

　と、先ほどの騎士が駆かけ戻もどってきた。

「車はすぐにはご用意できません」

「ではどうするのですか？」

「で、ですが、なにぶん緊急事態です。あちらの使節団のかたがたにも事情をお話しして、同席の許可をいただきました。あちらの車にお乗りください」

　と、使節団の乗った黒くろ塗ぬりの車を指さす騎士。

「ただ……その、あちらの車の定員がすでに一いつ杯ぱいですので、乗ることができるのはあとお一人だけということに」

「なんですって？」

　なんとなく、シュンは正門に来るまでに乗った小型車のことを思い出した。あの時は四人乗りに無理に五人で乗ったけど……

「なんとかムリをして数人くらい乗れませんの？」

「すでに定員をオーバーしている状態なのです、殿下」

　これ以上はちょっと、と騎士が口ごもった。アンジュが、

「やむを得ませんね。ならばしかたありません。リリィ様、申し訳ありませんがどうかお一人で……」

「えぇ。一人だけしかムリというなら、乗る人は決まっていますわ」

　リュリシアは、シュンのかかえた女子生徒を指さした。

「彼女を乗せて、一刻も早く脱出なさい」

「……え？」

「えぇぇぇぇぇぇぇっ！」

「なにをおっしゃるのです、リリィ様!?」

　ケガをした女子生徒本人と、アンジュが悲鳴じみた声を漏らした。

「お気を確かに、リリィ様。御おん身みをなにより大切になさってください」

「アンジュ、同じことを言わせますの？　こういったとき、ケガ人を真っ先に脱出させるのは当然のことではなくて？　ましてや彼女は、足をケガしていますのよ？」

「それは……そうですが……」

　アンジュが口ごもるが、シュンの手の中の女子生徒も、あわてて手をふった。

「いえいえいえいえいえいえ、大だい丈じよう夫ぶですから、王女様。わたしだったらそんな、大丈夫です、放ほうっておいてもらっても自分でなんとかしますから！」

　大丈夫、となんども繰くり返す女子生徒。彼女の立場からすれば、王女をさしおいて自分だけ先に逃げるなど、恐おそれ多いのだろう。しかも車の同乗者は国賓だし。

　だがリュリシアはそんな生徒の反論など無視し、騎士にたずねた。

「ケガ人はもう一人いますのよ。なんとか二人、乗せられませんの？」

「はぁ、ですが何度も申します通り、これ以上は……」

「……いいよ。二人乗れる」

　新たな声がした。見れば、車の後部座席の扉とびらが開き、そこから小こ柄がらな人ひと影かげが降り立つところだった。

「……ティンの席、座っていいよ」

　ティンである。その言葉に、周囲の人間が慌あわてた。

「そんな、剣けん聖せい様。そのようなことをおっしゃられても困りますわ」

　と、真っ先に言ったのはリュリシアである。彼女は剣聖であるティンの顔を知っていたようだ。反対にアンジュなどは『え、この小さな子供が剣聖？』と驚おどろいている。

「ティン、逃げなくていい。手伝うよ」

　ティンは周囲の驚きなど無視して、無表情のまま告げた。

「それって……剣聖様も、戦うということですか？」

「ん」

　うなずくティン。

「そんな、危険です、剣聖様！」

「もう決めた……それに、ティンがいなくなったほうが、危ない」

　外がい壁へきを見るティン。ティンにはまるで、その外壁の外にいるはずの魔ま獣じゆうの姿が見えているかのようであった。

「ですが剣聖様！」

「どうかお戻りください」

　王国側の騎き士しと、皇国側の使節の人間、双そう方ほうがティンを引き留める。

　だがティンはそんな制止の声を無視し、ダンッ、右の手の平を勢いよく地面に叩たたきつけた。バジバジッ、とティンの手から火花が飛び散り、地面が一いつ瞬しゆん強く光る──次の瞬間、ティンは足あし下もとの地面から、巨きよ大だいな剣を引き抜いた。黒光りする金属でできた長大な剣は、人間を頭から真っ二つにしてしまえるほどに大きい。ティンの体よりも剣のほうが大きくて、振り回すどころか持ち上げることにも苦労しそうであった。

　だが、ティンはその巨大な剣を右手一本で軽々と持っていた。

「たぶん、ティンが手伝わないと、ここ陥落落ちる」

　チラリ、一瞬、ティンがシュンを見た……もしかして、ティンはボクがここにいるから、残ることにした？……あながち間ま違ちがってはいない気がした。

「もう決めたから、行く」

〈皇覇刻オーバー・クロツク〉

　最後にティンは言うと、〈皇覇刻オーバー・クロツク〉の青い光に身を包み、そのまま跳ちよう躍やく。巨大な剣を持ったまま、高くそびえる外壁に飛びつくと、垂直の外壁を一瞬で駆け上がり、そのまま外へと飛び出していってしまった。ちなみに学園を囲う外壁は、五階建ての校舎よりも高く、堅けん牢ろうだ。普ふ通つうの人間が乗り越こえられる高さではない。

「ど、どうしましょう？」

「……すぐに外の騎士に連れん絡らくなさい。剣聖様を見つけ次し第だい、連れ戻すように」

「は、はい」

「ですけど、使節の他のかたがたをこのまま待たせるわけにはいきませんわ。あの車はすぐに出発させなさい」

　と、リュリシアが車を指さしながら、シュンのほうを見る。

「そちらの二人を、今すぐあの車に乗せるのですわ」

　二人、というのは、手足をケガしている女子生徒たちのことだ。だが、やはりその二人は、自分たちはいいですから、と遠えん慮りよして首を振ふる。

「いや、ほんと、自分たちは大丈夫ですから、王女様。お先に乗ってください」

「……なんですの、あなたたちは、せっかくのわたくしの厚意を受け取れないと言いますの？　不ふ愉ゆ快かいですわ！」

　と、急にリュリシアが癇かん癪しやくを起こしたように叫さけんだ。

「アンジュにシュナブランさん。その無礼な二人を、わたくしの視界の前からただちにたたき出すのですわ！」

「……かしこまりました、リリィ様」

　アンジュはうなずくと、手をケガしているほうの生徒の肩かたをつかんだ。

「シュナブランさん、来てください」

「あ、はい」

　有無を言わせぬ口調だったので、シュンはあわててアンジュの後を追う。アンジュはそのまま女子生徒を車まで連れていき、半ば強ごう引いんに、中へと押し込めた。

「シュナブランさんも早くしてください」

「あ、うん、そういうことね」

　ようやく理解し、シュンも、今まで抱えて連れてきた女子生徒を車に押し込む……車の中は確かにもう人数ギリギリという感じだったけど、女の子一人だけなら、なんとか乗せることができた。

「えっと、あの……」

「大丈夫だよ」

　不安そうなその生徒はシュンを見つめてきたので、シュンはわざと気楽そうにははは、と笑いつつ、バタン、と車のドアをしめた。

「リリィ様。ご命令通り、リリィ様の視界から二人の無礼者を叩き出しました」

「アンジュ。まだわたくしの視界の中に二人がいますわよ──ですから、このままその車を出発させるのですわ。今すぐ、大至急！」

「そういうことですので、よろしくお願いします」

「わ、わかりました」

　近くにいた騎士に言って、ようやく車は発進した。門が重い音と共に開き、その門をくぐって、黒塗りの『魔導車ヴオワテユル』はそのまま外へと出て行った。

　シュンは、チラリとリュリシアを見た。王女殿でん下かはふん、とつまらなそうに腕うでを組みながら今出発した車を見送っていた。

　シュンは、リュリシアのことを少し誤解していたのかもしれない。いかにも王女らしい派手な外見と口調なので、もう少し高こう慢まんな性格を想像したが、実際の彼女は他人への気配りのできる心優やさしい少女なのだ。そうでなくては、自分の命がかかったこの状じよう況きようで赤の他人を先に脱だつ出しゆつさせたりなどできないだろう。

「なんですの、わたくしの顔なんかを見て？」

「え？　いや、なんでもないよ、うん」

「変な人ですわね」

　怪け訝げんな顔をされてしまった。

「で、アンジュ。他の車はどうなっていますの？」

「はい、その……一番近い門からこちらへ車を回すように連絡をしてもらっているのですが、まだ少し時間がかかるかと」

「外へ向かった剣聖様は？」

「そちらはもう、他の騎士のかたがたにお任せするしか……」

　バァァァァァァァァァンッ

　爆ばく発はつ音、同時に衝しよう撃げきが周囲を襲おそい、シュンたちはおもわず地面の上にヒザをついた。

「リリィ様！」

「なにごとですの!?」

　シュンは、思わず目を覆おおいたくなった。

　見上げるような巨きよ体たいがそこに聳そびえている。

　大きい。家のように巨大な生物である。全身をハリガネのような剛ごう毛もうで覆われた、四本足の巨大な獣けもの。鋭するどい牙きばが無数にならぶアゴは、牛でも丸まる吞のみできそうなくらい巨大で、しかもその頭が三つもあるという異形だった。

　それは〈多セ顎ル猛ベ狗ル〉と呼ばれる大型魔獣だった。目の前の門が大きくひしゃげ、その間の空間から強引に魔獣が巨体を中に入れようと、力を込めているところである。たった今車が出て行ったために半分開いていた門に魔獣が体当たりをしたため、頑がん丈じような門が半はん壊かいしてしまったのだった。

「リリィ様、お下がりください、危険です！」

　すかさずアンジュがリュリシアを守るように前に出て、腰こしから抜ばつ剣けんした。そばにいた男性騎士も、同様に剣を構える。

　シュンも立ち上がって剣を構えようとしたが……剣を持っていなかった。学園の生徒は普ふ段だん剣を持ち歩くことは認められていないのだ。

「アンジュ、わたくしも手伝いますわ」

　リュリシアも前に出ようとする、が、なりません、とアンジュは首を振った。

「わたしがここを食い止めますので、リリィ様はお下がりください」

「バカなこと言うのではありませんわ。もし万が一この門が破られれば、学園内に魔獣がなだれ込んできますわよ！」

　ドォォンッ、魔獣が体当たりして、門がまたしても大きく歪ゆがんだ。門のすきまは大型魔獣が通れるほど広くはなく、魔獣は肩がつかえて中に入れないのだ。だが魔獣は力ずくで突とつ破ぱしようと、体当たりをくり返している。そして門は、目に見えてどんどん大きく歪んでいく。このままでは、遠くないうちにこの門は突破されてしまうだろう。

「わたくしも、戦いますわ」

「バカなことをおっしゃっているのはリリィ様です！」

　アンジュが初めて、リュリシアに向かって大声を出した。

「あれは大型魔獣です、正規の騎士でも、十人がかりで相手をしてようやく倒たおせるような相手です！　この人数では話になりません！」

「ですけど……」

「危ない、リュリシアさんっ！」

　シュンは叫び、とっさに一番近くにいたリュリシアにとびついた。なにを、というリュリシアの悲鳴。同時にまた感じる、王女様のやわらかな肉体の感かん触しよく。だが、今回ばかりはそんなものを味わう余よ裕ゆうがなかった。

　次の瞬間、ズガァァァァァァァァァンッ、ひときわ巨大な爆発が起こり、その衝撃が周囲のなにもかもをのみ込んだのだった。

　門が、爆発したのだ。なにが原因かはわからない。だが、頑丈な外壁の一角が崩くずれ、外壁の残ざん骸がいが周囲へと飛びちり、門があった場所は燃え上がる炎ほのおと煙けむりに覆われて、どうなっているのか外からうかがい知ることはできなくなってしまっていた。

「いたたた……ア、アンジュは……」

　と、リュリシアはうめきながら上半身を起こした。が、すぐに自分の異変に気づくと、悲鳴じみた声を漏もらした。

「またあなたですの、シュナブランさん！」

「はははは……どーも」

　どなられ、シュンはなんともマヌケな声を漏らした。例によって、シュンはリュリシアの上に覆い被かぶさるように乗っていた。シュンに押し倒された形のリュリシアは、顔を赤くして口をぱくぱくさせている。

「あなたという人は、何回同じことをすれば気が済みますの！」

「ははははは……ごめん……ね」

「……なにか、様子が変ですわね？」

　怪訝な顔でシュンに顔を近づけるリュリシア。そんな至近距きよ離りから見られてしまうと、シュンとしては少し気き恥はずかしかった。目の前のリュリシアからは花のような甘い香りがして、シュンは無意味にドキドキした。

「ははは、本当に、なんでもないよ」

　言いながら、シュンは自力で立ち上がろうとして、そこで少しふらついてしまった。

「どうしましたの、シュナブランさん！」

　と、リュリシアが慌あわててシュンの体を支えてくれた。おかげでせっかく離はなれたのにまた体が密着してしまう。

「……！　この傷、なんてことですの！」

　リュリシアが驚おどろいた声を漏らした。シュンの制服の脇わき腹ばら部分が、ドス黒くなっているのだ。よく見れば、その部分に金属片が刺ささっていた。今の爆発で飛んできた破は片へんだろう。金属片はナイフくらいの大きさがあり、傷口からは今も血が流れ出ていた。

「ははは、大だい丈じよう夫ぶだよ……けど、なんだか、視界がかすんで……」

「全然大丈夫ではありませんわっ！」

　あわてた様子でリュリシアがシュンの体を横たえさせる。シュンは、そんなのいいから、早く逃にげて、と言おうとした。だがどういうわけか、唇くちびるに上う手まく力が入らなくて、まともな声がでなかった。

「わたくしをかばったせいで、こんな傷を……」

「いいから……逃げ……て」

　ズンッ

　重い足音と共に、シュンたちに影かげがかぶさった。頭上には、家よりもさらに巨大な魔獣、すなわち〈多セ顎ル猛ベ狗ル〉が聳えていた。ついに門を突破した大型魔ま獣じゆうが、学園の敷しき地ち内へと侵しん入にゆうしてきたのだ。

　ゴアァァァァァァァァァァ

【　……要よう請せいを……

　　……生命………ます…　】

　魔獣の咆ほう哮こうに重なって、シュンの頭の中で幻げん聴ちようが響ひびく……また、この声だ。

　ダメだ、とシュンはぼんやり思った。よりによってこんなときに、不幸の予兆が聞こえるなんて、最悪だ。

「……逃げて、リュリシアさん」

「バカなことを言うのではありませんわ！」

　バカでもなんでもなく、割と本気なんだけどなぁ……シュンはそう思った。

　腹部の傷は思ったよりも深いらしくて、手で押さえても出血が止まらない。おかげで、どんどん体から力が抜ぬけていく。そんなグッタリとしたシュンをなぜかリュリシアがグッと、強く抱だき寄せてくるのだが、今のシュンにはリュリシアの柔やわらかな体の感触を感じるだけの余裕はなかった。

　ゴアァァァァァァァァァァァァァァァッ

〈多セ顎ル猛ベ狗ル〉が咆哮を上げ、足元のシュンとリュリシアをにらみつける。三つ首の魔獣は、シュンが知るどの魔獣よりも巨大だった。あの〈岩窟獅子ネメリヨン〉よりも、さらに一回りくらい大きいかもしれない。

「見捨てたり、するものですか。だってあなたは……」

　リュリシアの声が耳元で聞こえたが、〈多セ顎ル猛ベ狗ル〉のすさまじい咆哮によってかき消されてしまった。

　いよいよまずい、シュンも、覚かく悟ごを決めた。このままでは全ぜん滅めつだ。せめてリュリシアだけでもなんとかしないと……

「まったく、危ないところでしたが、どうにか間に合いましたね」

　スタッ、軽かろやかに着地する靴くつ音おとが響く。シュンが顔を持ち上げると、自分たちのすぐ目の前に、見覚えのある人物が立っていた。

「あなた……ソフィー卿きよう」

「驚きましたよ。みなさんとっくに避ひ難なんしているものと思っていたのですが、まだこんなところに残ってらしたのですか」

　こんな状況にもかかわらず、ソフィーは余裕の感じられる笑えみを浮うかべていた。ドサドサと、ソフィーは両手でかかえていたものを地面に下ろす──それは、人間だった。たった今、爆発に巻き込まれたかに見えたアンジュと男性騎き士しである。

「タイミングはきわどかったのですが、二人とも特にケガはしていないはずです」

「アンジュ、よかった！」

　と、リュリシアが思わず、といった様子で声を漏らした。救出された二人は、うっ、とうめきながらなんとか自力で起き上がろうとしている。ソフィーの言うとおり、大きなケガはないようだ。

　よかった……ソフィーの顔を見た瞬しゆん間かん、シュンは心から安あん堵どした。ソフィーさえいてくれるなら、きっと、大丈夫……

　ソフィーが急に顔を曇くもらせた。シュンの様子が変だと気づいたのだ。

「ハーベストさんは、どうなさったのですか？」

「あぁ、そうですわ、ソフィー卿。彼が、ケガをしましたの！」

　リュリシアの言葉に、ソフィーの細いマユがぴくりと震ふるえた。

「……ほぅ？」

「今の爆発で、金属の破片がお腹に刺さっていますわ。早く手当てをしないと……」

「やめてください。そういう傷は、ヘタに破片を抜くとかえって出血がひどくなります」

「ならどうすれば……」

　ゴアァァァァァァァァァァァァァァァァァッ

　いきなり現れたソフィーに向かって、〈多セ顎ル猛ベ狗ル〉が三つの首から凄すさまじい咆哮を浴びせた──が。

「……五う月る蠅さいですね」

　振ふり返る、ソフィー。リュリシアは、びくりと体を震わせた……今のソフィーの声は、聞けば思わずゾッとするほど冷たい声だったのだ。

「そうですか、あなたが彼を傷つけたのですね……たかが畜ちく生しようの分際で」

　吐はき捨てるソフィー。

「あなたをこれ以上、この世に生きながらえさせる理由がなくなってしまいましたね」

　チャキッ、ソフィーが片手に持つ剣けんを持ち上げた。細身の剣身が輝かがやく豪ごう華かな作りの剣。リュリシアも見たことがない剣だった。その剣がみるみるうちに輝きだした。

「ですから──死んでください」

　ズバァァァァァァァァァンッ

　すさまじい閃せん光こうと、爆ばく発はつ。まるで目の前に雷かみなりが落ちたかのようだった。あまりにも眩まぶしすぎてなにもかもが白く塗ぬりつぶされて、なにも見えなくなってしまった。

　そして……しばらくたって、ようやく視界が回復したとき、シュンとリュリシアの目の前には、〈多セ顎ル猛ベ狗ル〉の死体があった。

　信じられない──〈多セ顎ル猛ベ狗ル〉の巨きよ体たい、その上半身が、完全に消失していた。〈多セ顎ル猛ベ狗ル〉の背後、堅けん牢ろうな外がい壁へきは完全に破は壊かいされ、ガラガラと大きなガレキが崩ほう落らくしていった。ただそのガレキのおかげで破壊された門が埋うずまり、穴は封ふう鎖さされた。

　魔獣の傷口から肉が焼けこげる臭においが周囲にひろがり、上半身を失った〈多セ顎ル猛ベ狗ル〉の下半身は、そのままどぅ、と地面の上に倒れた。
















「……いけませんね。少し、力の加減を間ま違ちがえてしまいました」

　平然と、自分の前方に剣を突つき出した姿勢から、ソフィーは剣を下ろした。ガチャッガチャッガチャ、重い音と共にソフィーの剣が連続して〈魔弾テイリユル〉を排はい莢きようした。

　信じられない威い力りよくだった──リュリシアは思う。一いち撃げきで大型魔獣を即そく死しさせるなど、よほどの騎士でなくては不可能な芸当だった。それを自分と同い年のソフィーがやるとは……悔くやしいが、やはりソフィーの実力は自分より数段上だと、認めざるをえなかった。彼女とは何度も互たがいに競きそい合ってきたが、最初に会ったときから一度として、リュリシアは彼女に勝てたことがない。

　やはり勝てないのかと思うと同時に、彼女には負けたくないとも思った。彼女にだけは、負けるわけにはいかない……リュリシアのプライドにかけても。

「リュリシア殿でん下か。ハーベストさんはどうなのですか？」

「え、えぇ……その、顔色が悪いですわ」

　いきなり声をかけられ、少しあわてながらリュリシアは答えた。

「リリィ様、わたしにお任せください」

　と、ショックから回復したらしい、アンジュがリュリシアに駆け寄り、グッタリしたシュンの様子をうかがう。

「わたしはいざというときに備え、救命士の資格を取得していますので」

　鋭するどい眼まな差ざしでアンジュは、シュンの傷の具合を確かく認にんする。

「傷口は一見深そうですが、これなら命に別状はないでしょう。個人的には残念ですが」

「そうですの」

　ほっ、リュリシアは息を漏もらす。ソフィーもそれを聞き、ふぅ、と嘆たん息そくした。

「応急手当てをしますが、あくまで一時的なものです。ちゃんとした病院などで手当てをしないと、傷口が化か膿のうしたりする可能性があります」

「ではすみませんが、彼のことをお願いしてもよろしいですか？」

「えぇ、それはもちろん。ソフィー卿は？」

「私はまだ、することがありますので」

　剣を構えるソフィーは、たった今破壊した門を見た。

「一いつ般ぱんの生徒たちは王都へ避難するため、学園を脱だつ出しゆつしています。国王陛下は、この学園で魔獣をなんとしてでも食い止めるおつもりのようです。先ほど、王都からの増ぞう援えんも到とう着ちやくしました。私もこのまま外に出て、魔獣と戦います」

　言うや、〈皇覇刻オーバー・クロツク〉の輝きに包まれたソフィーはティンと同様、跳ちよう躍やくして外がい壁へきを跳とび越こえていった。その姿を見送ったリュリシアは、同い年のソフィーでさえ戦っているのに、自分まで逃げていいのかと一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした。剣の腕うでには自信がある。自分もここは……

「リリィ様。とりあえず、傷の手当てはしました。ここから移動しましょう」

　アンジュが告げる。シュンの腹部には真新しい布が固く巻き付けられ、傷口をふさいでいた。二人の姿を見て、リュリシアは意識を現実へと戻もどす──そうだ。変な英えい雄ゆう意識にとらわれて、自分から危険に飛び込むのは無む謀ぼうすぎる。自分は王女。自分の命は、自分だけのものではないのだ。リュリシアが王女である以上、彼女は、自分で自分の死地を選ぶ自由すらないのだ。

「シュナブランさんは、大丈夫ですの？」

「すぐに死ぬことはありません。行きましょう」

　グッタリとしたシュンは、先ほどからほとんどしゃべらない。けど、意識は残っているらしく、アンジュの言葉にもかすかにうなずいた。

「肩かたを貸してあげます……こんなこと、特別ですよ」

　と、アンジュがシュンの肩を持って、ふらふらするシュンをしっかりと支えた。その体勢のまま、シュンとアンジュは歩き出す。

「その傷、リリィ様をかばった時の傷ですね」

「…………」

「その件に関しては、あなたにしては珍めずらしく役に立ったと認めてあげます。感謝なさい」

　アンジュが小声で言う。少し気き恥はずかしいのか、わずかに頰ほおが赤くなっていた。

「……っ……」

　アンジュに支えられたシュンが、なにか言った。が、声が小さいので、アンジュにはよく聞こえなかった。

「なにか言いましたか？」

「……ぃて……」

「なんですか、はっきり言ってください」

　アンジュがシュンの口元に耳を寄せた。シュンの声がはっきりと聞こえた。

「……アンジュさん……背が高すぎて、せっかく支えてもらっても手が痛いから、もっと腰こしを低くしてくれない？」

「…………」

　パッと、アンジュはシュンを支える手を離はなした。シュンが地面に崩くずれ、リュリシアがなにごとかと思わず悲鳴を漏らした。







　──子供のころ、兄のことがあまり好きではなかった。むしろ嫌きらいだったと思う。

　物心ついたときから身近にいて、いつもヘラヘラ笑っていて、兄なのに弱くて全然頼たよりない存在──ソフィーにとって、シュンとはそんな存在だった。

　ソフィーを含ふくむ彼女の姉し妹まいたちはみな優ゆう秀しゆうだった。みな、なんらかの分野において天才的な才能を保有している。だがシュンだけは、なんの才能もなかった。

「兄さんは、なんでそんなに弱いのですか？」

　幼いころ、ソフィーはそんな無む邪じや気きで残ざん酷こくな言葉を吐いた。それを聞いたシュンは、悲しそうな、残念そうな、困ったような、そんな複雑な感情の交じった笑えみを浮かべていた。

「なんでだろうね。ボクも自分がどうしてこんな弱いのか、不思議だよ」

　そんな幼い時分のある日、姉から面おも白しろい話を聞いた。隣となりの山の頂上にはめずらしい花があるそうだ。一年に一度、夏の満月の夜にのみ美しい花はなを咲さかせるという。その花が咲くのを見ることができたものは、願いがかなうのだそうだ。

「見てみたいですね」

　ソフィーはその話を聞いたとき、思わずそうつぶやいた。するととなりのシュンがソフィーを振り返った。

「ソフィーはなにか、かなえたいお願いがあるの？」

「はい、欲ほしいものがあります」

「なにが欲しいの？」

　ソフィーはシュンに答えた。

「カッコいい兄さん」

「……………………へぇ、そう」

　シュンはその答えを聞いて、情けないような泣き出しそうな、そんな微び妙みような顔をしていた。そんな顔をするシュンのことが、ソフィーはやはり好きではなかった。

　異変が起きたのは数日後。シュンが家からいなくなった。日が落ちても帰ってこない。家の中は大おお騒さわぎになり、父と母、上の姉たちがただちに探しに飛び出していった。ソフィーは家に残って、下の妹たちの相手をすることになった。

　まだ幼い妹たちの相手をしながら、ソフィーはふと、数日前の話を思い出した。もしかして、シュンはあの花を見に山を上ったのかもしれない。

　だがありえない、ともソフィーは思った。隣の山は、魔ま獣じゆうの生息地なのだ。とても危険な場所だから、子供は絶対に近づいてはいけないと教えられていた。

　シュンだってそんなことは知っているはずである。ソフィーよりも弱いシュンが、あんな危ない場所に夜中に行くなんて自殺行こう為いでしかない。

　しかし、もしかしたら、万が一ということもある……ソフィーは、急に不安になった。

「ソフィー、なにそわそわしてやがるのですか」

　と、まだ幼いクロロにも不思議がられてしまった。なんでもないです、とソフィーはごまかしたが、胸の中の不安は消えなかった。

　そして──シュンは帰ってきた。大ケガをして。

　父の手に抱だかれたシュンの小さな体は、血とドロにまみれていた。探しに出ていた母や姉たちも全員戻ってきたが、また家の中が大騒ぎになった。なにをすればいいのかわからず右往左往する姉、いきなり泣き出す妹たち、シュンの手当ての準備を始める父。

　そんな中、母が、ソフィーに手て渡わたしてくれたものがあった。

　それは鉢はち植うえだった。

　鉢にはつぼみをつけた花が一輪植えてあった。

　母によれば、シュンはケガをして山の中で動けなくなっていたけど、この鉢植えだけは最後まで大事そうにかかえて手放さなかったそうだ。

　あぁやっぱり、とソフィーは思った。シュンは、あの花をとりにいったのだ。

　なんでシュンがそこまでしてこの花をとりにいったのか、ソフィーにはわからなかった。

　だから深夜に、ソフィーはこっそりシュンの部屋に忍しのびこんだ。

　手当てをうけ、全身に包帯を巻かれたシュンが、ベッドに寝ねかされていた。

「ソフィーかい？」

「はい」

　シュンは寝たまま首を動かし、ソフィーを見た。

「花、とってきたよ。次の満月に咲きそうなのを選んできたよ」

「……なんで、こんなことをしたのですか、兄さん」

「ん？」

　ソフィーは、固い口調で尋たずねた。

「兄さんは弱いのに、どうしてこんなムチャをするのですか？　もしかして頭が悪いのですか？　みんなすごく心配したんですよ」

「ごめんね。でもソフィーにこの花を見せてあげたかったからね」

「私は、カッコいい兄さんが欲しいと思っただけです。弱くて頭の悪い兄さんなんていりません」

「うん、ゴメンね、ボクなんかがソフィーの兄さんで、本当にゴメンね」

　シュンがつぶやいた。

「ボクもね、かなえたいお願いがあったから、この花をとってきたんだよね」

「……兄さんは、なにをお願いする気ですか」

「ソフィーと家族みんなが笑顔で暮らしていけますように、ってね」

　そしてシュンは、弱々しく笑った。

「ボクはもう、ダメかもしれない。さっきから体がすごく痛いんだ。たぶん、もう限界なのかも……」

「なにを、バカなことを言っているのですか」

「安心してね、ソフィー。弱くて頭の悪い兄ボクはもういなくなるから、だからソフィーはボクのことなんかすぐ忘れて、笑顔で暮らしてね」

「だからバカなことを言わないでください、兄さん」

「……ゴメン……ね」

「兄さん？　え？　兄さん、冗じよう談だんですよね、兄さん……父さん、母さん！　兄さんが！」

　シュンは本当に意識を失っていた。ソフィーが大声で父母を呼び、家の中が再び大騒ぎになった。

　シュンの部屋からソフィーは閉め出され、父母と姉たちが忙いそがしそうにしているのを、ながめることしかソフィーにはできなかった。

　ソフィーは、先ほどのシュンの顔を思い出した。自分が危ないはずなのに、ソフィーを安心させるためか、いつもと変わらない笑みを浮うかべていた。自分のために花をとってきてくれたシュンがこのままいなくなってしまうかと思うと、ソフィーの胸は締しめ付けられるかのように苦しくなってきた。そのことを想像しただけで、眼めの奥が熱くなって涙なみだがこぼれそうだった。

　ソフィーは大あわてで鉢植えをかかえると、そのまま夢中になって外に飛び出した。

　深夜、星明かりを頼りに庭に出たソフィーは、そのまま地面にひざまずき、素す手でで土を掘ほり始めた。地面はとても固く、子供の指では掘り起こすのも大変で、ツメが割れてしまった。そんな痛みも気にせず、ソフィーは地面に穴を掘ると、そこに鉢植えに入っていた花を移し替かえた。

　固いつぼみをつけた花は、全然咲きそうになかった。ソフィーは空を見上げたが、夜空に月は見えなかった。

　それでも、幼いソフィーは、つぼみのままの花に向かって、ドロで汚よごれた手をあわせて必死にお願いをした。

「お願いします。私のお願いは取り消します。カッコいい兄さんはいりません。弱くてバカでもいいですから、兄さんを元気にしてください！」

　花に向かって何度も何度もお願いした。家族はシュンのことに気をとられているらしく、誰だれもソフィーがいなくなっていることに気づいてないらしい。ソフィーはそのまま一晩中花に向かって泣きながらお祈いのりして、泣き疲つかれて地面の上で寝てしまっていた。




　結局その後──シュンは普ふ通つうに元気になった。

　そもそもシュンのケガは、暗い山道で足を滑すべらせて崖がけを落ちてしまったことによる骨折だったそうだ。単純骨折なのですぐに治った。擦すり傷きずが多かったので出血がひどく見えたが、そちらの傷はたいしたことなかったらしい。ケガの影えい響きようで夜中に少し熱を出してしまっただけで、実際のところシュンの命に危険なことはなかったそうだ。

　すぐに元気になったシュンだったが、近づいてはいけないと言われていた山に入ったことで父母からはすごく怒おこられてしまった。

　そしてシュンがそんな苦労をしてまでとってきた花だったが──つぼみは開くことのないまま、数日で茶色く変色してしまった。

　姉によれば、この花は高山の特別な環かん境きようでしか育たないから、平地に移しかえても花は咲かないそうだ。

「枯かれちゃったね、花」

「はい」

　庭で枯れはてた花の骸むくろを眺ながめるシュンとソフィー。シュンは、悲しそうに枯れたつぼみに触ふれた。

「ゴメンね……一人だけ別の場所につれてこられても、やっぱり咲けないんだよね、ボクたちは……」

　シュンは、咲かずに枯れた花に自分のことをかさねているのだと、ソフィーは気づいた。

「いいえ、兄さん。それは違ちがいます。花は確かに咲きました」

「え？」

「だって、私のお願いはかないました。ですから、きっと花は咲いたのです」

　ソフィーがそう告げると、シュンは、そうなんだ、とうなずいた。

「よかったね、ソフィー。でも、どのお願いがかなったの？」

「そんなの決まっているではありませんか」

　そう、間ま違ちがいなく、ソフィーの願いはかなっていた。

　なぜなら、ソフィーはすでに手に入れていたからだ──カッコいい兄を。







　同時刻、学園周辺の森林部──

　すでにこの段階で、多数の魔獣が学園にせまっていた。学園を囲む外がい壁へきの外は、木々の生おい茂しげる原生林である。見通しが悪いため、森の中にいる魔獣の正確な数はだれにもわからなかった。だが、木々の間から時折見える魔獣の密度、鳴き声や、〈魔ス元ク素レ〉の濃のう度どなどから総合的に判断して、数百以上の魔獣が周辺にいると、学園では推測をしていた。

　学園の外壁の中に立て籠こもれば十分勝機はあったが、その場合魔獣が学園を無視し、一気に王都に到とう達たつする危険があった。王都を守るためには、学園側は不利を承知で外壁の外に自らうって出なくてはならなかったのである。そのため、学園にいる教師全員が動員され、攻こう勢せいに出ていた。

　ズガガガガガガッ──森の中で、巨きよ大だいな物体が木々を捲まき込み、へし折りながら転がっていった。大型魔獣である。そうやって倒たおれた魔獣は、もう二度と立ち上がろうとはしなかった。

「おい、見たかよ、今の？」

「あぁ……信じられん」

　外で戦う騎き士したちは、戦々恐きよう々きようとしてつぶやいた。

「あの大型魔獣が秒殺だぞ？　あの人一人でいったい何匹びき倒してるんだ？」

「さすが剣聖様だ。もはや我々とは、次元が違う」

　ティンである。ティンはやはり無表情のまま、口元を引き結び、森の中を縦じゆう横おう無む尽じんに駆かけ回りながら、視界に入った魔獣を片かたっ端ぱしから倒しているのだった。

　家のように巨大なものから人間大のサイズまで、魔ま獣じゆうもさまざまな種類が存在する。だが、ティンには相手の大きさなど関係なかった。どんな相手だろうと、ほんの瞬まばたき数回もしないうちに斬きり殺してしまうのである。

「けどいいのか、剣聖様を戦わせておいて？」

「よくはないが……正直あのかたがここにいなかったら、我々はとっくに全ぜん滅めつしている」

　誰もがその圧あつ倒とう的な強さに驚おどろき、そしてその剣けん士しの正体が幼い少女であることに二度驚いた。

　ティンの手には、長大な剣が握にぎられていた。ティンは防具らしい防具をほとんどつけていないが、唯ゆい一いつ右手にだけ、頑がん丈じようそうな籠こ手てをつけていた。その籠手に包まれた右手には、彼女の体格から考えると明らかに不ふ釣つり合いな、巨大な剣が握られていた。そのため、彼女の右手だけが異様に肥大化しているようにも見えた。

　ガァァァァァァァァ！

　またも、ティンの前に新たな魔獣が現れた。が、ティンはろくに相手を確かく認にんしないまま、無造作に手の剣をふるって一刀両断に斬り捨てた。魔獣が接近していることを、ティンは気配でさっしていた。だからいちいち相手を確認したりすることはしない。自分の間合いに入った瞬しゆん間かん、問答無用で全すべてを斬り捨てていく。ティンの戦い方は、ただそれだけだ。

　と、続いて大きな〈魔ス元ク素レ〉を感じた。木の向こうに大型魔獣の気配。家よりも巨大な姿が確認できた。ティンは恐おそれることなく一直線に木々の間をすり抜ぬけるように駆け抜け、大型魔獣へと接近した。

　向こうもティンの姿は確認できたようだ。ティンを敵と認識したか、すぐさま臨戦態勢を整える。巨大な蜘く蛛もにも似た姿のその大型魔獣が、口から炎ほのおを吐はいてきた。たちまち木々が紅ぐ蓮れんの炎に包まれる。が、ティンの動きは止まらず、そのまま跳ちよう躍やく。手の剣で、炎すらも斬り裂さきながら大型魔獣へと肉にく薄はく、すれ違いざま、その胴どう体たいへ剣を叩たたき込んだ。

　ガギンッ

「ん」

　が、そこで硬かたい手て応ごたえ。ティンは顔をしかめた。大型魔獣の胴体に突つき刺ささった剣は、途と中ちゆうで固いものにぶつかって止まってしまったのだった。魔獣の胴体には大きな傷ができて、傷口からは緑色の体液が噴ふき出ている。が、まだ致ち命めい傷しようではない。魔獣は痛みにうめきながらも、ティンを叩き潰つぶそうと八本ある脚あしを振ふり回してきた。

　すでに何頭もの魔獣を斬り捨ててきた。ティンの剣の切れ味は鈍にぶり、魔獣の脂あぶらと体液で強度もかなり落ちている。

　ティンはそう判断すると、あっさりと、剣から手をはなして地上に着地した。剣を腹につきさしたままの魔獣は、地面のティンを踏ふみつぶそうと迫せまる。

　だがティンは着地と同時に、籠手に包まれた手を地面に叩きつけた。

「……我が摑つかむは久く遠おんの神剣」

　短い言葉をつぶやいたとたん、ティンの右手を摑む籠手が輝かがやいた。表面に複雑な文様が浮き上がると同時に、ティンの手が、地面から出現した棒状のものを摑み、一気に引き抜いた──それは、先ほどティンが手放した剣と、まったく同じ外観の巨大な剣であった。

　一いつ閃せん──その攻こう撃げきで、蜘蛛状の大型魔獣が両断され、骸むくろをさらすこととなった。

　ティンはそれまでと同様に駆けながら、右手を包む籠手の横の穴に、腰こしから取り出した弾だん倉そうを差し込んだ。ジャギッ、と〈魔弾テイリユル〉を装そう塡てん。大量の〈魔ス元ク素レ〉が必要なので、〈魔弾テイリユル〉はいくらあっても足りないくらいだった。

　ティンの戦う姿を見たものは、誰もがその手の巨大な剣に目を奪うばわれるだろう。だが、ティンの秘密はその巨大な剣ではなく、右手を包む籠手のほうにあるのだった。

　その籠手の正体は《滅神咒具エスカトロイ》である。

《滅神咒具エスカトロイ》──かつて神々を殺し、神々の血を吸ったことで神に等しい力を得たという呪のろわれた武具。かつては御おと伽ぎば噺なしの産物と思われていたが、〈魔王コシユマル〉の手によってバーガント大陸に持ち込まれたのだった。

　その〈魔王コシユマル〉を親に持つティンは《滅神咒具エスカトロイ》を引き継ついでいた。

　ティンだけではない。ティン以外の姉し妹まいたちもまた、一人につき一つの《滅神咒具エスカトロイ》を所有している。

　ティンが受け継いだ《滅神咒具エスカトロイ》は剣の神〔剣けん帝ていギュベル・ツェトラ〕の力を簒さん奪だつしたとされる籠手、《霊モ廟ゾ籠ー手レ》。その手で触れたあらゆるものを神剣と化すことができる力を秘ひめている。

　ティンが持つ巨大な剣は、《霊モ廟ゾ籠ー手レ》の力で地面から生み出したものだ。材料は土や石。そんなありふれたものから生み出した剣でも、《霊モ廟ゾ籠ー手レ》の力でどんな名剣にも勝まさる剣となるのである。

「ティン、そこにいましたか」

　森の中を駆け回るティンに、並走する人ひと影かげがあった。

〈皇覇刻オーバー・クロツク〉状態のティンに追いつくことのできる騎士など、大陸中を探してもそう何人もいない──チラリとティンが横を見ると、そこにいたのは彼女の姉、ソフィーだった。

「あいかわらずの見事な腕うで前まえですね」

「……兄は？」

　姉の賞賛の言葉を無視し、ティンは気になっていたことを真っ先に聞いた。周囲に他の騎士がいないことは確認済。この会話は、ソフィーとティンの二人以外には聞こえない。

「兄さんは、負傷しました」

「……本当？」

　めずらしく、ティンが動どう揺ようしていた。妹の動きがわずかに鈍にぶくなったことに、ソフィーは気づいていた。

「命に別状はありません。信しん頼らいできる人物にあずけましたので、問題はないはずです」

「ん。なら、いい」

「けど兄さんはまだ、学園を脱だつ出しゆつはしていないようです。学園にこれ以上、魔獣を近づけさせないで下さい」

「ん、問題ない」

　ティンはあっさりと答えつつ、またも発見した大型魔獣を瞬殺した。ソフィーも片手間に魔獣を蹴け散ちらしつつ、姉妹の会話は止まらない。

「ですが、さすがに数が多いですね。私たちだけでは手が足りないかもしれません」

「ん、別に平気」

　ティンが言う。ジャギジャギジャギッ、とティンの右手にある《霊モ廟ゾ籠ー手レ》が連続して〈魔弾テイリユル〉を排はい莢きようした。一瞬で空になった弾倉がボトリと地面に落ち、ティンはすぐに新しい弾倉を籠手に差した。

　大量の〈魔弾テイリユル〉を消費しているということは、ティンはなにか大おお技わざを使うつもりなのだとソフィーは気づいた。

「このまま全部、片付ける」

「なるほど……わかりました。それではお願いします」

「ん」

　うなずくティン。同時、彼女の右手を包む籠手が、一層強い輝きを放った。

　ティンは駆けながら、今まで使っていた長大な剣を惜おしげもなくその場に投げ捨てた。同時に、《霊モ廟ゾ籠ー手レ》に包まれた右手を、地面に突き刺した。

　バチンッ

　なにかが弾はじけるような音と共に、周囲に稲いな妻ずまが飛びちった。同時に、地面の上に光が広がっていく。

「……我が摑むは夢む幻げんの泡ほう沫まつ。永遠に続け、無む双そうの剣けん舞ぶ」

　ティンの小さな唇くちびるが、言葉を紡つむぐと同時に、ティンの小さな体から光があふれ出た。そして──地面から無数の剣が飛び出した。

　それはティンの操あやつる長大な剣と同じ外観の剣だった。だが今回は数が違う。数十、数百、数千、数万もの剣が、森の地面から飛び出し、下から魔獣達を次々と串くし刺ざしにしていくのだ。魔獣達はなすすべなく無数の剣に串刺しにされ、一瞬のうちに絶命していった。

　それは学園の存在する原生林全域で起こっている光景だった。ティンの放ったその攻撃で、数百以上の魔獣はほぼ壊かい滅めつ状態となったのであった。

　ティンの《滅神咒具エスカトロイ》、《霊モ廟ゾ籠ー手レ》の力である。その手で触ふれたもの全てを剣と変える力、ティンはそれを利用して、自分の触れた地面から無数の剣を生みだし、広こう範はん囲いの魔獣を同時に攻撃したのだった。

　無論、これだけの大技を使うのはティンといえど容易ではない。この技のための〈魔ス元ク素レ〉をためるため、今まで時間がかかったのだった。

「さすがティンですね。あいかわらず常識外れの強さです」

　と、ソフィーは自分の妹の実力に舌を巻いた。大陸最強、剣聖の名はダテではない。

「……ちょっと、疲つかれた」

　ティンはそう呟つぶやき、《霊モ廟ゾ籠ー手レ》の土をはらいながら立ち上がるところだった。さすがに消しよう耗もうしたのか、ティンの小さな額でキラリと汗あせが光っていた。

　今の一いち撃げきで、森の中の魔ま獣じゆうは大半が倒たおされた。が、全滅ではない。〈岩窟獅子ネメリヨン〉のような、飛行型の魔獣にはさすがにティンの攻撃も届かなかったのだ。とはいえ、ここまで減らせば後はなんとかなるはず、ソフィーはそう判断した。

「しかし、なぜこの魔獣たちはこんな場所に……ん？」

　ソフィーが、眼めを細めた。視界の中、はるか遠くの木の上に、人影が見えたのだ。なぜこんな場所に人が？　いや、そもそもあの姿には見覚えが……

「ティン。ここは任せますよ！」

「ん」

　短く叫さけび、ソフィーはティンを置いて森の中を駆かけ出した。〈皇覇刻オーバー・クロツク〉による高速移動で、一瞬で相手との距きよ離りを詰つめてしまう。

「あーあ、見つかっちゃった。あいかわらず眼がいいじゃないのさ、ソフィー」

「ヴィオニエ、やはりあなたですか」

　森の中に見えた人影は、小こ柄がらながらもメリハリある体を露ろ出しゆつ過多な服装で包んだヴィオニエだった。

「なぜあなたがここに……いえ、まさか、あなたの仕し業わざですか、この魔獣たちは？」

「にゅふふ、その通りさ。あたしの《滅神咒具エスカトロイ》の力、知ってるはずさぁ」
















　ヴィオの片手には、毒々しい程ほどに赤い弓がにぎられていた。

「《滅神咒具エスカトロイ》、〔獣じゆう凰おうボンヌ・マール〕の《天楼閣弓ドンジヨン》。獣神の権能を持つこいつは、魔獣を操ることができるのさぁ」

「どうしてこんなことをしたのですか」

「そんなの決まってるさ。あたしたちの父さんと母さんを殺した人間どもに、復ふく讐しゆうするためさぁ」

　ギラギラと、ヴィオの眼の中で憎ぞう悪おの光がゆれていた。

「バカなマネはやめなさい」

「にゅふっ、あいかわらずいい子ちゃんだね、ソフィー。今さら姉貴ヅラとか、正直ウザいよ。お前のいうことなんて、聞くわけないさぁ」

「……いいでしょう。ならば腕うでずくでも止めて見せます」

　手の中の剣、《聖堂光剣カセドラル》を構えるソフィー。だが、ヴィオは余よ裕ゆうのある笑えみを浮うかべていた。

「にゅふふ、いいのかな、ソフィー。あたしの相手なんてしてる場合じゃないと思うんだけどなぁ」

「魔獣でしたら、すでにティンが大半を倒しました。残った魔獣程度、どうとでも対処できます」

「言っておくけどさ、あの魔獣たちのこと、あたしは操ってないさぁ」

「なんですって？」

　ニヤニヤと、ヴィオが笑っている。

「あたしが操った魔獣は、一頭だけさ。そいつが東の樹海から動き出したから、他のザコ魔獣たちはここまで逃にげてきただけ。本命は、まだ残っているのさぁ」

「まさか、あなたがいうのは……」

　ズズンッ、地じ響ひびきがした。

　そして次の瞬しゆん間かん、目も眩くらむような強きよう烈れつな熱線が森を吞のみ込み、大爆ばく発はつを起こした。




「……マズイ」

「なにがですか、シュナブランさん？」

　アンジュに肩かたを借りて歩くシュンは、顔を上げた。

「いや……なんていうか、すごく悪い予感がする」

　シュンとアンジュ、リュリシアの三人は、二番目の門へと移動している途と中ちゆうだった。最初の門はソフィーと魔獣の激げき突とつで、完全に破は壊かいされたためだ。

「行かないと」

　シュンが、つぶやく。突とつ然ぜんの言葉に、なにを言い出したのだろう、とリュリシアとアンジュは不可解そうにシュンを見つめた。

「ゴメンね。ちょっと用事ができちゃったから、行かないといけないみたい」

「なにを言ってますの？　あなた、自分が大ケガをしているってわかってますの？　すぐに医者のところへ行かないと……」

「でも、今すぐ行かないといけないんだよ！」

　強い口調。リュリシアは少し驚おどろいた。そんなシュンを見たのは、初めてだったからだ。

「ボクの大切なものが、今、たいへんなことになっている気がするんだ。だからボクは、行かないといけない」

　断定するような口調でシュンが言った瞬間、いきなり地面が鳴動した。

　地じ震しんかと思うような震しん動どうに、誰だれもが立っていられず地面にヒザをついた。なんだ、この震動？　なにか、巨きよ大だいなものが動く気配？　けど、こんな地震を起こすほど巨大なものなんて、いったい……

「ゴメン、ボクは、行かなきゃ」

　シュンは、少しだけふらつく足取りで走り出した。あっと、リュリシアが声をもらす。

「お待ちなさい、シュナブランさん！」

「二人は逃げてて。ボクは平気だから！」

　追いかけようとするリュリシアの手を、アンジュが摑つかんだ。

「なりません、リリィ様。シュナブランさんの言動はメチャクチャです。そんな人に付き合って、リリィ様まで危険な目にあわせるわけにはいきません」

「でも……」

　リュリシアは、口ごもった。だが、少し考え直すような表情を浮かべた後、シュンの走っていった方向を見てつぶやいた。

「……よろしいですわ。あなたがそれほどの決意をもって行くのなら、お好きになさい」

　そんなリュリシアを見て、アンジュは眉まゆをひそめた。

　今のリュリシアの表情、それは、シュンのことを完全に信頼している顔だった。付き合いの長いアンジュでも、リュリシアのそんな顔は、滅めつ多たに見たことがなかった。

　なぜそこまでシュンのことを信頼できるのか、アンジュにもその理由はわからなかった。あるいは、この二人の間にはなにか、アンジュですら知らない絆きずながあるのではないかとも思った。

「リリィ様、行きましょう」

「……えぇ」

　うなずき、リュリシアはアンジュの先導で避ひ難なんしていく。

　足早に学園の敷しき地ちを進みながら、内心でアンジュは思った。

　──わたしは、あなたのことが嫌きらいです、シュナブランさん──

　そう、最初に会ったときから、好きになれる要素がどこにもなかった。

　──ですけど、あなたがいなくなれば悲しむ人がここにいらっしゃいます──

　それは悔くやしいが、事実だった。

　──ですから、不本意ですけど、あなたの無事を祈いのっています──

　心の片かた隅すみで、ほんのちょっとだけだけど。








第五章　竜りゆうと勝利と黄金騎き士し









　学園近きん郊こうに、突とつ如じよ巨きよ大だいな魔獣が現れた──それは、とにかく大きかった。木々の間からつきでた巨きよ軀くは、まるで小山のような高さである。学園を囲む堅けん牢ろうな外がい壁へきと比べても負けない大きさだ。全身を黒光りする硬こう質しつな鱗うろこでつつまれており、その姿は巨大なトカゲのように見えた。だが、口の中に並ぶ巨大な牙きば、全身から伸のびる鋭するどい角、巨体を支える頑がん丈じような四し肢し、長大な尾お、なによりもその目、炎ほのおに縁ふち取どられたその凶きよう悪あくな眼まな差ざし、それら全すべてが、その魔獣の異質さをはっきりと示していた。

『獰ド羅ラ嚙ゴ竜ン』──超ちよう大型魔獣に分類される生命体。最強の魔獣、魔獣の王とも呼ばれる生物であり、かつての北方侵しん略りやく戦争においては、たった一いつ匹ぴきのドラゴンを相手に騎士数百人が全ぜん滅めつしたという逸いつ話わさえ残されているほどであった。

　ジュヴレーヌ王国東部の樹海には、戦争を生き残ったドラゴンが一匹住み着いていた。王国は過去に何度かドラゴンの討とう伐ばつ部隊を編成したが、ドラゴンを倒すどころか傷つけることすらできず、失敗してきたのだ。ドラゴンの圧あつ倒とう的な実力は、ジュヴレーヌの騎士ならば誰もが知ることだった。

「……厄やつ介かいですね、こんな巨大な生物、どうやってここまで来たのですか？」

　ドラゴンの巨体を遠くに見つめ、ソフィーはつぶやいた。少なくとも今まで目もく撃げき報告はなかったはずだ。こんな巨体、イヤでも目につくはずなのに。

　いや、そんなことを考えるのは後回しだ。原生林の一角が、炎に包まれていた。ドラゴンが口から放った超高熱の炎が、森を焼いたのだ。広こう範はん囲いの木々が一瞬で消し炭となり、周囲の木へと延焼している。すさまじい熱線だった。こんなものが直撃すれば、人間などひとたまりもないだろう。

　そしてこの学園を超こえれば、ドラゴンは王都にまで到とう達たつする。そうなればどれだけ被ひ害がいが出るかわからない。ここでなんとしてでも食い止めねばなるまい。

「にゅふふ、どーするのさ、ソフィー？　今まで多くの騎士が挑いどんで、誰も倒せなかったドラゴンが相手だよ。いくらお前でも勝てないはずさぁ」

「そうでしょうか？　弱点は明らかですが」

　チャキッと、ソフィーは《聖堂光剣カセドラル》の切っ先をヴィオにむけた。

「あのドラゴンをあなたが《滅神咒具エスカトロイ》で操あやつっているのなら、あなたを倒せばいいだけの話です」

「にゅふふ、さすがだね、ソフィー。まさかそのことに真っ先に気づくなんて、敵ながら恐おそろしい奴やつさぁ」

「いえ、普ふ通つう誰だれでも真っ先に気づくことだと思いますが」

「……にゃぬ？　そうかなぁ？」

「はい、バカでも気づきます。というか、あなたはバカだけど気づいてなかったのですね」

「バ、バカじゃないさぁ！」

「あなたがバカかどうかなど、どうでもいいことです。さっさと終わらせます」

〈皇覇刻オーバー・クロツク〉、ソフィーの体が光に包まれ、急加速。一瞬で目の前のヴィオとの間合いを詰つめたソフィーは、そのままヴィオの体を斬きり捨てようとした。もちろん峰みね打うちだ。しばらく動けなくなるだけで、殺すつもりはない。

　だが、その攻こう撃げきは受け止められてしまった。

「なっ」

　地面の中からいきなり黒い腕がのびてきて、ソフィーの手首を鷲わしづかみにしてきたのだ。そのため、ソフィーの斬ざん撃げきは途中で不発に終わってしまった。

「シラー、さすがぁ！」

　叫さけび、ヴィオがソフィーの目の前で弓の弦つるをひきしぼった。その《天楼閣弓ドンジヨン》にはすでに真っ赤な矢がつがえられていた。ソフィーは逃げようとした、が、手首を強い力で摑まれ、思うように身動きできなかった。

「油断大敵さ、ソフィー！」

　ヴィオが躊ちゆう躇ちよなく矢を放った。至近距きよ離りからの一撃。ソフィーは回かい避ひできなかった。が。

　ガキンッ、その矢は空中でへし折られ、地面に落ちた。

「……六ろく姉ねえ、平気？」

「ティン、ですか。なかなかいいタイミングできてくれましたね」

　スタッと軽かろやかに地上に降り立ったのは銀ぎん髪ぱつの少女、剣けん聖せいティンであった。手にもつ巨大な剣で、ヴィオの矢を叩たたき落としたのだった。

「ちぇっ、ティンに合流されちゃったか。まぁでも、援えん軍ぐんならこっちだっているさぁ」

「…………」

　ヴィオの背後に、いつのまにかもう一人人ひと影かげがいた。全身黒ずくめで背の高い少女である。まるで影がそのまま人間になったかのような漆しつ黒こくのスーツ姿であった。

「シラー。やはりあなたもですか」

「…………」

　ソフィーの言葉にもシラーは無言のままだった。彼女もまた、ソフィーの姉し妹まいの一人だ。

　ソフィーとティン、ヴィオとシラー。それぞれ二人ずつの姉妹が対たい峙じした。そしてその背後の森の奥では、小山のように巨大なドラゴンが動いている。

「……ティン。とりあえずあの二人の身み柄がらを確保します。協力してください」

「ん」

　うなずくティン。事情はわからないながらも、ソフィーの指示に従うようだ。

「ティンまで相手にするのは面めん倒どうだね。とゆーか、モニ姉ねぇからはあんまお前等と戦うなって言われてるんだよねぇ」

　ヴィオがいきなりそんなことを言い出した。

「私があなたをそんな簡単に見み逃のがすと思いましたか？」

「にゅふふ、おーこわ。怖こわい顔しちゃって、でもいいの？　あたしらの相手をしてる余よ裕ゆうなんてないんじゃないのぉ？」

「……じゃ、すぐ終わらせる」

　と、言ったのはティンである。そして次の瞬しゆん間かん、ティンの姿が消えた。同時にヴィオのすぐ前に現れた。超高速で動いたために消えたように見えただけだ。

「…………」

　ティンと同時に、シラーがむかえうつように前に出た。ティンはそのまま手の剣を、シラーに叩きつけた。殺すつもりはない。峰打ちだ。が。

「……手て応ごたえが、ない？」

「…………」

　ティンの剣は、まるで煙けむりでも斬ったかのように、シラーの体を素す通どおりしてしまったのだった。同時にシラーは無言のまま、長い脚あしでティンの体を蹴けり飛ばした。ティンは受け身を取りつつ宙を舞まい、後方へと着地。

「にゅふっ、あわてないでよ、ティン。お前と戦う気はないのさ……じゃ、シラー。あたしらは帰ろっか。あんま遊んでるとモニ姉ぇにまた怒おこられるし」

「待ちなさい、ヴィオニエ、シラー！」

「待つわけないじゃん、ソフィー。あぁ、あと言っておくと、あたしはあのドラゴンをここまで誘ゆう導どうしてきただけで、今はもう操ってないのさ。ここまでくれば勝手に暴れてくれるだろーしね。だからあたしを倒たおしたって、もうどうにもならないのさぁ」

「頭が痛いですね、ヴィオニエ。あなたはいつも、そうやって厄介ごとを起こしてくれますね……」

「にゅふふ、ソフィー。姉妹のよしみで最後の忠告だよ。死にたくないなら、尻尾しつぽまいて逃にげなよ。お前とティンの二人がかりでも、ドラゴンには勝てないのさぁ」

「そうですか。ならすぐにあのトカゲを倒した後、あなたをつかまえてお尻しりペンペンしてあげます」

「なにそれ？　こんなときまで姉貴面づらするわけぇ？」

「いたずらっ子はお仕置きするのが我が家のルールです」

「……いいよ。本当にドラゴンを倒せたなら、お尻ペンペンでもなんでも好きにするといいさ。なんだったら罰ばつゲームでシュン兄ぃとちゅーしてやったっていいよぉ」

「なっ！」

「にゅふふふふふふふ。なにそんなバカみたいな顔してるのさ。あたしはお前みたいに、お兄ちゃん大好きでちゅー、とかいうキャラじゃないのさ。むしろシュン兄ぃとか嫌いだしさ、シュン兄ぃとちゅーなんてマジキモイよ……ま、そんなことはありえないさぁ」

　じゃーね、バイバイ、と手をふるヴィオ。かたわらのシラーがうなずくと、次の瞬間、二人の姿はその場からかき消すように消えてしまった──まさに神出鬼き没ぼつである。

「ヴィオニエ！　まったく、あの子ときたら……」

「六姉、来るよ」

　ティンが前を指す。ドラゴンがまっすぐ学園を目指してその巨体を動かしているところだった。ヴィオたちのことは気がかりだが、今はあちらの相手をするしかないようだ。ソフィーは、そう判断した。

「ティン、あなたは消しよう耗もうしているでしょう。ここは私が戦います」

　ティンは先ほど、多くの大型魔ま獣じゆうを倒すために大量の〈魔ス元ク素レ〉を消費したばかりである。ドラゴンの相手は少し厳しいだろう。

「……平気」

　だがティンはソフィーの言葉を無視して前に飛び出した。同時に、ジャギッ、〈魔弾テイリユル〉を装そう塡てんする。そのまま風のような速さでドラゴンに駆かけ寄りつつ、跳ちよう躍やく。片手に持つ巨大な剣を、稲いな妻ずまのような鋭さでドラゴンの巨体めがけて叩きつけた。が。

　ガギンッ、硬かたい手応えと共にティンの剣は弾はじかれた。

「硬い……」

　思わずつぶやくティン。他の大型魔獣をほぼ一刀で倒してきたティンの斬撃が、通用しなかった。ドラゴンの鱗は、この世で最も硬い物質といわれている。目の前のドラゴンも、全身を漆黒の鱗うろこで包まれていた。巨体でありながら圧倒的な防ぼう御ぎよ力をほこるドラゴンは、だからこそ魔獣の王と呼ばれているのだ。

　それでもティンは諦あきらめず、ドラゴンの周囲を駆け回りながら剣で斬りつけていく。だが、硬い鱗と肉に弾かれ、その攻撃はほとんど通じていなかった。

「ティンでも斬れないとなると、私の腕うででは少し厳しいかもしれませんね……」

　ソフィーが歯がみする。どうやら、これまでにない強敵のようだ。

　と、ドラゴンが長い首を動かした。ドラゴンの巨体からすればソフィーたちなど羽虫のような存在だが、ティンが何度も斬りつけたことで、こちらの存在に気づいたようだ。火花散る爬は虫ちゆう類るいじみた眼まな差ざしが、ソフィーとティンを真まっ直すぐにらみつけていた。

　ドラゴンが、その巨大な口を開いた。家でも丸まる吞のみできそうな大きさの顎あごだ。そのノドの奥が、赤く輝かがやいていく。凄すさまじい量の〈魔ス元ク素レ〉がドラゴンの口内に収束されていくのがソフィーにはわかった。

　そして次の瞬間、すさまじい光の奔ほん流りゆうがドラゴンの咽のどから放たれた。

　それは大地を斬り裂さく光だった。圧倒的な破は壊かい力を持つ凶きよう悪あくな炎ほのおは、もはや炎というよりは光こう芒ぼうだった。それは〈竜鬼哭アンフエル〉と呼ばれる、ドラゴンの必殺攻撃である。

　一直線に飛んでいった熱線は、はるか彼方かなたにある山に命中した。一いつ拍ぱく遅おくれて爆ばく発はつ、山の麓ふもとが根こそぎえぐれ飛び、大きな土ど砂しや崩くずれが発生した。

「おそろしい、破壊力ですね……」

　つぶやくソフィー。傍かたわらにはティンもいる。二人は〈皇覇刻オーバー・クロツク〉による急加速でなんとか〈竜鬼哭アンフエル〉を回避したのだ。だが、〈竜鬼哭アンフエル〉により、森の一角がまた焼き払はらわれ、周囲へと延焼してしまった。幸い学園はまだ無事だが、あの攻撃が直ちよく撃げきすれば、学園の外がい壁へきももたないだろう。

「力の出し惜おしみはできませんね。全力で行きます」

　ジャギジャギジャギジャギッ──ソフィーの手の《聖堂光剣カセドラル》が動き、連続して〈魔弾テイリユル〉を排はい莢きようした。同時に、ソフィーの全身を凄まじい〈魔ス元ク素レ〉がかけめぐっていく。

「超シユベル・〈皇覇刻オーバー・クロツク〉」

　つぶやいた瞬間、ソフィーの体が銀色の光によって包まれた。たちまち、世界が凍こおり付く。否いな、ソフィーの視界では周囲のものが遅おそすぎて、止まっているように見えるだけだ。

　光の神〔光こう煌こうザンダ・ムール〕を殺し、その力を宿した《滅神咒具エスカトロイ》、《聖堂光剣カセドラル》。その力は、使用者に神速の機動力を与あたえてくれる。

　通常、騎き士しは〈皇覇刻オーバー・クロツク〉によって常人の数十倍にも達する機動力を得ることができる。だがソフィーは、さらにその騎士たちの数十倍の速度で移動することができるのだ。

　前方、炎に包まれた森の中央に、黒い小山のようなドラゴンの巨体が見える。ソフィーはそのドラゴンにしっかりと狙ねらいを定めた。

　タッ、と、ソフィーが軽やかに前に踏ふみ出す。次の瞬間、一筋の光が森の中を走った。いや、それは輝くソフィーだった。だが、ソフィーの動きが速すぎて、もはや誰だれにも視し認にんできず、ただなにかが光ったようにしか見えないのである。

　ズガンッ、とドラゴンの巨体が爆発した。その爆発でドラゴンの巨体が一瞬だけ浮うき上がった。ソフィーの攻こう撃げきがあまりに速かったため、ソフィーとドラゴンの間にある圧あつ倒とう的な体格差を埋うめたのだ。

　ソフィーの《聖堂光剣カセドラル》が、ドラゴンの胸に突つき刺ささっているかに見えた。だが、ダメだ。《聖堂光剣カセドラル》の切っ先は、鱗の表面で止まっている。

　ソフィーの頭上で、不気味な鳴動が響ひびいた。ドラゴンが、凶悪な眼差しで自分に張り付くソフィーを見ていた。ソフィーはマズイと思い、超高速を維い持じしたまま回避。

　同時にソフィーの目の前を、真っ赤な光が横切った。〈竜鬼哭アンフエル〉だ。凶悪な熱線を吐はきながらドラゴンは長い首を動かし、周囲一帯をなぎ払うように光が動く。ソフィーは、超加速でその攻撃を回避、くぐり抜ぬけ、再度突とつ進しん。たった今激げき突とつしたのと全く同じ場所に、再度《聖堂光剣カセドラル》を突き刺した。

　ガギッ、ギッ、バジバジバジッ

《聖堂光剣カセドラル》の切っ先から火花が飛び散り、ドラゴンの鱗を破ろうとする。だが、ソフィーの全力をもってしても、鱗を貫つらぬくことはできない。

「……ですが、負けません」

　両手で《聖堂光剣カセドラル》の柄つかをにぎり、奥歯を嚙かみしめながらソフィーはつぶやいた。

「あなたはここで倒してみせます」

　ソフィーはドラゴンからいったん距きよ離りをとって、再度突とつ貫かん。何度も《聖堂光剣カセドラル》をドラゴンに叩たたきつけた。だが、硬く堅けん牢ろうな鱗はビクともしない。やはりムリか、と思った瞬間。

　バジンッ、横手から飛び出してきた影かげが、ドラゴンに激突した。誰かと思ったら、ティンだ。ティンが両手に二本の剣を持ち、その剣を連続でドラゴンに叩きつけた。

「……手伝う」

　短く言い、ティンは両手の剣を乱らん舞ぶさせた。ソフィーが激突した場所とまったく同じ部分の鱗を、ティンが斬りつける。が、硬い鱗は、ティンの斬ざん撃げきもやはりはじいてしまう。

　さらにソフィーが、超高速で突とつ撃げきしつつ《聖堂光剣カセドラル》を突き刺した。常識外れの速度をほこるソフィーの超・〈皇覇刻オーバー・クロツク〉が、けたはずれの破壊力を生みだす。何度も同じ場所に突撃をくり返した結果、ついに鱗の一部がめくれ上がったのだ。

　間かん髪はつ入れず、ティンが剣を一いつ閃せん。鱗の隙すき間まに剣が入り、そのままティンがドラゴンの鱗を斬り飛ばした。鱗のなくなったドラゴンの体に、ソフィーは《聖堂光剣カセドラル》を突き刺した。

　ズブリと、ソフィーの《聖堂光剣カセドラル》はドラゴンの肉を貫き、傷口からどす黒い血が噴ふん水すいのように噴ふき上がった。

　ゴアァァァァァァァァ

　ドラゴンが初めて苦く悶もんの声をもらす。

「ティン！　もうけっこうです。あなたは下がりなさい！」

「ん。六姉は？」

「私もすぐ行きます。あなたは先に！」

　わかった、とうなずき、ティンは後ろに下がる。ティンはすでに限界だと、ソフィーにはわかっていた。ドラゴンと戦う前にティンは〈魔ス元ク素レ〉を浪ろう費ひしている。これ以上戦わせるわけにはいかない。

　ソフィーの脳のう裏りに、シュンの姿が思いうかんだ。子供のころ、ソフィーのために危険な山を登り、ケガをしてしまったシュン。あの時は本当にシュンがいなくなってしまいそうで、ソフィーは胸が張り裂けそうだった。もう二度と、あんな思いは味わいたくない。

　ジャギジャギジャギジャギッ、再度、《聖堂光剣カセドラル》に〈魔弾テイリユル〉を装そう塡てんした。《聖堂光剣カセドラル》の剣けん身しんが、眩まばゆいばかりの輝きを放ち始めた。

「私は、兄さんが戦わなくてすむ世界を作ってみせます！」

　叫さけび、ソフィーは《聖堂光剣カセドラル》を前に突きだした。凄まじい光芒が切っ先から解き放たれ、光の槍やりとなってドラゴンの体、鱗のやぶれた傷口に突き刺さった。

　そして次の瞬しゆん間かん──大爆発。凄まじい光と爆風が周囲を埋め尽つくし、ドラゴンの巨体さえもその爆発の中に完全に消えてしまった。

　その爆発の中から一筋の光が飛び出した。ソフィーである。地面に着地すると同時にソフィーの体を包む〈魔ス元ク素レ〉の輝きは消え、彼女はその場にヒザをついた。

「……クッ、さすがに、限界ですね……」

　ソフィーは自分の持つ〈魔ス元ク素レ〉を完全に使い果たしていた。ドラゴンは、それくらいしないと勝てない相手だったのだ。おかげでもう、まともに身動きもとれないほどにソフィーは消耗していた。

「ですが、これならばさすがに……」

　ゴアァァァァァァァァァァァァァァァァァァァ

　凄まじい雄お叫たけびが、周囲を襲おそった。まさか、とソフィーは振ふりかえる。爆発の中心部から、煙けむりを押しのけるようにしてドラゴンの巨体が飛び出した。ドラゴンは顔を天に向け、凄まじい怒いかりの咆ほう哮こうをとどろかせていた。その音はまさに雷らい鳴めいのようで、ソフィーは思わず耳をふさいでしまった。

　ソフィーの放った攻撃はドラゴンの胸をえぐり、少なくないダメージを与えていた。だが、それでもドラゴンにとって、致ち命めい傷しようには至らなかったのだ。

　バチバチと、火花の飛び散る眼差しが地面にうずくまるソフィーをにらむ。雄叫びをあげながらドラゴンが口をあけた。〈竜鬼哭アンフエル〉を放つつもりだ。だが、今のソフィーにはそれを回かい避ひするだけの力がもう残っていなかった。

　が、その時ドラゴンの頭になにかが激突した。ティンである。ティンがソフィーのピンチを救おうと、ドラゴンに再度斬りつけたのだった。

「ティン、逃にげろと言ったはずですよ！」

　ソフィーが思わず叫ぶ。ソフィーの心配通り、ティンもソフィーと同様、限界だった。ドラゴンの頭部に放ったティンの斬撃は硬かたい鱗にあっさり弾はじかれ、ドラゴンの怒りの火に油を注いだだけだった。ドラゴンは怒りの咆哮とともに頭を振り回し、ティンの小さな体に頭ず突つきを放った。ドラゴンに比べれば豆まめ粒つぶ程度しかないティンは弾だん丸がんのように弾き飛ばされ、地面に激突。

「ティン！」

　叫ぶソフィー。ティンは、ソフィーから少し離はなれた地面に半ば埋もれるようにして倒たおれていた。ティンも苦しげにうめき声をもらす。かろうじて生きてはいるが、重傷だ。おそらくティンも限界。そしてソフィーも、もはやティンを助ける力さえ残っていなかった。

　ゴアァァァァァァァァァァァァァァァァァ

　ドラゴンは再度絶ぜつ叫きようしながら口を大きく開いた。凄すさまじい光が収束されていく。〈竜鬼哭アンフエル〉でなにもかもを焼き尽くすつもりだ。だが、もうソフィーには、打つ手がない。

　だが、スッと、ソフィーの前に影が現れた。

「え？　……兄さん？」

　そう、そこにいたのはシュンである。シュンは、自分の妹たちを護まもるように、ドラゴンの前に仁に王おう立だちとなっていた。




「……間に合った、って言いたかったけど、遅おくれちゃったね、ゴメン」

　シュンは二人の妹に向かってそう謝った。できればもっと速くここまで来たかったが、シュンの足ではどんなに急いでも、これより速く来ることができなかったのである。

「兄さん、なんでこんなところにいるんですか！」

　ソフィーが叫ぶ。

「ここは危険です。せめて兄さんだけでも逃げて下さい！　ドラゴンは、私がひきつけておきますから……」

「ゴメンね、ソフィー」

　シュンはソフィーを見て、少し悲しげにつぶやいた。

「いつもいつも、ボクが弱くて、ボクが情けなくて、ボクがなにもできないから、だからいつもソフィーやみんなに迷めい惑わくばかりかけているね、本当、ゴメン」

「兄さん、今はそんなことを……」

「でもね、そんな情けないボクでも、できることが一つだけあるんだ──それはね、ソフィーたちをピンチからすくってあげることだよ」

「兄さん正気ですか！」

　まさか正気を疑われるとは……いや、まぁ、ソフィーの気持ちもわからないでもない。確かにシュンの実力では、ドラゴンどころか、普ふ通つうの魔ま獣じゆうにすら勝つことはできない……そう、普ふ段だんのシュンならば。

「ボクはね、ずっとわからなかったんだ……自分のこの力の使い方が」

　シュンが、告白する。

「なにをすることもできない、なにも手に入れることはできない、そんな自分の力が、ボクはすごく嫌きらいだった……けどね、ようやくわかったんだ。ボクが持つこの力は、ソフィー達を護ることのできる力だったんだって、ついさっき、自分でもようやく気づくことができたんだ」

「兄さん、なにを言って……」




【　マスター登録者、［シュナブラン・ノーブ・ハーベスト］の要よう請せいを確かく認にん。　】

【　前方の生命体の敵性如何いかんの審しん議ぎを開始します。　】




　シュンの脳裏で、声が聞こえる。それはシュンにしか聞こえない幻げん聴ちようだ。その声は、今まではシュン自身にさえ、とぎれとぎれにしか聞こえなかった。だが今は、その声ははっきりと、なにを言っているのかがわかった。

【　──審議中、審議中、審議中、審議中、審議中──審議完かん了りよう。　】

【　前方の生命体を敵性個体と認定します。　】

【　《滅神咒具エスカトロイ》〔絶勝クロウ・バルラッシェ〕の《凱旋門兜ドウリオンフ》の使用を承認します。　】

　その声が聞こえた瞬間、シュンは確信した。この声は、不幸の予兆などではない。むしろ、正反対のものだったのだと。

「この状じよう況きようで、兄さんに一体なにができるというのですか！」

　ソフィーの問いかけに、シュンは肩かたをすくめた。

「なにができるのか、できないのか──そんなことはこの際なにも意味を持たないんだよ、ソフィー」

　フッと、シュンの口元が歪ゆがむ。

「できるできないじゃなく、ボクは愛する家族を護ると、あの日誓ちかった。だからボクは、自分の存在全すべてをかけて、その誓いを護る──ボクは、妹を護ってみせる!!」

　ゴアァァァァァァァァァァァッ

　ドラゴンが咆哮をあげる。その咽のどがふくらみ、奥からなにかが逆流してくる。乱入してきたシュンもまとめて吹っ飛ばすつもりだ。

　ドラゴンが、咽の奥から〈竜鬼哭アンフエル〉を放った。極ごく太ぶとの光の柱、あらゆるものを吞のみ込み、消失させる、魔獣の王が放った必殺の一いち撃げき。

　シュンは反射的に右手を伸のばし、文字通り光の速度でせまるそれを、手の平で確かに受け止めた。

　バジンッ、と、なにか重いものがぶつかり、砕くだけるような音が響ひびくと同時、シュンの体が後ろへはじきとばされた。

「兄さんっ！」

　ソフィーの悲鳴──だがシュンは、ソフィー達の目の前で、踏ふみとどまった。

　光の圧力に押され、シュンは大きく後退していた。地面にはシュンの両足が引きずられながらえぐりとった線が二本刻まれている。だがシュンは両足を踏ん張り、右手を左手で支えるように構えながら、ドラゴンの〈竜鬼哭アンフエル〉を素す手でで受け止めているのだった。

「信じ、られません……」

　ソフィーが思わずうめく……一撃で地平線の彼方かなたまでを焼き尽くす〈竜鬼哭アンフエル〉を、人間の力で受け止めることなどできるはずがない。なのに、その不可能をシュンはいま、実じつ践せんして見せているのだった。

　そしてシュン自身もまた、自分の力に驚おどろいていた。なんとなく、とっさに手で受け止めてしまったけど、まさか本当にそれで止められるとは思っていなかったのだ。

　けどこれ結構熱い、っていうか熱っ、熱っっっっ！──遅れて手に熱が伝わってきた。熱くて痛い。手が火傷やけどしそうだ。これはたとえるなら、煮にえたぎる熱湯を素手で受け止めているような感じだ。受け止められないことはないが、人間の耐たえられる温度ではない。

　だが、ドラゴンの〈竜鬼哭アンフエル〉は直撃すれば人間など一瞬で蒸発する威い力りよくである。それが熱湯程度の威力にしか感じないというのは、驚きよう愕がくである。

【　《滅神咒具エスカトロイ》、《凱旋門兜ドウリオンフ》本体を召しよう喚かんします。　】

　シュンの目の前に、金色の光が浮うかび上がった。それは、ドラゴンの〈竜鬼哭アンフエル〉にも負けない輝かがやきを持った光だった。その輝きがシュンの頭を包み込み──それは、黄金の兜かぶととなった。

　その兜は、顔をまもるフェイスガードはついていないため、視界は開けていた。金色の兜の額からは鋭するどい角がのび、後頭部には羽のような飾かざりがついている。金色で派手な外見であるにもかかわらず、そこからは並々ならぬ荘そう厳ごんさと神こう々ごうしさがただよっていた。

　そうだ、今のシュンにはわかる。この兜こそが《滅神咒具エスカトロイ》。〔絶勝クロウ・バルラッシェ〕の《凱旋門兜ドウリオンフ》。シュンだけが使うことのできる、シュンだけの《滅神咒具エスカトロイ》。

「兄さん……」

「兄……」

　背後でソフィーとティンが、信じられない、といった顔でシュンを見ている。ドラゴンの〈竜鬼哭アンフエル〉は、シュンが兜をつけた瞬間消しよう滅めつしていた。

　シュンは背後の妹二人を振り返り、安心させるようにうなずいた後、グッと、親指を立てて見せた。

　グォォォォォォ

　低く、うめくような声を、前方のドラゴンが漏もらした。自分の〈竜鬼哭アンフエル〉が一瞬で搔かき消されてしまったのだ。しかも直撃を受けたはずのシュンは平然と立っている。魔獣の王は、目の前にいる小さな人間が、自分にとっての脅きよう威いだと認識したのである。

　ドラゴンは怒りの雄叫びをあげながら、シュンめがけて突つっ込こんできた。その巨きよ体たいで一気に押しつぶすつもりだろうか。

「行くよ」

〈皇覇刻オーバー・クロツク〉──シュンの視界を、光が包み込んだ。《凱旋門兜ドウリオンフ》から、〈魔ス元ク素レ〉が流れ込んでくる。〈魔弾テイリユル〉なしでも、シュンは〈皇覇刻オーバー・クロツク〉を使うことができた。

　世界が静止する。ちがう、シュンが速すぎて、他の全ての動きが止まっているように見えるだけだ。周囲にあるもの、巨大なドラゴン、焦しよう土どに立つソフィー達、空を流れる雲、風、大気、あらゆるものが、色を失ったかのように灰色に姿をかえ、凍こおり付いたように動かなくなっている。

　これが〈皇覇刻オーバー・クロツク〉の世界。だが、それはシュンの知る〈皇覇刻オーバー・クロツク〉とは違ちがう。並の騎き士しが使う〈皇覇刻オーバー・クロツク〉をはるかに上回る超ちよう高速で、今のシュンは動くことができる。風よりも、音よりも、光よりも、時間よりも速く動くことさえできる神にも等しい力が、今のシュンには宿っているのだった。

　シュンは、前に飛び出た。体が、軽い。重さがないかのようだった。ドラゴンも〈皇覇刻オーバー・クロツク〉を使ってはいるが、シュンの方が圧あつ倒とう的に速い！　そのままシュンは、ドラゴンと正面からぶつかった。

　凄まじい衝しよう撃げき、激げき突とつ、爆ばく発はつ音。シュンの体が、はじき飛ばされた。小山ほどもあるドラゴンとぶつかったのだから当然だ。

　しかし、ドラゴンも数歩後あと退ずさっていた。が、たいしたダメージはなさそうだ。それはそうだろう。今のはただの体当たり。そんなので倒たおせるなら、誰だれも苦労はしない。

【　──解かい析せき中、解析中、解析中、解析中──　】

【　当システムは現在、敵性個体の詳しよう細さい情報を解析しています。　】

　また脳内で声が聞こえる。どういう意味かよくわからないので、今はあまり気にしないことにしよう。

　一方のドラゴンは、シュンを倒すには、自身の最大の力を発揮しなくてはならないと悟さとったらしい。再度、四し肢しを地面に突き立て、巨大な顎あごを限界まで開き、ノドの奥に〈魔ス元ク素レ〉の輝きが収束されていく。

【　──敵性個体の情報解析が完かん了りようしました。　】

　冷静な声が、シュンの脳内で響く。

【　敵性個体の詳細情報を入手しました。　】

【　幻げん鱗りん綱こう禁きん忌き目もく深しん淵えん亜あ目もく獰ド羅ラ嚙ゴ竜ン科レドラ属　種族名『硬鱗熱波トウーレ・照射侵略竜アツセ・ル・レドラ』。　】

【　入手した情報から、敵性個体に最適化された武装を精製します。　】

【　敵性個体に最も有効な属性［滅殺龍エグゾ・レドラ］［耐熱波イスベルグ］［抗光線ソンブル］を武装に付ふ与よします。　】

　シュンの目の前に、なにかが出現した。

　それは黒い剣けんだった。

　光をまったく反射せず、ただひたすら光を吞み込むだけの漆しつ黒こく。ただ相手を切断することのみに特化した無骨なデザイン。

　たとえるなら夜、たとえるなら闇やみ、たとえるなら腐、怨、魔……見るものに狂きよう気きと禍まが々まがしさを連想させる黒い刃やいば、それが今、シュンの目の前に出現した。

　シュンは、その黒い剣を手にとった──ドクッ、手の中で剣が脈動するような感覚を覚えた。

　不思議だ。見たこともない漆黒の剣は、まるで子供のころからずっと持っていたかのように手になじんだ。

【　敵性個体の弱点が判明しました。　】

【　口こう腔こう内最さい奥おうに急所があります。　】

「ははっ、そうか、ようやくわかった、この力の使い方が！」

　シュンは、思わず口に出した。

　シュンの《滅神咒具エスカトロイ》の力──それはどんな敵であっても、その敵を倒すことのできる武器と倒しかたを教えてくれる力。

　最も単純だが、最も強力な勝利の力。

　だが、敵だって甘くはない。

　四肢を踏ん張って口の奥に光を貯ためこませるドラゴンの全身が、真っ赤な炎ほのおに包まれたかのように赤熱していた──相手も必死だ。シュンが、自分を倒す力をもつ、自分の宿敵だと気づいたのだろう。だからこそドラゴンもまた、全身全ぜん霊れいをもって、自分の爪つめよりも小さなシュンを確実に葬ほうむり去ろうとしているのだ。

【　警告。　】

【　敵性個体が〈魔ス元ク素レ〉を急速に収束しています。　】

【　新たな攻こう撃げきがくると予想されます。　】

　声が慌あわてたような調子で告げる。同時に脳内では、けたたましい警告音が響いている。明らかに、ヤバイ雰ふん囲い気きだ。

　けど、シュンは怖こわくなかった。

　話は単純だ。




　シュンがこのまま、ドラゴンのノドに手の剣を突き刺させばシュンの勝ち。できなかったら負け──たったそれだけの、単純でわかりやすい話。




「やってみせるよ……ここでボクがやらなきゃ、他の誰がソフィー達を護まもるんだ！」

　シュンは吠ほえると同時に、漆黒の剣をふりかぶって突き進んだ。同時に、ドラゴンの口から一筋の光が放たれた。

　光とシュンの剣が正面から衝しよう突とつした瞬しゆん間かん──ジュワッ、肉が焼けこげる音と臭におい、同時に先ほどとは比べものにならない熱と衝撃がシュンを襲おそった。

　細い……シュンは思う。今までのドラゴンの〈竜鬼哭アンフエル〉は、たとえるなら極太の光の柱だった。だが今度の一撃は、槍やりのように引き絞しぼられ、とぎすまされた一撃だった。それでいて光量はかわらず、圧縮された太陽がシュンの体に叩たたきつけられたかのようだった。

「これは……」

《滅神咒具エスカトロイ》の生み出した漆黒の剣は、そのドラゴンの攻撃にも耐えていた。

【　属性［耐熱波イスベルグ］及および［抗光線ソンブル］を発動しました。　】

【　敵性個体の熱線攻撃を無効化します。　】

　だが──それを持つシュンの肉体は、そうはいかなかった。

　手が、灼やける──熱いとか痛いとか、そういうレベルをもはや通り過ぎてしまって、もはやなんなのかわからない。冷静になればたぶん死ぬほど痛いのだろうけど、でも痛覚の限界を超こえてしまったのか、吐はき気けがするような不快感をシュンはおぼえただけだった。

　ゴギリ、シュンの手首の骨が、常識では考えられない音を立てた。手は、自分の手とは思えないほど真っ黒に焼けこげている。まずい、なんだ、これ。明らかにシュンの手が異常をきたしているのに、なにが起こっているのか自分でもよくわからない。

【　現在、敵熱線の九九・九九七％の無効化に成功しています。　】

【　警告。　】

【　許容量を超えるダメージを受けたため、マスター登録者の感覚を遮しや断だんしています。　】

「どうすればいいのさ、これ！」

　このままだとヤバイということは、シュンにもわかった。たぶんこのままだと、シュンの全身は焼き肉になる。いや、焼き肉どころか炭が残るかどうかもわからない。かといってドラゴンの〈竜鬼哭アンフエル〉の圧力からは、逃にげることもできない。八方ふさがりだ！

「兄さんっ！」

　そのとき、シュンの耳にその声が届いた。ドラゴンのビームを剣で受け止めながら、シュンは首を動かして、背後を振ふり返る。

　シュンのはるか背後、ソフィーがいた。ソフィーはシュンのことをまっすぐ見つめながら、その眼めから涙なみだをこぼして、必死になにかを叫さけんでいた。

　ブチン──シュンの頭の中、なにかが切れた気がした。視界が暗転する。

　なんなんだろう、この感覚──シュンは、初めて味わうその感覚にとまどった。

　頭の中が真っ白になったと思ったら真っ暗になった。体中が燃えたぎるように熱かったはずなのに凍こごえるように寒い。震ふるえるくらい興奮してるのに恐おそろしいほど冷静な、そんな相反する不可解な感情。

「……あぁ、そうか、ボク、今、怒おこってるのか」

　シュンは、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「ソフィーが泣いていたから……ソフィーを泣かせてしまったから……なにもできない自分がこんなに腹立たしいのか！」

　シュンの、視界が戻もどる。

　シュンの体はあいかわらずドラゴンの熱線で焼かれているし、ドラゴンの巨体ははるか彼方かなたの前方にあって、足を動かしてもちっとも近づいている気がしない。

「はっ」

　すでにシュンはボロボロ。手は熱線で焼きつくされて、今はヤバイくらい痛みもなにも感じなくなっている。足あし腰こしもズタズタで、立っているだけでもしんどい。まさに満身創そう痍いのズダボロ状態。

　敵はドラゴン。すさまじい破は壊かい力と防ぼう御ぎよ力を持つ魔ま獣じゆうの王は、泰たい然ぜんと構え、圧倒的な実力差をシュンに見せつけてくれている。

　この二つがぶつかれば、どちらが勝つかは一目瞭りよう然ぜんだった。

「はははははははははははははははははははははははははははははははは」

　なのにシュンは、今、自分が負ける気がしなかった。

　なぜだろうと考えたとき、その理由にシュンは気づいた。

　なんで自分は劣れつ等とう生なのだろう。

　なんで自分には力がないのだろう。

　なんで自分はなにもできないのだろう。

　ずっと不思議だった。わからなかった。理解できなかった。

　なんで自分がこの世界で生きているのだろう。

　自分に生きている価値なんてあるのだろうか。

　ずっと考えていた。

　けどようやくわかった。

　シュンが今までずっと、落ちこぼれていた理由が。

　なにもできなかった理由。




　それは、今ここで、このバケモノを倒すための力を蓄たくわえていたからなのだ！




　感情の爆発と共に、シュンは剣を構えながら正面へと突つき進んだ。

　全身を、ドラゴンの〈竜鬼哭アンフエル〉が焼く。

　剣が熱線を吸収してくれているらしいが、それでも防ぎきれない圧倒的な熱量が、シュンの全身を焼き尽つくしていく。

　ベキッと、なにかが折れる音がした。

　グチャリと、体の中でなにかが潰つぶれるような音がした。

　けど、どんなことがおころうと、シュンの足は止まらない。

「ダァァァァァァァァァァァッ」

　絶ぜつ叫きようとともに、シュンは一直線にドラゴンめがけて駆かけつづけた。

　ドラゴンの熱線は、止まらない。シュンを押し戻し、消し炭にしようと、圧あつ倒とう的なまでに凶きよう悪あくかつ強力なパワーでシュンを襲う。

「アァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッッ!!」

　絶叫と共に跳ちよう躍やく。全身を焼き尽くされながらも、シュンは熱線の源、ドラゴンの巨きよ大だいな顎あご、ただその中へと突き進んでいった。
















　全身が、バラバラになりそうだった。当然だ。シュンの行動はたとえるなら、火山のふもとで噴ふん火かに巻き込まれた人間が、頂上まで駆け上って噴火口に飛び込んだようなものだ。

　自殺行こう為いどころではない。実際にやれば、噴火口に辿たどり着く前に何十回も死んでしまう。

　けど、シュンは無我夢中で突き進んだ。

　なぜならば、シュンは自分がなにをすればいいのかを、知っているから。

　大切なもの護るために自分がすべきことを知っているから。

　だからシュンは、自分の使命を果たすために、ここまできた。

　今のシュンを止めることは、もはや何者にも不可能だ。




「ドラゴンだろうが神様だろうが──ボクの愛する妹を傷つけた存在は、ボクのこの手であの世の果てまでぶっ飛ばす！」




　ズザンッ

　シュンの手の剣けんが、なにか固いものを貫つらぬいた。同時に、シュンの全身から力が抜ぬけ、シュンの体は地面に向けて投げ出された。

【　属性［滅殺龍エグゾ・レドラ］を発動しました。　】

【　獰ド羅ラ嚙ゴ竜ン科に属する生命体の生命活動を強制停止させます。　】

　ゴアァァァァァァァァァァァ

　ドラゴンの絶叫。同時に、ドラゴンの巨大な口から血流が噴ふき出た。ダムが決けつ壊かいでもしたかのように、洪こう水ずいのような勢いで血が噴ふん出しゆつする。

　アァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァァッ

　断だん末まつ魔まの叫びをあげながら、ドラゴンは長い首を持ち上げ、天を仰あおいだ。

　そして──ドゥ、地じ響ひびきを立てて、ドラゴンの巨体が地面に転がり、もはや二度と起き上がることはなかった。




【　敵性個体の撃げき滅めつを確かく認にんしました。　】

【　《凱旋門兜ドウリオンフ》の全機能を再封ふう印いんします。　】




　そしてこれが──ジュヴレーヌ王国を震しん撼かんさせた魔獣侵しん攻こう事件の、終幕だった。







「い、たたたたたたた……」

　全身を包む鈍にぶい痛みに、シュンは意識を取り戻した。

　ここはどこだ？　ドラゴンに正面からつっこんで、視界が光に包まれてなにも見えなくなったところまでは覚えている。だが、その後どうなったのだろう。無我夢中で振り回した剣が、なにかに突き刺ささったような気がしたのだが……

「目が覚めたの、シュン兄にぃ」

「あれ？　ヴィオ？」

　聞き覚えのある声に振り返ると、そこにいたのはシュンの妹、ヴィオだった。その横にはシラーも立っている。

　周囲を見回す──鬱うつ蒼そうとした森の中に、シュンとヴィオ達はいた。たぶん、学園の周囲を囲む原生林の中のどこかだろう。ドラゴンの熱線で森は焼き払はらわれたが、原生林はかなりの広さがある。ここはおそらく、燃え残った場所だろう。

「久しぶりだね、ヴィオにシラー。三年ぶり？　元気そうでなによりだね」

「チッ」

「…………」

　なぜだろう。シュンはにこやかにアイサツをしただけなのに、ヴィオは舌打ちを返してくるし、シラーは無言で無視だ。まぁシラーが極きよく端たんに無口なのは知っているけど。

「シュン兄ぃって、正直バカだよねぇ」

「え？　いきなりなに？」

「むしろ馬ば鹿かって言ったら馬や鹿しかに失礼なレベルだよねぇ」

　なんでそんな、数年ぶりに再会した妹にいきなり罵ば倒とうされなくてはいけないのだろう？

「普ふ通つうさ、あの状じよう況きようでドラゴンに正面からつっこむ？　自殺志願者でももうちょっとまともな死に場所選ぶさぁ」

「だってさ、しょうがないじゃない？　ソフィーとティンが危なかったし」

「シュン兄ぃって、ソフィーとかティンとかクロとかには甘いよね。あたしらにはキビシイくせにさぁ」

「え？　そうかな？」

「だからあたし、シュン兄ぃのことが嫌きらいなんだよぉ」

「でも、ボクはヴィオのことが好きだよ？」

「シュン兄ぃにそんなこと言われてもマジでキメーよぉ」

「だって、ボクを助けてくれたのはヴィオでしょ？」

「…………」

　シュンはドラゴンと激げき突とつしたところで意識を失った。つまり、目を覚ます場所は、本来ならドラゴンのすぐ横のはずだ。シュンが今いるこの場所までは、ヴィオたちがつれてきてくれたと考えるのが自然だ。

「ケガの手当てもしてくれてるね。ありがとう、ヴィオ」

「……勘かん違ちがいしないでよ。あたしはなにもする気がなかったけど、シラーがシュン兄ぃを助けよーってうるさいから、しかたなく助けてやっただけさぁ」

「…………」

「え？　でもシラーって、しゃべらないじゃない？」

「にゃぬっ!?」

　ヴィオが動どう揺ようした声を漏もらした。

「う、うるさいよ。と、とにかく、シュン兄ぃに死なれたら困るから、しかたなく助けてやっただけなのさぁ」

「うん、だからありがとうね、助けてくれて」

「……なんかちょーし狂くるうんだよね、シュン兄ぃってさぁ」

　ブツブツとヴィオがなにか言っている。

「まーいいさ。ジャマがこないうちにさっさと終わらせるさぁ」

　地面に座るシュンに、ヴィオが近づいてくる。

「え？　なに？」

　なぜかヴィオはシュンを押し倒しながら馬乗りになると、そのまま顔を近づけてきた。いったいなにが？　と思うまもなく。

「罰ばつゲーム」

　ちゅぅっ、と、ヴィオとシュンの唇くちびるがはっきり重なった。シュンは驚おどろきのあまり硬こう直ちよくした。目前にあるヴィオの顔は、我が妹ながら、他の姉し妹まいに負けないくらいの美少女で、柔やわらかくぷっくりとした感かん触しよく、その上年ねん齢れい不相応にふくらんだヴィオの大きな胸が、むにん、とシュンの胸の上で柔らかく潰つぶれ、同時に脳のう髄ずいを蕩とろけさせるような芳かぐわしい香かおりがただよって、シュンはもう、なにがなんだかわからなかった。

　ちゅっ、ちぱ、んっ、ふ、ちぅ

「……にゅふっ。ま、こんなもんかなぁ」

　シュンの唇を奪うばって少し頰ほおを赤く染めたヴィオは、シュンから離はなれた。

「な、ななななななななななななな、なんなのさ、ヴィオ!?」

「言ったはずさぁ。ただの罰ゲーム……ホントはソフィーに見せつけて悔くやしがらせよっかなぁ、なんて考えたけどさ、それやったらガチであいつに殺されそうなんだよね。だからあいつの見てないスキにやってやったのさぁ」

　満まん更ざらでもなさそうな顔で説明するヴィオ。一方のシュンは、胸がドキドキしていた。妹相手になにを興奮しているんだ、とも思ったが、ヴィオは普通に美少女だし、そんな子にいきなりキスされて動じるな、というほうがよっぽどムリがあるだろう、とシュンは思った。ひどく背徳的で、いけないことをしてしまったという感情がなおさら興奮をかき立てて……って、自分はなにを考えてるんだ！

「なにさ、シュン兄ぃ、エロい顔してるよぉ。興奮してんの、このヘンターイ」

　にゅふふ、と笑いながらヴィオが立ち上がる。動揺しまくりのシュンを見て、ヴィオはいたずらっ子のような表情で笑っている。けどその顔は、シュンのよく知る妹の見慣れた表情で、以前と変わらないヴィオの様子に、シュンは少しだけ安心をおぼえた。

「じゃーね、シュン兄ぃ。ソフィーとティンの気配が迫せまってるから、あたしらは行くよぉ」

「待ってよ、二人とも！　まだ話したいことが……」

「あたしにはないよ、話したいことなんかさぁ」

　片手を振ふりながら去っていくヴィオ。けど、とヴィオは少しだけ足を止めた。

「一つ訂てい正せい……さっきシュン兄ぃのこと嫌いって言ったけどさぁ、あれはウソさぁ」
















「どういう、こと？」

「シュン兄ぃのこと、別に嫌いじゃないってことさぁ」

「そ、そうなの？」

「嫌いじゃなくて、むしろ大っ嫌いさぁ」

「……え？」

「にゅふふふふふ、なに変な顔してるのさ。まさかここであたしがソフィーみたいに『お兄ちゃん好き好きすー』とか言うとでも思ったわけ？　ないわぁ。シスコン、マジキモイ」

　笑い声を漏らしながら、ヴィオは立ち去っていく。妹にいいようにからかわれたシュンは、ひどくきまりが悪く、情けない顔でヴィオを見送るしかなかった。

「……ねぇ、ヴィオ？」

「ん？」

　けど、最後に一言だけ、シュンが呼び止めた。

「いつでも帰ってきていいんだよ、うちに。みんな、待ってるよ」

「……だからシュン兄ぃのこと、大っ嫌いなのさぁ」

　やんわりと、だがはっきり拒きよ絶ぜつして、ヴィオはシラーと共に音もなくその場から姿を消してしまった。








終章　終末姉し妹まいと他人のボク









　ジュヴレーヌ王国王都ベルナルデ・ピィ王宮、国務室──

　あの大事件から、すでに一週間が経過していた。事件の衝しよう撃げきに一時期は大混乱におちいったジュヴレーヌ王国ではあったが、優ゆう秀しゆうな騎き士したちの活かつ躍やくと迅じん速そくな対応により、すでに王国内の魔ま獣じゆうはほぼ駆く逐ちくされ、落ち着きを取り戻もどしつつあった。

「原因は『絶望の樹海』にあります」

　国務室ではペルデが、王国全土を描えがいた地図を指し示しながら、室内にいる人間に説明をしていた。

「我が王国とシャンミュニ皇こう国こくとの国境上に存在する『絶望の樹海』は、大陸有数の魔獣の繁はん殖しよく地ちとして有名でした。近年、魔獣増加の報告が相次いでいましたが、樹海の許容量を超こえる数にまで魔獣が繁殖し、それらがなんらかの理由によって一いつ斉せいに樹海の外へとあふれ出たことが、今回の一連の事件につながったものと考えられます」

「その原因はわかったのか？」

「鋭えい意い調査中ですが、樹海の魔獣達の親玉ともいうべきドラゴンが動いたため、他の魔獣も追つい随ずいしたのではないかと考えられます」

「同じ事件が再び起こると、思うか？」

「可能性はあります。が、ドラゴンの死亡は確かく認にんされ、他の魔獣も大半が排はい除じよされました。再発するとしても、数十年はかかるかと」

　報告を聞いた国王シャルム四世は、顎あご髭ひげを撫なでながらうなずいた。

「長年我等をなやませたドラゴンが死んだとはめでたい。だが、そのドラゴンを倒たおしたのはどこの誰だれなのだ？」

「わかりません。金色に輝かがやく人ひと影かげを見たという証言もありますが、くわしくはなにも」

「伝説の〈天聖騎士エヴアンジル〉か……いや、まさかな」

　国王は、自らの言葉を首を振って否定した。

「あの男はもういないはずだ……ペルデよ。原因究明も重要だが、今は被ひ害がいにあった地域の復興を優先せよ」

「はい、わかっております。ですが、陛下。まもなく剣けん定ていの開かい催さい時期となります」

「で、あるな」

「今回は事情が事情ですし、出場を辞退することも……」

「それはできまい。皇国からは多大な支し援えんをもらっておる。両国の友好のために、欠場は認められん」

「では、そちらも予定通りに進めさせます」

　王宮内では、事件の事後処理のやりとりが粛しゆく々しゆくと進められていった。







　王都東の森の中、騎士学園では再建作業が進められていた。

　周囲の森は半ば焼け野原となっており、あの事件の激げき闘とうがうかがえた。だが騎士学園は外がい壁へきの一部が半はん壊かいしながらも、主要な校舎や施し設せつは残っていた。学園は要よう塞さいとしての機能もあるため、火災が発生してもその被害は最小限となるように設計されている。

　破は壊かいされた外壁と校舎は、突とつ貫かん工事で修復されていた。そして再建工事はまだ途と中ちゆうでありながら、学園は本来の機能を取り戻しつつあった。

　一週間ほどの臨時休校こそあったものの、無事だった校舎を使って学園の授業は今週からはじまることになっていた。

　その学園の廊ろう下かを、シュンはブイと一いつ緒しよに歩いていた。

「あー、まったくひどい目にあったぜ。王都に避ひ難なんするのも車に生徒全員おしこまれてさ、窮きゆう屈くつなんてもんじゃなかったぜ」

「たいへんだったんだね」

「お前さんは全然姿見えねーし、どこいってたんだよ？　けっこう心配したんだぜ？」

「ちょっと逃にげ遅おくれちゃってね……けどまぁ、あれだけのことがあったのに、生徒には軽いケガ人しか出ていないんでしょ？　よかったよね」

「だな。まぁそれも先生たち正規の騎士が魔獣を食い止めていてくれたおかげだな」

　ブイが感かん慨がい深ぶかくうなずく。

「……やっぱさ、騎士になりてぇよなー。軽い気持ちとかでなくてさ、こういう事件が起きたとき、先に避難するんじゃなくてさ、みんなを護まもれるような騎士にさ」

「うん、ボクも、そうなりたいと思っているよ」

　シュンも親友の言葉にうなずいた──と、その時、廊下の向こうからリュリシアとアンジュが近づいてくるのが見えた。

　シュンは、軽く会え釈しやくをしてすれ違ちがおうとした。今まで通りなら、リュリシアはシュンのことなどたいして気にもとめずにすれ違っていったはずだ。

　だが、今回は違った。シュンのすぐ目の前で唐とう突とつに、リュリシアは足を止めたのだった。

「え？　ど、どうかしたのかな、リュリシアさん」

「……アンジュ」

「はい、リリィ様」

「シュナブランさんを殴なぐりなさい」

「えぇっ！」

　いきなりなんなのだ、その理り不ふ尽じんな命令は！

「はい、かしこまりました」

　そして命令されたアンジュはそのままシュンの制服の襟えり首くびを鷲わしづかみにしてきた。アンジュの腕わん力りよくから、シュンは逃げられなかった。

「申し訳ありません、シュナブランさん。リリィ様の命令ですので、わたしは従わなくてはなりません」

「申し訳ないって言いながら、アンジュさん顔が笑ってない？」

「気のせいです」

「むしろ嬉うれしそうじゃない？」

「とんでもありません。わたしは不本意ながらあなたを殴るだけです。他意はありません」

　口元に笑えみを浮うかべたアンジュはそのまま、シュンの顔を殴った。普ふ通つうに痛かった。

「リリィ様、あと何発殴りましょう？」

「一発でいいですわ」

「……そうですか」

「なに、アンジュさん。なんでそんな残念そうな顔なの？」

「いえ、そんな顔はしていません」

『もっとボコボコにしてやりてぇぜ、ゲヘヘヘヘヘ』という顔をしたアンジュが言う。いや、アンジュはゲヘヘヘヘヘ、なんて笑ったりしないけど。

　ボコッ「いたっ！」

　アンジュに無言のまま殴られた。

「なんでまた殴るの!?」

「なんとなく、バカにされた気がしたので」

　カンのいい子だ。

「シュナブランさん。自分がどうして殴られたか、わかっていまして？」

　ふんっ、と、偉えらそうな態度で腰こしに手を当てたリュリシアが言う。シュンは、さぁ、と首をひねった。

「ボク、なにかしたっけ？」

「アンジュにもう一回殴らせますわよ」

「ごめんなさい」

　素す直なおに謝った。即そつ行こうだった。それこそ今すぐにでも土下座しそうなくらいの勢いで頭を下げた。

「シュナブランさん。あなたいきなりわたくしたちの前から飛び出していって、その後どれだけ心配したか、わかっていますの？」

「心配してくれたの？」

「当たり前ですわ。あんな危険な場所で飛び出していけば、誰だって心配しますわ！」

　確かにまぁ、そこは悪かったかな、とシュンも少しだけ思っていた。

「まぁ、無事だったのならよろしいですわ……ケガは、平気ですの？」

「あぁ、うん、まぁね、平気だよ」

　答えるシュンだが、その両手にまかれた包帯を、リュリシアは見み逃のがさなかった。

「ならどうして手に包帯を巻いてますの？」

「いやぁ……ちょっと火事に巻き込まれちゃってね、火傷やけどしちゃった」

　火傷したのは本当だが、原因は火事ではない。だが、ドラゴンの熱線で焼かれた、なんてバカげたことを口にすることはできない。

「本当にあなたは、どうしようもない人ですわね」

　肩かたをすくめるリュリシア。

「騎士が利きき手をケガするなんて、ありえない失態ですわよ」

「うん、ゴメン」

「謝って済む問題ではありませんわ……アンジュ。病院の手配をして差し上げなさい。王立中央病院に、わたくしの名前で」

「え？　いや、いいよ。病院には休みの間に行ったし」

「精密検査をしましたの？」

「いや、そこまではしてないけど……」

「万が一にも後こう遺い症しようが残ったらどうしますの！」

「リリィ様。正直そこまでする必要はないかと思いますが」

　アンジュがふん、と鼻を鳴らしてシュンを見た。

「シュナブランさんの傷など、舐なめてツバでもつけておけば勝手に治ります」

「じゃ、アンジュさんが舐めてくれる？」

「殺します」

　アンジュが剣を抜ぬいた──って、危ない！　咄とつ嗟さに床ゆかを転がって攻こう撃げきをかわした。

「よけるとはあいかわらず卑ひ怯きような男ですね」

「よけなきゃ危ないよ！　っていうかアンジュさん、今本気でボクを斬きる気だったよね？」

「まさか。わたしが本気で斬ったら、あなたの実力で回かい避ひできるはずがないでしょう」

　確かに……ということは、今のでも手加減してくれたのか。冗じよう談だんでクラスメートを真しん剣けんで斬りつけるとか、やめてほしい。

「あーもう、包帯がほどけちゃったじゃない」

「あなたが悪い冗談を言うからです」

「自分じゃ巻きにくいのに……」

「なにをやっていますの」

　リュリシアが嘆たん息そくしながらシュンに近づいてきた。

「アンジュ。たしかあなた、普ふ段だんから薬を持ち歩いていましたわね？」

「無論です。リリィ様の万が一に備えていますので」

「包帯は？」

「清潔なものがあります」

「出しなさい」

　アンジュの出した包帯を受け取ったリュリシアは、シュンの手を取った。

「手を伸のばしなさい。特別にわたくしが、巻き直してさしあげますわ」

「え？　い、いいよ、そんなことしなくても……」

「遠えん慮りよすることはありませんわ」

　と、リュリシアがシュンの手に巻かれた包帯をほどき、本当に直しはじめた。

「リリィ様！　そんなことをなさる必要はありません」

　アンジュがあわてた様子で叫さけぶ。

「シュナブランさんの傷口を触さわって感染症になったらどうする気ですか！」

　ボクはバイ菌きんか……シュンは、少しだけ傷ついた。

「大げさですわ、アンジュ」

「ですが、リリィ様にやらせるわけにはいきません。ここはわたしが……」

「ひかえなさい、アンジュ。わたくしでもこれくらい、できますわ」

「え？　は、はぁ……」

　予想外に強く拒きよ絶ぜつされ、アンジュは面食らったように手を止めた。リュリシアは、『この仕事は誰だれにも譲ゆずらないぞ』、みたいな顔でシュンの包帯を巻き直してくれる……なんでここまでしてくれるんだろう？　シュンには理由がさっぱりわからなかった。

「動いてはいけませんわ、シュナブランさん」

「え？　あ、うん、ごめん……」

　動くなと言われても……雲の上の存在と思っていたリュリシアにこうやって包帯を巻いてもらえるなど、夢にも思わなかったことだ。しかも必然的に二人の体は近づくことになって、リュリシアのふわふわと柔やわらかい金糸のような金きん髪ぱつからは柔らかい、春のような香こう気きがただよってくるし、柔らかい手に包まれた自分の手がなんだか自分のものではないみたいで……というか、痛い、普通に痛い！　力ちから一いつ杯ぱい包帯を巻きすぎだ！　手の血流がせき止められている！

「だから、動かないで欲しいですわ」

「いや、だって……」

「なにか、リリィ様の手当てに問題でもあるのですか、シュナブランさん？」

「いえ、なんでもないです……」

　アンジュがシュンを怖こわい顔でにらむので、なにも言えなかった。

「……終わりましたわ、いかが、シュナブランさん？」

「えっと……うん、ありがとう」

　包帯は不格好だし、手は相変わらず痛いしで正直これ本当に手当てか、と言いたかったが、シュンは軽口は叩たたかず、お礼を言うにとどめた。シュンも、たまには空気を読むのである。

「感謝なさい。ではごきげんよう。わたくしは行かせていただきますわ」

　上品な仕草と言葉であいさつをして、リュリシアはしずかに立ち去っていった。ふわりとゆれた豪ごう奢しやな金髪からかすかな花の香かおりを感じて、シュンはなんとなく、胸が高鳴った。

「……おぼえておきなさい」

　シュンをにらんでから立ち去るアンジュ。なんであんな『次に会った時はボコボコにしてやんよ、グフフフフフ』みたいな顔してるんだろう。

「それにしても……なんでわざわざこんなことを？」

　腕うでに巻かれた真新しい包帯を見て、シュンは首をひねった。

「シュゥゥゥゥゥン」

　いきなり幽ゆう鬼きのようなおどろおどろしい声が響ひびく。ブイが背後からシュンの首に手を回してきたのだった。

「お前さん、いつのまにあんな、王女様とまで仲よくなってんだよ、チックショウ、またかよ。なんでお前さんばっか、そんな女の子にモテるんだよ!?」

「いや、別にそんなことないけど……っていうか、いたんだ、ブイ」

「いたよ！　お前さんと一いつ緒しよに歩いていたじゃねーかよ！　なんだよなんだよ、お前さんだけじゃなく王女様もアンジュさんもさ、オレがすぐ近くにいるのにオレのことなんて空気のごとく無視して自分たちだけの世界に入っちゃって、なんだよこの差？　オレ、もしかして自分でも気づかないうちに透とう明めい人間になっちゃったのかと思って、試ためしに近くの女子トイレに入ったらいきなりヘンタイ扱あつかいされたぜ？」

「そんなことしてたんだ……」

「はい、バンゼ君、こっち来なさい」

　なぜかいきなりミュスカが現れると、ブイの制服のえり首を摑つかんだ。

「女子生徒からあなたの不届きな行こう為いが報告されたから、ちょっと指導室に来なさい」

「ちがうんです、先生、オレは無実なんです、悪いのはシュンの奴やつなんです！」

「話は指導室で聞くからね」

　ミュスカがブイを引きずっていった。シュンは、どう反応したものかよくわからずにしばらく固まっていたが、ま、いっか、と気楽に考えて自分のクラスへ戻もどることにした。







　それは、リュリシアが幼く、今は死んだ母がまだ生きていた頃ころ──

　ある日、母を客人が尋たずねてきた。見たこともない男だった。母は、昔の友人とリュリシアに説明してくれたが、正直リュリシアは、その客人に興味がなかった。

　興味があったのはむしろ、その客人に連れられてきた子供のほうだ。自分と同い年くらいの少年。ちょっと頼たよりなさそうな雰ふん囲い気きをもつ変わった少年だった。

　二人で遊んでいなさいと言われ、リュリシアはその少年と遊び、そして仲良くなった。

『わたくしは将来騎き士しになって、この国の騎士王となりますわ』

『うん、ボクも騎士になりたいなって思ってるよ』

『では、あなたのことはわたくしの従者にしてあげますわ』

　リュリシアの夢に賛同してくれた少年。幼いときに一度だけ会い、約束を交かわし、その後長い間会うことのなかった少年……

「リリィ様？　どうなさったのですか？」

「えぇ……アンジュ。なんですの？」

「いえ、リリィ様が急に立ち止まったので、なにかあったのかと思ったのですが」

「なんでもありませんわ。少し、子供の頃を思い出していましたの」

「子供の頃、ですか？」

「えぇ、あなたがまだ、わたくしの従者ではなかった頃の思い出……もしあの子ともう少し早く再会できていたら、あなたはわたくしの従者ではなかったかもしれませんわね」

「それは、どういうことでしょう？」

「いいえ……もしかしたら、の話ですわ。わたくしの従者はあくまでアンジュ、あなたしかいませんわ。安心なさい」

　謎なぞめいた微び笑しようをこぼすリュリシア。アンジュは気になって少し食い下がってみたが、リュリシアはやんわりとはぐらかすばかりで、それ以上くわしくしゃべろうとはしなかった。







　次の週末──シュンは再び王都の実家へと帰った。家に集合するように、という秘密の連れん絡らくが姉し妹まいから来たためである。

　そして家に帰るや、シュンはリビングの中央に座らされた。周囲には四人の姉妹、アリア、ソフィー、ティン、クロロがシュンを囲むように座っている。なんだか、尋じん問もんされているかのような気分だった。

「えっと……ドラゴンの件は、どうなったの？」

　シュンの質問にはソフィーが答えた。

「場所が場所でしたし、ドラゴンを倒たおした謎の黄金騎士の存在を知るものはほとんどいません。目もく撃げき情報も、なにかの見み間ま違ちがいということにされています。王国内では、ドラゴンは〈終末騎士団デルニエ〉が倒した、ということになっています」

「……ティンの国でも似た感じ」

　つまり、シュンがドラゴンを倒した手て柄がらは、横取りされてしまったということだ。

　まぁ、倒した後正体がばれるとまずかったから即そつ行こうで隠かくれたのだからしょうがない、とシュンは思った。ドラゴンとの戦いで全身傷だらけだったので逃にげるのに苦労したが、ソフィーとティンがうまく手を貸してくれたのでなんとかなった。

「で、どーゆーことなのです、シュン！」

　口火を切ったのはクロロである。

「ソフィーとティンから話は聞いたのです。どーしてシュンごときの力でドラゴンが倒せたのです!?」

「ん～……がんばったら倒せちゃった、みたいな？」

「がんばってどーこーできるよーな相手じゃねーのです、ドラゴンは！」

　クロロが癇かん癪しやくを起こしたように叫び、シュンにつかみかかってきた。

「さー、大人しく吐はくのです！　どんな裏うら技わざを使えば、騎士学園を卒業するのにも苦労するよーな落ちこぼれが、ドラゴンを倒せるのですか!?」

「《滅神咒具エスカトロイ》、ですよね？」

　ソフィーが淡たん々たんと、たずねてくる。

「ドラゴンと戦ったとき、兄さんは黄金の兜かぶとを召しよう喚かんしていました。ドラゴンを倒せたのはどう考えてもあの力です」

「シュンが《滅神咒具エスカトロイ》を持っているなんて、聞いてねーのです！」

「うん、まぁ、ボクも実際に使ったのは今回が初めてだからね」

「でも～、おかしくはない～？」

　アリアが首をひねる。

「母さんの《滅神咒具エスカトロイ》は、姉きよう妹だい一人につき一個しかなかったわよね～。シュンちゃんの分は、なかったはずだけど～」

「母さんの《滅神咒具エスカトロイ》はね。ボクは父さんの《滅神咒具エスカトロイ》を受け継ついだみたいなんだ」

　シュンの母親は〈魔王コシユマル〉であり、闇あん黒こく大陸にあった全すべての《滅神咒具エスカトロイ》を集めた存在である。そして父は、その〈魔王コシユマル〉と戦い、それを退けた〈天聖騎士エヴアンジル〉である。

「ボクが使えるのは勝利の神〔絶ぜつ勝しようクロウ・バルラッシェ〕を殺した《滅神咒具エスカトロイ》、《凱旋門兜ドウリオンフ》。使用者に勝利を与あたえる《滅神咒具エスカトロイ》だよ」

「それ、どーゆー効果なのですか？」

「言葉通りだよ。《凱旋門兜ドウリオンフ》は敵を倒すことのできる武器と倒すための方法を与えてくれる、ってことみたい」

「実際にドラゴンを倒すことができるほどの力があるとなると、かなり強力な《滅神咒具エスカトロイ》ですね」

「たしかに強力なのです……ウガー」

　クロロが突とつ然ぜん奇き声せいを上げると、シュンの首を前後に揺ゆさぶってきた。もっとも、小こ柄がらなクロロがそれをやると、シュンの首にしがみついてもがいているようにしか見えないが。

「そんな力があるくせに、なんでシュンは学校を落第しかけてるのですか！　アホなのですか、シュンは！」

「い、いやぁ、確かに強力なのは間違いないんだけどさ……」

　シュンは口ごもった。

「実は使用するのに条件があったみたいで……」

「どんな条件なのですか？」

　実際に使ったとき、初めてシュンはこの《凱旋門兜ドウリオンフ》の特性がわかったのである。この《滅神咒具エスカトロイ》を使うには、条件があるのだ。

「最初にこの《凱旋門兜ドウリオンフ》に自分の『敵』を設定すると、その『敵』と戦うとき、《凱旋門兜ドウリオンフ》は力を発揮して、『敵』に勝てるらしいんだよね。そのかわり……『敵』以外と戦うときは《凱旋門兜ドウリオンフ》は使えない、どころか反動で必ず負けちゃうらしいんだ」

「それってつまり……」

「うん、まぁ、その……学園の試験で毎回最下位だったのは、ぶっちゃけこの《凱旋門兜ドウリオンフ》の反動だったみたい」

　クロロは、なんなのですかそれ、と頭を抱かかえた。

「使えねー、のです……」

「ですがドラゴンを倒せるほどの力を得られるのなら、多少の代だい償しようはしかたがないでしょう」

「あたくし様が言いたいのは、そーゆーことじゃねーのです！」

　クロロが憤ふん然ぜんと告げる。

「あたくし様達が今まで散々手を回して協力してやって苦労した原因が全部この《滅神咒具エスカトロイ》だったってゆーのが、納なつ得とくいかねーのです！」

「しかたないんじゃないの～？　こればっかりは、シュンちゃんが悪いワケじゃないし～」

　アリアがのんびりとした口調で告げる。その横のティンが、まっすぐシュンを見つめた。

「……兄」

「なに？」

「『敵』って、なに？」

「一番最初に、自分にとっての『敵』を設定できるんだ。そして一度決めるともう変へん更こうできないらしいんだよね」

　シュンは肩かたをすくめながら答える。

「ボクが設定した『敵』は、『家族に危害を加える存在』だよ」

　だからこそ、ソフィーたちを傷つけるドラゴンに対し、シュンは《滅神咒具エスカトロイ》を使うことができたのだ。

「まぁ、シュンの《滅神咒具エスカトロイ》はいったん置いておくのです」

　クロロが腕うでを組みながら自分のイスに戻った。

「それより問題なのは、ソフィー達が会ったヴィオとシラーのことなのです」

　クロロの言葉に、シュンたちの表情が曇くもった。

「間違いないの、ソフィーちゃん？」

　アリアの確かく認にんに、ソフィーははっきりうなずいた。

「本人と会話もしました。今回の事件を引き起こしたのは、ヴィオニエです」

　両親の復ふく讐しゆうのために、魔ま獣じゆうを操あやつったとヴィオは語っていた。

「やっぱりあの子たちは、そういう考えなのね～」

　アリアが少しだけ悲しそうにつぶやく。

「でも……ヴィオは、そんなひどいことをするような子じゃないと思うんだよね」

　と、シュンは言った。数年ぶりに再会したヴィオとシラー。二人のことを、シュンはよく知っていた。本当はやさしい子だと思っている。そうでないなら、シュンを助けてくれたりはしないだろう。

「あいかわらず甘い奴やつなのです、シュンは」

　ふん、とクロロが鼻を鳴らした。

「ボクは、二人とまた話し合いたいと思うんだ。あれから三年もたったんだし、今話し合えば、前とは違ちがう結果になると思うんだよね」

「そうよね～。姉妹で戦うことになるなんて～、お姉ちゃんかなしいわ～。父さんも母さんも、絶対そんなこと望んでなかったはずだし～」

　アリアが言うが、いつも通りノンビリした口調なので少し緊きん迫ぱく感に欠けていた。が、姉であるアリアの言葉のおかげで、シュンたちの間の空気もやわらいだ。




　数年前──シュンたちの父母は死んだ。

　それまでのシュンは父と母、そして大勢の姉妹と共に、人里離はなれた山奥で生活していた。家族仲はよく、おだやかな日常が続いていた。

　だが、そんな日常は突とつ然ぜん崩ほう壊かいした。両親の、死によって。

　そしてその後、シュンたちは話し合うことになった。

『姉妹会議を始めよう。議題は無論、我が輩はいたちの今後の身の振ふり方についてである』

　だがあの時のシュンにとって、父母の突とつ然ぜんの死はあまりにショックが大きくて、ただ一人、会議には参加しなかった。

　そのことを、今でも後こう悔かいしている。

　シュンがようやく元気を取り戻もどして、自分の部屋から外に出たとき──家の中には、誰だれもいなかった。

　姉も妹もだれもいない。部屋の中の荷物もない。家の中には、シュンしかいなかった。

　慌あわてて外に飛び出すと、玄げん関かんの前に、姉がいた。

『来たかシュン。会議は終わった。その結果を告げるため、我が輩だけがここに残った』

『どういうことなの？』

『全員の意見をまとめた結果、我が輩達は全員がバラバラに生きていくことになった』

『え？　どういう、こと？』

『言葉通りだ。我が輩ももう行く。お前も自由に生きるのだな、シュン』

『本当にそれでいいの？　みんなバラバラになって？』

『父母が死んだ今、我が輩たちを縛しばる鎖くさりはなくなった。我が輩たちは自由である』

　シュンの姉が、語る。

『つまり──人類を虫ケラの如ごとく根絶やしにするも、あるいは畜ちく生しようにも劣おとる人類を家か畜ちくの如く我が輩たちの手で支配してやるも、全ては自由。姉妹たちがどこでなにをしようと、我が輩は一いつ切さいそれに干かん渉しようしない』

『そんな……』

『ただ一つ──我等ファムアテルの姉妹の使命さえ忘れなければ、の話であるが』

『ファムアテルっていったい、どういう意味？』

『お前は知らずともよい。ではさらばだ、シュン』

『待ってよ！　ボクにはなにもわからないよ、シャル姉ねえ！』

　そして、シュンは一人になった。

　両親の死だけでもショックだったのに、それまで十年以上一いつ緒しよに暮らしてきた家族までいなくなってしまった。シュンは、なにをどうすればいいのかわからなかった。

　そしてそんなシュンに、手をさしのべてくれる者がいた。

『兄さん。一緒に行きませんか？』

　ソフィーである。

『私たちと一緒に兄さんも行動しませんか？』

　わたし達？

『私と、アリア姉さんにティンとクロロのグループです。私たち四人は、《滅神咒具エスカトロイ》を世のために、人類の恒こう久きゆう平和実現のために役立てる道を選びました。兄さんさえよければ、一緒に行きましょう』

　ソフィーにさそわれるまま、シュンは妹の手を取って歩き出した。

　あれから三年──ソフィーたち四人の姉妹は、大陸各国の重職に就き、確実にそれぞれの国で権力を掌しよう握あくしつつあるのだった。




「ともあれ、《滅神咒具エスカトロイ》の恐おそろしさが改めてわかった感じなのです」

　クロロが腕を組みながら言う。

「《滅神咒具エスカトロイ》が強力なのはわかっていたのですが、敵に回るとここまでメンドーだとは予想以上なのです」

「確かに」

「……なんとか、他の姉妹みんなと合流できないかな？」

　シュンがつぶやく。

「せっかくの家族なんだもん。昔みたいに平和に暮らしたいよ」

「家族、ですか……」

　ソフィーがシュンを見て、なにか考えるように黙だまり込んだ。

「それができるなら、お姉ちゃんもそうしたいわ～」

「ん」

　アリアやティンがうなずく。だが、クロロは幼い顔を渋しぶく歪ゆがめている。

「そんなうまく行くはずがねーのです。少なくとも、ヴィオとシラーの奴は三年前と全然変わってねーのです」

「けどさ、だからって放ほうっておくわけにはいかないよね？」

「正直、ヴィオやシラーなんてやつらはザコなのです」

　クロロが鼻息荒あらく断言する。

「問題なのは、あの二人の後ろにいるはずのモニカなのです！　ヴィオは栄養が全部オッパイにいってるからオツムが全然足りねーし、シラーはアホだからなに考えてるかわからねーのです。どーせあの二人は、モニカの口車に乗せられて踊おどらされているだけなのです」

「ん～、そうね～。モニカちゃんって、かなりの人間嫌ぎらいだったもんね～」

　アリアが嘆たん息そくした。──モニカ。三年前、一番強固に人間との全面衝しよう突とつをとなえた姉し妹まい。

「今回の件を見る限り、モニカ姉さんがいよいよ本格的に動き出したようですね」

「そうね～。モニカちゃんとはなんとかして、一回話し合いたいわね～」

　そしてシュンは、実はヴィオとシラーに助けられた、ということをすっかり話しそびれてしまった。というか、この空気ではなにを言っても聞き入れてもらえない気がする。

　……ボクが間に入って、なんとか姉妹みんなを仲直りさせられないかな……

　三年前、あんなに仲のよかった家族はバラバラになってしまった。

　その時シュンは、なにもできなかった。

　なにもできない自分が悔くやしかったから、強くなりたかった。ジュヴレーヌ王国で騎き士しになろうとしているのも、そのためだ。

　今、もう一度姉妹と会うことができれば、以前とは違う、別の選せん択たく肢しを選べるかもしれない、シュンはそう考えていた。

　ヴィオとシラーは今いま頃ごろどこでなにをしているかな……シュンは内心で、最近再会した二人の妹に思いを馳はせた。

　そして考えているせいで気づかなかった──ソフィーが、複雑な表情でシュンを見つめていることに。







「ふん、ドラゴンが倒たおされたか」

　薄うす暗ぐらい室内に、大人びた女性の声が響ひびいた。

「ゴメンよ、モニ姉ねぇ」

「…………」

　室内にいるのはヴィオとシラー。その二人の正面に、イスに深く腰こし掛かけた女性がいた。彼女の名はモニカ。ヴィオとシラー、二人にとっては姉にあたる人物だ。

「いやさ、まさかシュン兄ぃがジャマしてくるなんて思わなかったのさぁ。しかもシュン兄ぃが、あのドラゴンを倒すなんて……」

「まさかあの愚ぐ弟ていまで《滅神咒具エスカトロイ》を持っていたとはな。これではまるで《滅神咒具エスカトロイ》のバーゲンセールではないか」

　モニカが短く息を漏もらす。ヴィオは姉の機き嫌げんをうかがうようにたずねた。

「でもさ、あたしとシラーの二人がかりなら、ソフィーたちなんてチョチョイのチョイだよ。なのになんで戦ったらいけないのさぁ」

「今はこちらの手を見せるべき時では、ない」

　モニカが、低く告げる。

「それよりもヴィオ。お前、我わたしの言いつけをやぶってソフィーと戦ったな？」

「え？　な、なんのことさ、モニ姉ぇ？」

　ヴィオが、冷ひや汗あせを浮うかべてしらを切る。モニカは、冷たい眼まな差ざしでそんな妹を見つめた。

「……うぅ、だってさ、ソフィーの奴があいかわらず頭かたくてムカついたのさぁ」

「まぁいい」

「ごめんよ、モニ姉ぇ」

「いいといっている。別段怒おこっては、ない」

　モニカはテーブルに置かれたヒュミドールから葉巻シガールを取り出した。キャップをカットし、マッチでゆっくりと火をつけた後、優ゆう雅がな仕草で紫し煙えんをくゆらせはじめる。

「我たしはお前が言いつけを守るなどと思っては、ない」

　細長い指で葉巻シガールをはさみ、ヴィオを指すモニカ。

「なぜなら、我たしは誰も信用していないからだ。お前だけではなく、この世のあらゆる人間を我たしは信用していない。人間は信用できない。それが我たしのモットーだ」

「あいかわらずだね、モニ姉ぇ」

　モニカのこのような物言いは昔からだ。だからヴィオも慣れているため、面と向かって信用していない、と言われても別段気にしなかった。

「そうだ、人間など信用するものか、我たしが信しん頼らいできるのは金だけだ。金だけは絶対に我たしを裏切らない。裏切るのはいつも、金を使う人間のほうだ」

　自分のモットーをくり返した後、モニカは赤いクチビルで葉巻シガールをくわえた。

「今回の件──魔ま獣じゆうどもは鎮ちん圧あつされたが、おおむね予想通りだ。ドラゴンを筆頭にする大型魔獣は確かに強力だが、数千程度の数が暴れただけでは、ジュヴレーヌほどの大国が転てん覆ぷくするほどでは、ない」

「じゃ、なんでこんなことしたのさぁ？」

「お前が知る必要は、ない。お前は我たしの指示に従っていればいい」

「はいはい、わかったさ～」

「…………」

　ヴィオは頭の後ろで手を組んでうなずいた。かたわらのシラーも、無言で首しゆ肯こうする。

　実際問題、ヴィオは細かいことを考えるのが苦手だった。頭脳労働は主にモニカの仕事だ。そしてモニカのことを、ヴィオは尊敬していた。姉妹の中でもっとも冷れい徹てつで計算高いモニカについていけば、自分の目的を果たせると信じている。

「現状、ジュヴレーヌはこれでいい。次の目的は、まもなく剣けん定ていが開かい催さいされるシャンミュニ皇国だ。そこに我々も出場する。お前たちも準備をしておけ」

「ん～、シャンミュニ皇国ってさ、ティンのいる国だっけ？」

「そうだ。大陸最強の騎士、歴代『剣ロ聖ワ』をかかえる、大陸有数の強国だ」

　モニカが、吸いかけの葉巻シガールを指にはさんだ。ちなみにこの葉巻シガール、一本で庶しよ民みんの月給くらいの値段がする。

「剣聖様には死んでもらう、確実にな」

　まだ吸い始めたばかりの葉巻シガールを、モニカは惜おしげもなく灰皿に押しつぶした。

「奴やつが我たしの手から逃のがれられる可能性は万に一つも、ない」







「兄さん」

「なんだい？」

　自室に向かう途と中ちゆう、呼び止められたシュンは背後を振ふり返った。自宅の廊ろう下か、天てん井じようの『魔導灯フアール』が生み出す光の中、ソフィーがシュンを見つめていた。学園では見ることのできない私服姿の妹。だがシュンにとってはその姿の方が見慣れている。本日の服装は、コルセットキャミにミニスカート。胸から上の部分がほとんどむき出しで、眼めに眩まぶしかった。

　ティンやクロロ、アリアの姿はない。廊下にいるのはシュンとソフィーの二人だけだ。

「兄さん、すいませんでした」

「え？　なんのこと、いきなり？」

　ソフィーが、伏ふし目がちに話す。

「私は、兄さんを護まもるために騎士になりました。兄さんをあらゆる危険から護るために──でも、私は護れなかった。ドラゴン相手に、私は力不足でした。その結果、兄さんを危険な目にあわせてしまいました。本当にすいません」

「……そんなこと、気にしないでいいんだよ、ソフィー」

　シュンは、優やさしい笑えみを浮かべて告げた。

「ソフィーはね、今までボクのことを護ってくれたよ。それだけでボクはもう、十分だよ」

「私はなにもしていません」

「そんなことないよ。ソフィーのおかげで、ボクは救われたんだ」

　あの日──三年前、家族がバラバラになった日。

　なにもできないシュンに向かって、一いつ緒しよに行こうと手を差し出してくれたソフィー。ソフィーの存在がなければ、今のシュンはいなかった。ソフィーがいなければ、シュンはあのまま潰つぶれていたかもしれない。

「だからね、今度はボクが護ってあげるよ。なにがあっても、どんなことがあっても、たとえ神様を敵に回そうと、ボクは必ずみんなを護ってみせる」

「みんな、ですか……」

　ソフィーが口ごもった。

「どうしたの、ソフィー？」

「……私は、みんなよりも兄さんの方が大切です」

　静かに、ソフィーが告げる。

「みんなを護るために兄さんが傷つく方が、私は悲しいです」

「…………」

「兄さんは、もっと自分を大切にしてください。兄さんは、私の兄さんなんですから」

　念を押すように告げ、ソフィーは頭を下げた。

「では兄さん、失礼します。お休みなさい」

　そう言ってソフィーは自室へ帰っていった。

　シュンもまた、自室に戻もどると、ベッドにねそべった。

　白い天井を見上げながら、先ほどのソフィーとのやりとりを反はん芻すうした。

「ボクは、ソフィーの兄さん、か……」

　ソフィーがなにを言おうとしたのか、シュンにはわかっていた。

　その事実に、自分自身の心に気づいたのは最近のことだ。カンの鋭するどいソフィーも、どうやらそれに気づいたらしい。




　シュンの《滅神咒具エスカトロイ》である《凱旋門兜ドウリオンフ》は、シュンが『敵』と戦うとき、勝利を与あたえてくれる。そして『敵』とは、『家族に危害を加える存在』だ。

　それはソフィー達に説明したとおりである。

　問題は、『敵』以外と戦うときだ。

『敵』以外と戦うとき、反動でシュンは必ず負ける。だからシュンは、学園の試験全すべてで最低の成績を叩たたき出してしまった。

　学園には戦せん闘とう技術の訓練だってあるが、そこでもシュンは敗北した。

　学園の訓練は激しい。ヘタをすれば大ケガをする。つまり、訓練の相手はシュンに危害を加える存在といえる。にもかかわらず、《凱旋門兜ドウリオンフ》はシュンを勝利ではなく敗北に導いた。

『家族に危害を加える存在』と戦う場合、シュンは《凱旋門兜ドウリオンフ》の力で勝利できる。

　だが『シュンに危害を加える存在』と戦う場合、《凱旋門兜ドウリオンフ》は発動しなかった。

　ここから導き出される結論は一つ。




『シュンは自分自身が家族の一員だとは思っていない』ということだ。




「ゴメンね、ソフィー。キミはボクの妹だけど、ボクはまだ、キミの兄さんじゃないんだ」

　シュンはベッドに寝ねたまま、机から写真をとりだした。家族全員がそろった最後の、そして唯ゆい一いつの写真。

　父と母、それにたくさんの姉妹に囲まれて写るシュンは、笑っている。だが、その笑いがどこか虚うつろな笑みであることを、シュンは知っていた。

　ベッドの上に寝たまま、シュンは声を漏らした。

「ボクは、騎き士しになって、みんなの手助けをしたかった。けど、ボクがなりたかったのは、本当は騎士じゃない……」

　シュンは、かすれる声でつぶやいた。




「……ボクは、みんなの家族になりたかったんだ」





（了）










あとがき









　みなさまはじめまして、あるいはお久しぶりです。八街やちまた歩あゆむです。このたびは拙せつ作さく『バーガント反はん英えい雄ゆう譚たん』を手に取っていただき、ありがとうございます。




　さてさて、読んでいただければわかると思いますが、今回の作品はジャンル的には異世界ファンタジーものということになります。八街にとっては初挑ちよう戦せんのジャンルです。

　八街はライトノベル作家としてデビューする前、修業時代はけっこう異世界ファンタジーを書いていたのですが、デビューしてからはなぜか別ジャンルの作品ばかり書いていました。そういったわけで、今回の作品は久々にテンションが上がって、思い入れたっぷりに書かせていただきました。

　八街個人の主観ですが、異世界ファンタジーを書くには絶対外せない要素がいくつかあります。『騎き士し』『ドラゴン』『魔ま王おう』、このあたりの単語が八街は昔から大好きなのです。特に『魔王』という言葉は大好物です。どれくらい好きかというと、『もしわしの味方になれば世界の半分をおまえにやろう。どうじゃ？　わしの味方になるか？（はい／いいえ）』と誘さそわれたらためらわず『はい』とうなずくくらい大好きです。

　そんな八街の独断と偏へん見けんに満ちたファンタジー観に、美少女とか妹とか幼女とかおっぱいとか幼おさな馴な染じみとかおしりとかツンデレとかふとももとかお姉ちゃんとか裸はだかとかお姫ひめ様とかもろもろをつめこんでごった煮ににして作ったのがこの作品です。

　それじゃどんなのかよくわからない、という本文未読のかたは、どうか最初からお読みください。もちろん、その前にレジに持っていってこの本を購こう入にゆうするというステップを忘れないでください（土下座）。




　話は変わりますが、この作品を最初に書き終えたのは去年のことです。

　作品を書き終えた当時の八街は一息ついていたのです。

八街（この本の発売予定はまだしばらく先。修正とかをする時間を考えても、だいぶ余よ裕ゆうがある。よし、たまっていたゲームでも消化しよう）

　しかしそんな八街のもとに編集さんから連れん絡らくが。

編集『八街さん、ずいぶん早く書き終えましたね』

八街『まぁ、わたしが本気を出せば余裕ですよ（←調子にのってる）』

編集『ところでものは相談なんですが』

八街（早くゲームやりたいなー）

編集『余裕があるのでこのまま二巻の原げん稿こうまで書いていただけますか』

八街『え？』

編集『せっかく余裕があるので、いっそのこと一巻二巻を連続刊行とかできたら面白いんじゃないかな、と今考えてるんですよ』

八街『なるほど。けどそれってけっこう急いで二巻を書かないといけないような……』

編集『そうですね。でも八街さん、最初に打ち合わせしたとき、文庫本一冊分の原稿なんて四週間あれば余裕で書ける、みたいなことを言ってましたよね？』

八街（しまったぁぁぁぁぁぁぁ！　自分で自分のクビをしめたぁぁぁぁ！）

編集『そういうわけで二巻の原稿もお願いしますね』

八街『はははは……ま、ヨユーっすよ、ヨユー（←ヤケクソ）』

　あわれ八街はやりたいゲームを封ふう印いんして再度パソコンのワープロソフトに向かう生活をはじめたのでした。




　というわけで緊きん急きゆう告知！

　この本、『バーガント反英雄譚』第一巻は二〇一三年の四月発売なのですが、発売月に買っていただけた読者の皆みな様さまに朗報です。

　今回の続き、第二巻は翌月、五月に発売する予定となっています。読者の皆様をあまりお待たせすることなく続きが出ます。

　この本を読んで、少しでも気に入っていただけた読者の皆様、どうか、来月もまた、本屋で八街の本を手にとっていただければ幸いです。

　もちろん第二巻では、一巻以上におもしろい物語が展開されています。

　ぜひ皆様買ってください（土下座）。

　そして買ってくれないと、三巻が出ません（生々しい話）。

　確実に積みゲーの山が増えつづけている八街のガマンもむくわれません（どうでもいい話）。

　Wii Uをせっかく発売日に買ったのに、このままだとあまりプレイしないうちにPS4が発売されてしまいそうな勢いです（もったいない）。




　最後になってしまいましたが、謝辞を。

　今回イラストを引き受けていただいた珈琲こーひー猫ねこ様。美び麗れいなイラストをありがとうございます。特に表紙のソフィーはエロかっこよくてとても気に入っています。シュンと姉妹たち、登場キャラが横一列に並んだキャラ表をいつも眺ながめてニヤニヤ満足の笑みを浮うかべています──え？　キモイ？　そんなことないよ……ないよね？

　前担当のＴ氏。前作から引き続きの担当で、今回の作品の基き礎そ設定を八街と共に作っていただきました。残念ながら途と中ちゆうで異動となってしまいましたが、氏の力がなければ作品の骨組みはできませんでした。ありがとうございます。

　新担当のＨ氏。Ｔ氏から引ひき継ついでの担当ありがとうございます。基礎設定をベースにさらに話をふくらませることができたのは氏の助力のおかげです。さらに連続刊行の企き画かくを作っていただけたのも氏のおかげ。本当にありがとうございます。

　この本の出版に関わったすべての関係者のみなさま、ありがとうございます。

　そしてなによりこの本をお買い求めいただいた読者の皆様に、最大限の感謝を。




　それではまた、二巻のあとがきでお会いしましょう。

　二巻は来月発売ですよ！（←しつこい）





八街歩












バーガント反はん英えい雄ゆう譚たん１




騎き士しの国くにの最さい弱じやく英えい雄ゆう








八街やちまた 歩あゆむ
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